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医者なんて大嫌い！




「沙さ帆ほ先輩、急に誘っちゃってすみませんでしたー」

「ううん！　私も予定ちょうどなくなっちゃったし、全然！」

　都内にある有名ラグジュアリーホテル。

　三み角すみ沙帆は職場の後輩、椎しい野の花か梨りんと共に濃紺の絨じゅう毯たんが敷きつめられた、格式高い雰囲気が漂うロビーを歩いている。

　沙帆は花梨に誘われ、ＳＮＳ映えすると話題のホテルのナイトプールにやってきていた。

　テレビや雑誌で特集されるたびに注目度が高まり、今では予約なしでは入れない。それどころか、なかなかチケットが手に入らないという。

　今日仕事が終わった時、スマホを片手に「先輩～」と花梨が泣きついてきた。

　もともと一緒に行こうと約束していたのは花梨の彼氏で、その彼からドタキャンをされてしまったらしい。

　やっと取れたチケットを無駄にしたくないけれど、ひとりで行っても仕方ない。

　そこで花梨は沙帆にダメもとで『一緒に行きませんか？』と急な誘いをしたのだった。

「でも、水着取りに帰ったり、面倒でしたよね。ごめんなさい」

「だいじょぶだいじょぶ。むしろ、ありがたいよ！」

　ありがたい、なんて沙帆が言うのにはわけがある。

　というのも、沙帆も花梨と同じく、今晩は彼との約束をしていたのだ。

　付き合ってもうすぐ一年記念が近づく沙帆の彼氏は、三歳年上の二十八歳、整形外科医。

　両親の仕事関係のパーティーに同行した際に紹介されたことがきっかけとなり、付き合うことになったのだ。

　もともと今日は彼と、沙帆が行きたいと言っていた沖縄料理屋に行く約束をしていたのだった。

　だけど、突然のドタキャン。

　夕方仕事を終えて見たスマホには、【ごめん、急用が入った。また連絡する】と用件だけのメッセージが入っていた。

　そんなタイミングでの花梨からの誘いだったので、沙帆は即ＯＫしたのだった。それに、お互い彼氏からのドタキャンということもあって意気投合した部分もある。

「じゃ、今日は彼氏にフラれた者同士、存分に楽しんじゃいましょーね！」

　にこにこしながら横から沙帆を覗のぞき込む花梨は、いつでも愛あい嬌きょうがあってかわいらしい。

　一緒に働くようになってもう一年を過ぎたが、入りたての頃から変わらず明るく礼儀正しい子で、仕事中もプライベートな時間もなにかと「沙帆先輩！」といって話しかけてきて、懐いてくれている。

　肩の上で揺れる栗色の髪は柔らかそうで、色白の肌と相まってふんわりとした印象を与える。

　身長は一六〇センチの沙帆より小さく、全体的に細いこともあって、花梨は小柄で守ってあげたくなるタイプの女子だ。

　もし自分が男で花梨と出会っていたら、高確率で花梨に惚ほれるだろうと沙帆はひそかに思っている。

「沙帆先輩、ここのホテルのナイトプール、ＳＮＳに画像載せてる人も結構多いんですよ。見たことありますか？」

「ううん、見たことないや」

「そうなんですか!?　いや、ほんと、すっごくいい感じに撮れるんですよ！　ライトアップもいろんな色で綺麗で、プールの中から光ってるみたいに見えたりとか――」

　楽しそうに話す花梨の声ににこやかにうなずいていた沙帆の歩みが、ピタリと止まる。

「……沙帆先輩？」

　真横にいる花梨の声が遠くに聞こえるほど、沙帆の頭は一瞬にして真っ白になっていた。

（う……嘘でしょ……？）

　沙帆は、自分の目に映る光景を理解するまで数秒を要した。

　他人の空似ではないだろうか――そう疑いながら目を凝らすほどに、その願いにも似た思いは砕かれていく。

　顔はもちろん、髪型や姿勢、よく見てきたスーツの背格好も、見間違えるはずがない。

　今日は会えないと言った彼。その彼が今、沙帆の視線の先にいる。

（急用が入ったと言っていたのに、どうしてこんなところにいるの……？）

　人違いだと思いたかったのは、彼がひとりではなかったから。

　彼の腕に絡みつく、爪先まで完璧な女性の細い指から目が離せない。

　そこにある光景は、誰が見たって恋人同士の仲睦まじい様子にしか見えなかった。

「沙帆先輩？　どうしたんですか？　大丈夫です？」

　立ち止まったまま動けなくなった沙帆の腕を揺すり、花梨は心配そうに声をかけ続ける。

　花梨の声にハッと我に返った沙帆は、「ごめん」と花梨を見ずに口を開いた。

「ちょっと、ごめん。急用思い出した。先に行ってて」

「えっ、沙帆先輩!?」

　背中で花梨の声を受け止めてももちろん振り返ることもできず、歩みはどんどん加速する。

　歩いてきたロビーを抜け、逃げるように一階のフロアを突き進む。

　バッと一度背後を振り返ってみたけれど、彼はもちろんのこと、花梨も沙帆を追いかけてくることはなかった。

　沙帆の中で、気づかれなくてよかったと安堵する気持ちと、自分の姿に気づいて彼が後を追ってきてくれていたらという淡い期待が交錯する。

（急用なんて言って断って、ほかの人と会うって、これって二股ってことだよね!?）

　今になって、動どう悸きがしていることに気がつく。

　目撃してしまったあの瞬間の映像が目に焼きついて離れず、足もとから崩れ落ちそうになるのをなんとか踏ん張って歩いていた。

　屋外へと続く小さな出口から外へ出ていく。

　そこはちょうど、ナイトプールを見渡せるオープンカフェとビアガーデンがある賑やかなエリアだった。

　行き交う人に紛れるようにして、屋外施設をとぼとぼと歩いていく。

「おい、ちょっと、そこの――」

　ひとりの男が沙帆に声をかけるが、彼女の耳には届かない。

（つくづく男運がない……）

　そう思いながら歩く沙帆が立ち止まることはない。

　沙帆は以前にも、付き合っている彼氏に二股をかけられるという苦い経験をしていた。

　今日のように目撃はしなかったものの、人ひと伝づてにその事実を知り、意を決して本人を追及した。

　すると、ごまかしたり隠したりすることなく、なぜか開き直って反論されたのだ。

『自分にも浮気される原因があるだろ』と……。

　要は、沙帆との付き合いだけでは満足できず、よそにも女性がいたということ。

　元彼は逆ギレもいいところで、当時の沙帆はショックを通り越してあきれ返ってしまったのだった。

（医者っていう人種は、薄情な人が多いの？　それとも、単純に私の男運がないだけの話!?　でもやっぱり、医者なんて大嫌い……！）

　その元彼もやっぱり医師だった。

　沙帆は幼い頃から、医者が嫌いだった。その歴史は古く、沙帆の両親が医師だということから始まる。

　沙帆が幼い頃、父親は救命救急医、母親は産婦人科医として、大学病院の勤務医をしていた。

　そんな両親を持つ沙帆にとって、幼い頃から家族団だん欒らんで過ごす時間は限られていた。

　五歳年上の兄・樹いつきとふたり兄妹だった沙帆には、両親とどこかに行った記憶はほとんどない。

　数年に一回、両親の仕事の休みが取れた時に海外旅行に行ったことがあるが、それも数度のこと。

　普段の生活で樹と沙帆の面倒を見ていたのは幼い頃から来ているシッターと、家事全般を任せている家政婦だった。

　物心ついた頃からその状態だから、沙帆は両親よりもそのふたりを本当の親のように慕い、頼ってきた。

　両親はもちろん、祖父母やその前の代から医師の家系である宿命とはいえ、幼少期から寂しい思いをしてきたのだ。

「おーい、そこの、聞こえてないのか？」

　再び男が沙帆に声をかけてきた。

　目眩めまいでも起こしているように、目の前がぐらぐらする沙帆には、その声が聞こえない。

　彼氏がほかの女とイチャつくところなんか見せられて、存在を全否定された気分に陥っていた。

（なんでこんな目にばっかり遭わなくちゃいけないの？）

「おいっ――」

　誰かの声が耳に飛び込んできたと沙帆が思った次の瞬間、見えないなにかに足をすくわれたように、冷たい飛ひ沫まつの中に吸い込まれていた。

　全身が水没して初めて、沙帆はハッと目が覚めたという感じだった。

　弾けて沸き立つ泡の大群。

　なんの覚悟もないままにダイブして、両手足を懸命にばたつかせる。

　夏場の薄着とはいえ、洋服を着ている状態。泳げないわけではないけれど、体が思うように動かせないのだ。

　パニック状態で水中で大暴れする最中、必死にもがく沙帆の腕を強い力が引き上げた。

　水面に上がった途端、髪が顔面に貼りつき、視界を遮る。

　忙せわしなく空気を取り込もうと呼吸を繰り返し、邪魔な髪を指でどけた。

　そこでやっと、沙帆は自分が誰かに助けられ、抱きかかえられていることに気がついた。

　咄とっ嗟さのことだったので、相手の首に両腕を回してしがみつく状態になっている。

　その男性によってすぐにプールの外へと体を持ち上げられ、プールサイドに座らされた。

　ぺったりと体に張りつく衣服。

　沙帆は眼下で揺れる水面を目にし、自分が誤ってプールに落下した事実を受け止めていた。そして、徐々に周囲のざわめきを感じ始める。

（こんな騒ぎを起こして、どうしようか）

　沙帆が現実を認識して動揺しそうになったその時、体がふわりと宙に浮いた。

「あっ……！」

　横抱きにされ、いわゆるお姫様抱っこという体勢になっていた。

　ハッとしてその男性の顔に目線を移すと、あまりにも距離が近く、沙帆の鼓動が一気に速くなる。

　自分と同じくずぶ濡ぬれになっている彼の、かき上げられた黒髪が色っぽく見える。

　奥二重の切れ長の目は、真っ直ぐ進行方向に向けられている。

　横から見る鼻筋は高く綺麗で、こんな時だというのに沙帆はその美しい横顔にすっかり見とれてしまっていた。

　ライトアップされた雰囲気のあるプールサイドで、突然着衣のまま水没したふたりに客の注目は瞬く間に集まっていく。

　沙帆を抱きかかえたまま、彼は近づいてきていたホテルのスタッフの女性に声をかけた。

「部屋まで行きたい。この状態をとりあえずなんとかしたいんだが」

「かしこまりました。申し訳ありませんが、プール併設の更衣室で簡単に着替えをお願いしてもよろしいでしょうか」

　沙帆を抱きかかえたまま、彼は颯さっ爽そうとスタッフに案内された更衣室へと向かっていく。

「あ、あのっ」

　沙帆はやっと、自分を抱きかかえる彼に声をかけた。

　しかし、足を止める様子もなければ、沙帆と目を合わせるそぶりもない。

　横から見る瞳にどこか冷徹な色がうかがえて、さらなる動揺が胸に広がる。

「すみませんでした、もう、大丈夫なので、下ろしてください」

「こんなずぶ濡れで、ホテル内を歩き回るつもりか」

「えっ……それは」

　たしかにここで下ろされたところで、沙帆に行くあてはなかった。

　ホテルのスタッフに頭を下げて、場所を借りて濡れた自分をどうにかするしかない。

　プールに来たからタオルは持参してきたけど、着替えはさすがに持っていないし、濡れた服ではタクシーを呼んでも乗車拒否されてしまいそうだ。

「とりあえず、この濡れた状態をなんとかしないと中は歩けない」

　プール併設の更衣室に案内されると、沙帆はお姫様抱っこから解放される。

　タオルと着替えらしきものを持ってきたスタッフに「すぐに用意できるものがこちらですみません」と言われ手渡された。

「濡れた服は、着替えたらランドリーサービスをお願いするから預けて」

「あ、は、はい……」

　そう言った彼は、沙帆を置いてさっさと男性更衣室へと姿を消してしまう。

　こんなことになってしまってどうしようという焦燥感に襲われながら、ずぶ濡れの服を脱ぎ、とりあえずと渡されたホテルのルームウェアに着替えた。

　挙動不審気味に更衣室から外に出ていくと、先ほどの女性スタッフが待機していた。

　すぐに沙帆が持って出てきた濡れた衣類一式を預かる。

　そのそばには、すでに着替えを済ませたさっきの彼が髪をタオルでバサバサと拭いていた。

「あ、あの……私」

「行くぞ」

「へっ？　え、行くって、この格好で歩くなんてどこに――」

　そこまで言いかけた時には沙帆の体は宙に浮き、再びさっきと同じように横抱きにされていた。

「ちょっ、なにするんですか！」

「騒ぐな。さっきから目立ってしょうがない」

　大層迷惑そうに、男は切れ長の目で沙帆を見下ろす。

　その目力に沙帆は一瞬で負け、「すみません……」と謝っていた。

「わかったら、静かについてきた方が君のためだ」

　そう無表情で冷静な口調で言われてしまえば、沙帆に反論する言葉は出てこなかった。

「ご案内いたします。こちらにどうぞ」

　そうこうしているうちに、スタッフはホテル内へと先導していく。

（でも、こんなルームウェアでどこに連れていかれちゃうの!?）

　そこまで考えたところで、沙帆はハッとする。

「あっ……私、自分の荷物は」

　気づいた沙帆がそう口にした時、正面からここのホテルの制服を着た女性スタッフが「鷹たか取とり様！」と近づいてきた。

　沙帆を助けた彼は、どうやら鷹取という名らしい。

　しかし、この巨大なラグジュアリーホテルでスタッフが名を呼び近づいてくるなんて、いったい何者なのだろうかと、沙帆は身を固くしていた。

「ちょうどよかった。外のプールサイドに、彼女の持ち物が置き去りになっているから、届けてほしい」

　注文を出されたスタッフは、即座に「かしこまりました」と答え、小走りにプールへと向かっていく。

　その姿を見送り、エレベーターホールへと入っていった。

　エレベーターでスタッフの女性が指定した二十階に到着すると、先導されて鷹取は部屋へと向かっていく。

　ダークブラウンのヨーロピアン調の重厚なドアを女性スタッフに開けてもらった鷹取は、沙帆を抱いたまま中へと入り、女性へ「では、手配をよろしく」と言った。

「かしこまりました」と一礼した女性が静かにドアを閉め立ち去ると、鷹取は抱いた沙帆を部屋の奥へと連れていく。

　再び沙帆が「あのっ」と声をあげた時には、大理石造りの広いバスルームへと体が下ろされた。

「すぐに着替えが届く。それまでにシャワーを浴びておくといい」

　見ず知らずの男性が滞在するホテルの部屋でシャワーを借りるなんて、常識的にありえないこと。なにをされるかわからないし、なにがあっても文句は言えない。

　しかし沙帆には、鷹取に下心があってシャワーを勧めてきているとは思えなかった。

　そもそも自らの不注意でプールに落ちた沙帆を、彼はずぶ濡れになってまで助けてくれたのだ。むしろ彼は恩人といえるのだから。

「でも、あなたも濡れちゃっているのに、私が先に使うのは――」

「寝室の方にもシャワールームがあるから問題ない」

　鷹取はそれだけを言うと、バスルームから出ていく。

　その上背のあるうしろ姿に、沙帆はまた釘づけになっていた。




　使った形跡のない広いバスルームは、黒い大理石のシックな空間だった。

　奥には大人がふたりぐらい余裕で入れるほどの、ゆったりとした白いバスタブが設置されている。

　応急処置的に着てきたルームウェアをおずおずと脱ぎながらも、本当に使わせてもらっていいのだろうかと最後の最後まで思いあぐねた。

　裸になり、金色のハンドルをひねってお湯を出す。するとすぐに熱い湯が出てきて、バスルームは次第に湯気に包まれた。

　しかしどうして、彼は自分を助けてくれたのだろうかと、沙帆は体を温めながらそればかりを考えていた。

　さっきの自分の行動は、今となってはほとんど思い出せない。

　彼氏の浮気現場を目撃し、放心状態でどこをどう歩いていたのかもあやふや。

　一歩踏みはずしたら落ちるくらいプールの際までいっていたなんて、通常では考えられないことだ。

　それくらい、ショック状態だったのだと沙帆は思った。

　理由はどうであれ、濡れてまで助けてもらったことを謝り、お礼をしないといけない。

　すっかり温まった体で、沙帆は再びシャワーのハンドルに手をかけた。

　用意されていたバスタオルで体を拭き、一緒にあったバスローブをとりあえず身につける。

　髪を乾かそうとドライヤーを手にしたところで、バスルームのドアがノックされ「失礼いたします」と女性の声が聞こえた。

「お着替えをお持ちしました」

　どうやら、さっき部屋まで同行してくれたスタッフのようだ。

　沙帆は「はい、開けます」と返事をし、急いでドアを開ける。

「申し訳ありません。ランドリーサービスが大変混み合っておりまして、鷹取様のご要望で代わりの衣類をご用意いたしました」

　そう言うとスタッフの女性は沙帆に紙袋を渡し、必要以上になにかを言うことなく去っていった。

　紙袋の中には、ギフトのような箱が入っていた。

　広々とした大理石の洗面台にそれをのせて、そっと箱を取り出す。

　そこには見知ったブランドのロゴが入っており、中には、上品なネイビーのワンピースが入っていた。

　生地はシルクで、かなり高級だと思われる。広げてみると五分袖ほどで、丈は膝までありそうだった。

　一緒に、ブラックで揃った下着とストッキングも用意されている。

（見ず知らずの私に、ここまで手配してもらって申し訳なさすぎる……）

　とりあえず髪を乾かさないことには着替えもできないことに気づき、沙帆は再びドライヤーを手に取った。

　身なりを整え、使わせてもらったバスルームを片づけてから、静かにドアを開けて外へと出ていく。

　キョロキョロと左右と見回すと、クリーム色のクロスとバスルームと同じダークブラウンの扉がほかにもふたつ並ぶ。

　電球色の淡い照明が灯る通路から、導かれるようにして奥へと足を運んでいくと、美しい街の夜景が一望できるリビングルームが現れた。まるで部屋全体が曇りのない巨大なガラスの箱に覆われ、夜空に浮かんでいるような素敵な空間。

（この部屋って、スイートだったんだ……）

　足もとを柔らかく受け止める濃紺色の絨毯には花のパターン模様が入り、置かれているソファなどの家具は艶つやのあるダークブラウンで統一されている。

　窓の両脇に丁寧に寄せられているカーテンは、絨毯と同じ色合いだった。

　天井まで伸びたピカピカのガラス窓の先には、日が落ち光が眩まばゆい夜の街が覗く。

　窓際には、片手でスマートフォンを操作する鷹取の姿があった。

　さっきまで沙帆と同じくずぶ濡れだったはずの彼は、そんなことはなかったかのように黒髪は整えられ、きっちりとスーツを着ている。

　混乱していた沙帆は、あの時の記憶が定かではない。

　けれど、鷹取の服装がシャツにベストという姿だったと、なんとなく記憶している。まさに今の彼からジャケットだけを取り去ったような格好だった。

　沙帆は今、仕立てのいいネイビーのスーツをまとった鷹取を前にして思う。

　身長があり、スタイルがいいからスーツ姿は格別。

　あの人にお姫様抱っこで運ばれたと思うと、沙帆は改めて顔が熱くなるのを感じた。

「あの、シャワーありがとうございました」

　沙帆のかけた言葉に反応した鷹取はすぐにスマートフォンの操作をやめ、ゆっくりとした動作で振り返る。

　改めて目が合って、沙帆はその端整で美しい顔立ちに息をのんでいた。

　緩やかにサイドに流れる前髪と、意志が強く見える切れ長の目。

　その瞳に映されるだけで、怯ひるんでしまいそうになるすごみがある。

「気分は悪くないか」

「え……はい、それは大丈夫かと」

　沙帆に向かって近づいてきた鷹取は、そっとネイビーのワンピースの背中に触れる。

　沙帆が肩を震わせたのを気にする様子もなく、背を押してソファへと連れていった。

　絨毯と同じ濃紺色の広いソファに沙帆を座らせた鷹取は、その前に膝をついて正面からじっと沙帆を見つめる。

　目を合わせることすらままならない沙帆としては、すぐ目の前から凝視されては耐えられない。

　たまらず沙帆がうつむくと、鷹取はおもむろに膝の上で揃えられている沙帆の右手を取った。

「あっ」

　沙帆は反射的に引き抜こうとして右手に力を入れたけれど、鷹取は空いている自分の右手の人さし指、中指、薬指を沙帆の右手首へと押しあてる。

　そうしてから次に、肩から胸下までたれた沙帆の黒髪を右手でうしろによけると、今度は耳の下あたりに人さし指と中指をあてた。

「あのっ……」

　躊ちゅう躇ちょなく触れられて声が上擦る。

　正面からじっと見つめられ、頸けい動どう脈みゃくに触れる鷹取の指先のぬくもりを感じ、勝手に鼓動が早鐘を打つ。

　これでは、脈が余計に振れる。

「なにか持病があるとかは」

「え……いえ、特には」

　どうしてそんな質問をされているのか理解に苦しむ沙帆は、無意識のうちに怪け訝げんな顔をしてしまう。

　鷹取は沙帆から手を離し立ち上がると、「じゃあどうして」と真顔で沙帆を見下ろしながら続けて言った。

「プールに落ちたりする」

「それは……」

「あの時、落ちる少し前から声をかけていたのに気づく気配もなかった」

　沙帆は「えっ」と二重まぶたの大きな目を丸くし、鷹取を見上げる。

　呼ばれていたなんて、沙帆にはまったく身に覚えのないことだった。

「声をかけていたって、どうして……」

　鷹取は小さくため息をつくと沙帆の前から離れ、対面している三人掛けのソファに腰を下ろした。

「どういう持ち方をしてたか知らないが、バッグの中身を落としながら歩いてたから呼び止めようとしたんだ」

「えっ、嘘……」

「そんな嘘をつく理由がない。声をかけていたのに気づいてくれないから、落とし物を拾いながら君の後をついていくはめになって。そしたら呼びかけに気づくどころか、そのまま一直線でプールにどぼん、だもんな」

　長い脚を組んで、鷹取は沙帆を正面から見据える。

　切れ長の目はあきれたと言わんばかりで、沙帆は身が縮こまる思いだ。

「貧血で目眩がしたとか、てんかん持ちだとか……精神疾患もありうる。あの状況を見たらそう思うのが普通だ」

　はたから見れば、なにか病気持ちで具合が悪かったがゆえの事故……と見えたのかもしれない。

　そう見えたから、鷹取も慌てて飛び込んでまで救助してくれたのだろう。

「すみません、でした……」

「で……じゃなかったら、なんであんなことになるんだ？」

　ソファに背中を預け、沙帆を見つめる鷹取は〝さぞ大層な理由なんだろうな？〟とでも言いたげな目をしている。

　沙帆は姿勢を正し、膝の上でぐっと拳を握った。

「……彼の、浮気現場に遭遇しまして」

　口にすると、あの時目にしたものが現実だったと認めてしまったような気分に陥った。

　さっきまではショックの方が勝っていて、動揺のあまりパニック寸前の状態だった。

　そのせいでプールに落下し、人様に迷惑をかけたのだ。

　今さらながら、沙帆はどうして自分がこんな目に遭わなくてはならないのかと思い始める。

　ふつふつと怒りが込み上げ、握っていた拳にさらに力がこもった。

「私が……なにかした？って、文句言ってやればよかった」

　あの瞬間はおののいてしまったけど、逃げたりしないで現場を押さえてやればよかった。

　堂々と目の前まで行って、「これはいったいどういうこと？」と言い、別れを告げてくればよかった。今になって後悔が生まれる。

「私が付き合う人って、どうしてこうなんだろ……今の人も、その前の彼も。だから、医者は嫌なのよ」

　沙帆はついうっかりつぶやいてしまう。

「医者……？」

　沙帆が口にした〝医者〟のフレーズに、鷹取が反応する。

　だけど、沙帆は特に気に留めることもせず小さくうなずく。

「うち……両親が医師で、代々医者の家系なんです。兄も今は医師になりましたし……。だから、両親に連れていかれるお医者様の集まりとかで紹介されたりする人ってみんな医者で。お見合いを勧められても、やっぱり相手はみんな医者だし……」

　生まれ育った環境からすると、それは逃れられない運命なのかもしれない。

　でも、今回のことでもうこりごりだと、沙帆は心がくたくたになっていた。

（親が医者だろうと、そういう家系だろうと、もうどうでもいい。医者とはお付き合いはしない）

「でも私、決めました！　もう医者とは関わらないようにしようって」

　沙帆は心に誓ったことを自分に言い聞かせるように、あえて口にして主張した。

「あっ、すみません。急に、こんな話――」

　そんな時だった。

　ピリリリ、ピリリリ――。

　静かだった部屋の中に、沙帆の聞き慣れた着信音が鳴り響いた。

　沙帆が音の聞こえてくる方に目線を移すと、いつの間に届けられていたのか、自分の荷物一式が、そばにあるひとり掛けソファの上に置かれていることに気づいた。

　そのバッグの中に入っているスマホが鳴り続けている。

「さっきから何度もかかってきてた」

「えっ、嘘」

　鷹取の言葉に、沙帆は「すみません」と腰を上げて荷物へと手を伸ばす。

　取り出したスマホのディスプレイには、【花梨】の名が表示されていた。

「もしもし、花梨ちゃん？」

『沙帆先輩!?　よかった、やっと出てくれた……』

　電話の向こうからは、花梨の心底心配した声が聞こえてくる。

　沙帆は、理由もなく突然逃げるように去ってしまった自分の行動を反省し、花梨に申し訳ない気持ちでいっぱいになった。

『急用って、大丈夫ですか？　もう帰ってますよね？』

「あ、うん、それが、ちょっといろいろあって……花梨ちゃん、まだホテルにいる？』

『はい、とりあえず沙帆先輩と連絡がついてから動こうと思って』

「ごめんね。私も、近くにいるから、今すぐ行くね」

　花梨が一階ロビーにいると聞き、通話を終わらせると、スマホを手にしたまま鷹取を振り返った。

「ありがとうございました。あの、今度改めてお礼をさせていただきたいのですが――」

「必要ない」

「いえ、そうはいきません！」

「そういうつもりで関わったわけじゃない。人を待たせているなら、早く行った方がいい」

　食い下がる沙帆を制して鷹取は腰を上げると、沙帆の荷物を持って彼女の腕を取り、エスコートするようにそのまま部屋の入り口まで連れていく。そしてドアを開けると、沙帆の背中をそっと押して送り出した。

「じゃ、もう落ちるなよ」

「あっ――」

　なにか言わなくてはと思った時にはドアは閉められていて、沙帆はしんと落ち着いた空気を漂わせる廊下にひとりぽつりと立っていた。










衝撃走る再会




　昨日の夕方東京に接近した台風は、深夜に通過していった。

　今朝は朝から太陽が顔を見せ、気温はぐんぐん上昇している。

　胸もとに社名ロゴが入ったライトグリーンのポロシャツをインした、ネイビーのテーパードパンツ。

　いつも下ろしている髪はうしろでひとつに束ね、頭には胸もとと同じロゴが入るネイビーのキャップをかぶる。

　ウエスト部には、仕事に使う道具を収納した腰袋をつけ、手にはモップ。

　これが、沙帆の仕事のユニフォームだ。

　両親と兄が医師という家族を持ちながら、沙帆はひとり、その道には進まなかった。

　もちろん、医大へ進み医師になることを両親には望まれた。

　だけれど、沙帆は断固としてその道を拒んだのだ。

　両親のようにはなりたくないという思いが強かった。

　沙帆は、両親が家事も育児も他人任せにしてきたのはふたりが医師という多忙な職業だったからだと思っている。

　そんな家庭をつくりたくないと思う沙帆は、医師を目指すことに抵抗があった。

　そして進路を決める頃には、その思いはますます強くなっていて、沙帆が医師を志すことはなかった。

　沙帆は樹と共に、小学校から私立学校のエスカレーター式一貫校に通った。

　その後、大学進学は医大へとはせず、経済学部へ。

　しかし、医師という道を避け、離れていっても、大学在学中から両親からのお見合いの話は常だった。

　どこ病院の何代目、は基本条件。

　沙帆の見合い相手に医師を婿養子に迎えて、樹がトップに立った時に『三角記念病院』を共に支えてもらいたいなんて話が出たこともあった。

　親の顔を立て、お見合いの席に出ることもあった。

　だけれど、沙帆に結婚の意思がないため話が発展することはありえなかった。

「沙帆先輩、今日も張りきってますね！　新しい現場だからですか？」

　今日も一緒の現場に派遣された花梨が、にこにこと横から沙帆を覗き込む。

「まぁね。病院は一番清潔じゃなきゃダメなところだからね。気合いも入るでしょ」

　幼少期から両親の敷いたレールを歩いてきた沙帆が、自ら就きたいと思った仕事。

　それが、今のクリーンスタッフの仕事だった。

　私立学校に通い、小学校一年生の時から電車通学していた沙帆は、近所に同世代の友達がいなかったために、公園などに遊びに行くことをあまりしなかった。

　そんな沙帆は、幼い頃から自宅に来ていた家政婦が仕事をするところをよく観察していた。

　自宅でひとり遊びをする中で、家政婦の吉よし永ながの仕事は、沙帆の関心事のひとつだったのだ。

　中でも、掃除に関しては特に興味深く、沙帆はよく自ら吉永の仕事を手伝っていた。

　ひと口に〝掃除〟といっても、基本からプロ式のクリーンテクニックを使うものまで、その奥は深い。

　当時、五十歳を過ぎた吉永は沙帆の両親にはない生活の知恵を多く持っていて、それはまさに〝おばあちゃんの知恵袋〟だった。

　吉永にかかれば落とせない汚れはない。

　幼かった沙帆の目には、吉永の仕事が魔法のように映った。

　もちろん、沙帆が手伝いたいと言うことに対し、吉永は毎度断りの姿勢を見せた。

　吉永にしてみれば、雇い主のお嬢様に自分の仕事を手伝わせるなんて常識的にありえないことで、クビが飛びかねない。

　しかし、沙帆は譲らなかった。

　懸命に頼み込んでくる熱心な沙帆に、いつしか吉永も根負けし、自身が持つ掃除のノウハウを伝授していった。

　掃除をすることは気持ちがいい。汚れていたものが綺麗になると、なんとも気分がよくなる。

　沙帆は成長と共に掃除への熱い思いを膨らませ、自分も吉永のように掃除を通して人のために働きたいと強く思うようになった。

　医師の道を選ばず、のちにクリーンスタッフ業に就きたいと話した沙帆に、両親はもちろんいい顔はしなかった。

　いまだに、早く仕事を辞めて結婚したらどうか、などと言ってくる。

　沙帆も沙帆なら、両親も両親。

　お互い頑固で粘り強いところは、やっぱり親子なのだろう。

「サン・クリーンさん！　すみません、こちらです」

　沙帆の勤める『サン・クリーン』は、創業五十年を超える業界では古くから出張清掃業務を行っている大手企業だ。

　日本全国に店舗を持ち、お客様のニーズに合わせたハウスクリーニングから、企業、施設などの出張清掃業務まで行う。

　それに加え、掃除用具などの開発、製造、販売、またレンタル事業までと多岐に渡り、その幅は広い。

　沙帆と花梨、もう数名のスタッフが今日から配置されることになったのは、『関東医科大学附属病院』。

　病院での清掃に携わったことは数度あったけれど、ここまで大きな大学病院への派遣は初めてだ。

　病院の担当職員に案内されて向かったのは、二階まで吹き抜けになっている一階の外来総合受付から別館に向かう広い渡り廊下だった。左右ガラス張りの造りで、明るく開放的な空間だ。

「そこの上のサッシなんですけど、汚れがたまってるみたいなんですよね。上部の窓を開けたら、埃ほこりの塊が降ってきたとかって……」

　三メートルほどの高さがあるガラス窓の上にサッシがあり、そのさらに上にあるガラス窓が開閉可能な造りになっている。

「わかりました。チェックして、清掃しておきます」

　沙帆が返答をしたタイミングで、共に派遣されてきた仲間の男性スタッフが「こっち、お願いしてもいいっすか？」と、アルミ製の脚きゃ立たつハシゴを運んできた。

「ありがとうございます。大丈夫です、ここは椎野さんとふたりでやるんで」

　ハシゴを広げて組み終え「お願いしまーす」と男性スタッフは立ち去っていく。

　案内してくれた病院職員も「では、お願いします」と一礼してきた通路を戻っていった。

「――よし、始めようか」

「ですね。あっ、沙帆先輩、私が上がりますよ！」

　早速ハシゴに足をかけた沙帆に、花梨が慌てて声をかける。

「結構高いから私が上がるよ。花梨ちゃんが落ちたりでもしたら」

「そんなこと言ったら、沙帆先輩もですから！」

「私は大丈夫だって、慣れてるから平気！　下のガラスの方、先に始めておいてもらえる？」

　花梨は「わかりましたー、気をつけてくださいねー」と渋々といった様子で窓ガラスの清掃を始めた。

　ハシゴを上がってみると、たしかに埃の塊が多く枠の上に積もっていた。

　これでは換気のために上の窓を開けたら、逆に埃が舞って空気が悪くなる。

　一度ハシゴから下りて、運んできた作業用の荷物の中から専用のハンディクリーナーを取り出す。

「沙帆先輩、この間の話って、どうなりました？　彼氏とその後、進展あったんですか？」

　荷物をあさっていた沙帆に、窓の清掃を始めた花梨が声をかける。

　人の往来も少ないから話しかけてきたようだ。

　この間の話――それは、ホテルでプールに落ちたあの日のことだ。

　鷹取の部屋を出た後、連絡をくれた花梨と合流し、沙帆は突然立ち去ってしまった理由と、その後にプールに転落し、見ず知らずの男性に助けていただいた一連の話をした。

　会えないと約束を断った彼氏が別の女性といたことにも、沙帆がプールに落ちたことにも、花梨は終始驚かされていた。

「うん……彼氏とは後々電話で、あの日、あのホテルで見かけたこと、話した」

「それで、向こうは!?」

「なにも言い返せなかったよ。はっきりきっぱり、お別れ告げた」

　再びハシゴに足をかけ、沙帆は花梨に笑みを見せる。

　あの日のボロボロだった沙帆はもういない――とまでは言えないが、だいぶ持ち直している。

　少し落ち着いて考えてみれば、そんな人に体を許して、一線を超えなくてよかったと思うこともできた。

「こんなこと言ったらなんですけど、あの時わかってよかったんですよ！」

　ハシゴを上がっていく沙帆を見上げ、花梨は力強く言い放つ。

「だって、考えてみてください？　あの日、あそこに行かなかったら、沙帆先輩は二股かけられたまま、なにも知らずにまだその元彼と付き合ってたってことですよね？　私、あの日、沙帆先輩を誘ってよかったって、ほんとそう思ってます！」

「花梨ちゃん……」

　自分のことのように怒りをあらわにする花梨に、沙帆は胸の奥がジンとする。

　花梨は沙帆のそんな思いも知らず、「あー、また腹立ってきました！」なんて言いながらガラスにクリーナーを吹きかけた。

「沙帆先輩も、あの時言ってくれてたら、私がその元彼にガツンと言ってやったのに……」

「花梨ちゃん、ほんとに言いそうだな」

「言いますよ！　その浮気相手とも破局するように、恥かかせてやりますよ！」

　沙帆の代わりに怒りまくる花梨の姿に、ハシゴの上で沙帆はハンディクリーナーの電源を入れながら苦笑した。

「怖い怖い！」なんて笑いつつも、こんなふうに自分のために怒ってくれる花梨の気持ちがうれしくもある。

　人の気持ちに寄り添うことのできる花梨は、優しく思いやりのある子だと、沙帆は改めて彼女が好きになった。

「花梨ちゃん、ありがとうね」

「いえ！　私はなにもしてないですから！　あの場でなにもできなかったのが心残りですよ……」

「ううん、そんなことない。花梨ちゃんが怒ってくれてるのを見て、なんだかスカッとしちゃってるもん、私」

　沙帆の言葉に、花梨は「本当ですか？」と、パッと花が咲いたように表情を輝かせて顔を上げる。

　その表情に、沙帆はふふっと笑みをこぼした。

「それにしても、いくら考えてもわからないですもん。沙帆先輩みたいな彼女がいるのに浮気するっていう心理が！」

「いやいや、私、だましやすいのかもしれない……初めてじゃないし、昔も同じようなことあったし」

「えぇ!?　だから、なんで沙帆先輩という彼女がいながら浮気できるのって話ですよ！」

「私にも原因があるからだよ」

　声を荒らげる花梨を横目で見下ろして、沙帆は苦笑を浮かべることしかできない。

　付き合っても、男性が満足できるお付き合いができない自分にも非がある。

　その理由を花梨に打ち明けられないのは、沙帆にとってつらいところだ。

　ガラス窓の向こうには、深夜に通り過ぎた台風の爪痕が見受けられる。

　青々とした木の葉が散乱し、どこかから折れて飛んできた太い枝も多く落ちている。

　外では、病院の職員と思われる数人がその片づけを行なっていた。

「そうかなあ……。それで、もうひとりの彼の方はどうなんですか？……助けてくれた人って、もうどこの誰だかわからないんですよね？」

「うん……お礼をさせてもらいたかったんだけど、必要ないって言われちゃって」

　あの後帰宅してから、やっぱり連絡先を聞いておくべきだったと後悔した。

　迫力に負けて追い返されるまま立ち去ってしまったけど、食い下がるべきだったと思う。

　ホテルに問い合わせても、宿泊客の個人情報なんて教えてもらえるはずもない。

（〝たかとり〟ってホテルのスタッフには呼ばれてたっけ……）

「でもでも、プールに飛び込んで助けてくれるなんて、かっこよすぎませんか!?」

「うん、そうだね……」

　沙帆は埃を吸引しながら、あの時のことを思い返す。

　水が滴り落ちる整った横顔。軽々と沙帆を横抱きにした腕の逞たくましさと、すらりと高い背。

　周囲の視線を独り占めしてしまう独特のオーラは、誰もが持ち合わせているものではなかった。

　あんな状況下でありながら、沙帆も彼に心を奪われた。

「どんな人だったんですか？　イケメンでしたか？」

「えぇ？」

　花梨は興味津々な様子でハシゴに手をかけ、下から沙帆を見上げる。

　好奇心でキラキラしている目に、沙帆はハンディクリーナーのスイッチをオフにして、ごまかすように腰袋の中をあさった。

　あの時のことを思い出すと、沙帆は自分の顔がカッと熱くなるのを感じる。

　それはあの彼が、無条件で素敵だったからだろう。

「まぁ、そうだね……結構、うん……」

「えっ、なんですかその反応！」

「あの時は、私もいっぱいいっぱいだったし……それに、もう会うこともないから――」

　そんな話をしていた時だった。

　台風後のまぶしい日差しが差し込むガラス張りの渡り廊下に、さっそうとドクターや看護師の集団が現れた。

　光を浴びているせいか、白衣の白さが際立つ。

　沙帆は横目に入ったその団体から、無意識のうちに顔を背けようとした。

　が――その先頭を歩く医師の洗練された姿に目を奪われた。

（……うっ、嘘――）

　目を疑うというのは、こういうことなのだろうか。

　沙帆の目はその顔に釘づけになってしまう。

　近づいてくる姿を見れば見るほど、疑いは確信へと変わった。

「――沙帆先輩？　おーい、先輩？」

　花梨の声にハッと我に返る。

「どうかしました？　大丈夫ですか？」

「あっ、う、うん……」

　小首をかしげる花梨にうなずきを見せながらも、沙帆の頭の中はパニック状態だった。

　自分の上がったハシゴへと徐々に近づく彼に、再び自然と沙帆の視線が引き寄せられる。

　彼氏の浮気現場に遭遇し、そのショックで意識が朦もう朧ろうとし、プールに落下した沙帆を助け出してくれた人――あの、鷹取という彼に間違いない。

　しかし、この場所であの格好ということは――残念な事実が沙帆の頭をよぎる。

（医者……だっていうの？）

　凝視していた沙帆の視線に気づいたのか、鷹取が不意にハシゴの上を見るように顔を上げた。

　視線が絡み合った瞬間、沙帆の体の中を電気が駆け巡ったように肩がびくりと震えた。

　自分ではどうすることもできない勢いで、鼓動がバクバクと巨大な音を立てていく。

　沙帆のそんな状態を知ってか知らずか、鷹取はおもむろに足を止め、共に歩いてきた集団に「先に行ってくれ」と声をかけた。

「こんなところで会うとはな。あの後はどこにも落ちなかったか？」

「なっ……！　お、落ちてません！」

　首から下げた聴診器の前で両手を組み、鷹取は飄ひょう々ひょうと言い放つ。

　焦った様子で否定する沙帆を見て、口角を上げてうっすらと笑った。

　足もとでハシゴに抱きつくようにしている花梨が、「えっ!?　えっ!?」と驚きを隠しきれず動揺している。

「あ、あなた……医者だったんですか？」

　もう会わないだろうと思っていた鷹取と再会したことよりも、彼が医師だということに沙帆は戸惑いを隠せなかった。

　問われた鷹取は、沙帆から視線をはずしフッと笑う。

　そして、また顔を上げて沙帆を見据えた。

「あぁ、君の嫌いな医者だったみたいだな」

「なっ――」

　その時、ハシゴを下りようとして足がずるりとすべり、沙帆がバランスを崩す。

　危ないと思った時には体が宙を舞っていて、直後、後頭部に衝撃が走った。

「沙帆先輩！」

　花梨の叫ぶような呼びかけを耳に、沙帆の意識は遠のいていった。




　目を開けると、白い天井と細長い蛍光灯が見える。

　顔を左右に動かして周囲を確認すると、「気づかれましたか？」と、女性が覗き込んできた。

「私……？」

「今、先生呼びますね」

　そう言って微笑ほほえんだ年配の看護師らしき女性は、「鷹取先生、意識戻りました」と奥へ引っ込み沙帆の前から姿を消していく。

　さっきまで仕事をしていたのに、ベッドに横たわっている自分の状況に混乱した。

（私、ハシゴから足すべらせて……落ちた？）

　ぼんやりと記憶をたどっていると、足音が近づく。

　次の瞬間真上から顔が覗いて、「ぅわっ！」と変な声をあげてしまった。

「起きたか」

　現れたのは、さっきハシゴの上から見た白衣の鷹取だった。

「あ、あの、私……」

「言ってた矢先にこれだからな」

「えっ？」

　あきれたような口調で、鷹取は横たわる沙帆を見下ろす。

　この間はプールで、今日はハシゴからと、そういう意味だろう。

　それを言われてしまうと、沙帆は一瞬言葉に詰まる。

　加えて、この端整な顔に見つめられていることに、無性に鼓動が激しくなり始めた。

「すみません、でした……また、ご迷惑を」

「あの調子じゃ、仕事中にハシゴから落ちるのも初めてではないだろ？」

「そっ、そんなことありません！　今日が初めてです」

　胸の高鳴りを感じたのもつかの間、からかうような言葉を受けて、沙帆は強い口調で言い返す。

　鷹取はフンと鼻で笑って、沙帆が横になるベッドの縁に腰を下ろした。

　自分の腕に鷹取の腰が触れそうになり、慌てて体をずらすと、そっと背中を起こした。

「じゃあ、俺は相当運が悪いっていうことだな。そういう場面に二度も居合わせたんだから」

「運って……。ここであなたに会わなければ、今日私が落ちることもなかったと思います。あなたがこの病院の医師だったから驚いて……」

　あんなところで、もう会えないと思っていた命の恩人が白衣の軍団を引き連れて現れたら、沙帆じゃなくても驚くに違いない。

〝医師〟という存在に敏感な沙帆にとっては、なおのこと、衝撃の再会だったことは言うまでもなく、動揺して足を踏みはずしてしまったことは間違いない。

「それは、俺が君の嫌いな〝医者〟だったから、ハシゴから落ちたって言うのか？」

　鷹取の的確な質問に、沙帆の表情が微かに険しくなる。

　肩越しに振り向いた鷹取は、沙帆の構えたような顔にまたフッと笑みを漏らした。

「だとしたら、とんだ言いがかりだな」

「え……？」

「俺が医者だろうがなんだろうが、君には関係のない話だと思うけど」

「なっ……！」

　たしかに、鷹取の言い分に間違いはない。

　彼が医師だろうと、沙帆が心を乱す必要はないのだ。

　まして、そのせいで落下事故を起こしたなどと言われては、鷹取とてたまったものじゃない。

「た、たしかに、あなたがなにをしている人かなんて、私には関係ありません！」

　しかし、沙帆からしてみればその事実がただただ衝撃的だったのだ。

　べつに言いがかりをつけたつもりも、そちらのせいでハシゴから落ちたなどと言ったつもりもない。

（なんか、威圧的な人！　顔面偏差値高い人って、内面偏差値低いの？）

　口に出せない不満が、沙帆の眉間にシワとなって表れる。

　それを見つけた鷹取は、不意打ち気味に沙帆の眉間を人さし指で小突いた。

「なっ、なんですか!?」

「消えなくなるぞ、ここのシワ」

「よっ、余計なお世話です！」

　からかうような口調の鷹取に、声を荒らげた沙帆に怯む様子は微み塵じんもない。

　鷹取は腰を下ろしていたベッドから立ち上がると、ベッドに片手をつき、上体を起こして座る沙帆にいきなりぐっと顔を近づけた。

　途端に沙帆の心臓が跳ね上がる。

「……よし、顔色も悪くないな。軽い脳のう震しん盪とうだと思うが、一応ＣＴ撮っておくか」

「だ、大丈夫です。そんな、大げさな。それに、仕事中だったので、戻らないと……」

　そそくさとベッドから足を下ろし、ベッドの脇に置かれていた自分のスニーカーに足を突っ込む。

「二度も落ちてご迷惑をおかけし、大変失礼しました。三度目はもう絶対にありませんので」

　はっきりきっぱりと、沙帆は上背のある鷹取を見上げて告げる。

　それは、もう鷹取とは関わることもないという沙帆の宣言のようなものだった。

　深く頭を下げ「失礼します」と去っていく沙帆の小柄な背を目で追いながら、鷹取はフッと息を漏らす。

「どうだかな……」

　どこか意味深なつぶやきが、狭い処置室にぽつりと落ちた。










まさかのお見合い相手




　広々としたキッチンに立つ吉永を、沙帆はリビングルームのソファの背もたれ越しにじっと見つめている。

　吉永は慣れた手つきで食器棚からホワイトのティーセットを出してカウンターに置くと、ガラス扉の戸棚からアールグレイの茶葉缶を取り出した。

　カップとソーサーは三セット用意されている。

「吉永さん、丁寧に紅茶なんて淹いれなくてもいいのに」

　沙帆から送られるジト目の視線を受け、ステンレスの茶さじを手にした吉永は、「そうはいきませんよ！」と爽やかに笑い飛ばした。

　ブラウスにスラックス、それにフリルがあしらわれたエプロンをつけた昔から変わらない吉永のスタイル。

　母親代わりにキッチンに立っていたその姿は、大人になった今でも沙帆をホッとさせる。

「奥様から、いつものアップルパイをお持ち帰りになると連絡をいただきましたので、アールグレイは必須でございます」

「もう……なんでも吉永さん任せで、紅茶ひとつまともに淹れられないんだから」

　ため息混じりに不満を口にした沙帆を、吉永はやんわりと「沙帆さん」と制する。

　沙帆は仕方なさそうに「わかってますー」と口をつぐんだ。

　沙帆が物心ついた頃から三角家の家政婦として毎日働いていた吉永も、今や還暦を過ぎ、こうして呼ばれた日に三角家を訪れる程度。

　雇い主と家政婦という間柄であっても、古くから吉永に世話になってきた三角家の人々は、吉永を身内のように思っている。

　特に沙帆は吉永を慕っていて、こうして自宅で吉永と過ごす時間はホッとできるので大好きだ。

　吉永の仕事ぶりを見て今の仕事に就きたいと思ったし、やりがいも感じられている。

　吉永の存在は、沙帆の人生に影響を与えたひとりといえる。

「『いい話がある』だなんて、どうせまたくだらないお見合い話に決まってるもん……」

　両手足を放り出してソファの背もたれに頭を預けた沙帆は、天井でクルクルと回るシーリングファンライトをぼんやりと見つめる。

　両親が時間をつくって『いい話がある』と連絡してくる時は、決まってお見合いを持ち帰ってきた時だ。

　ここ最近は「お付き合いしている人がいるから無理」と断り続けていたけれど、昨日母親――千ち華か子こから突然電話がきて、『彼氏とは順調なの？』と尋ねられ、沙帆は言葉に詰まってしまった。

　するとその反応に即「いい話があるから、明日は早く帰ってらっしゃい」と弾んだ声で約束を取りつけられてしまったのだ。

　そんなわけで沙帆は今日、仕事を終えると渋々真っ直ぐ帰宅した。

「おふたり共、沙帆さんにいい結婚をと、頭を悩ませていましたよ」

「嘘……これからの病院をどう運営していくかで頭がいっぱいなんでしょ。私の結婚だって、どうせそのシナリオの一部なんだから」

　沙帆の父――三角良りょう嗣じが五代目となる『三角記念病院』は、内科をはじめ各種診療科目がある総合病院だ。

　沙帆が誕生した頃、大学病院で救命救急医をしていた良嗣も、今や祖父の跡を継ぎ経営者の立場にある。

　産婦人科医の母、千華子も今は良嗣と共に裏方へと回り、院長婦人として病院の発展に尽力している。

　出産ラッシュなどで手が足りない時には現場にも出ているとは聞くが、それは稀まれなことだろう。

　今は長男の樹が副院長として表に出て、病院を継承している。

「沙帆さん、そんな言い方しちゃダメですよ」

「だって……結婚結婚て、しかも、相手は医者ばっかり」

「そんなにお医者様は悪い方ばかりなんですか？　ご主人様や樹さんを見る限りでは、そうは思えないのですが」

　吉永の疑問に、沙帆は「うーむ」と再び天井を仰いだ。

　自分の父親や兄をあげられても正直ピンとこない。

　だけど、これまで付き合った医師を生なり業わいとする男ふたりはどうしようもなかった。

　医者というだけで箔はくがついてモテるのはわかるが、女にだらしないのはやっぱりいただけない。

「医者なんて、暇ならチャラチャラしてるし、仕事が忙しいと身を固めても家庭を顧みることもできない。結婚なんかしても、絶対幸せになんかなれないもん」

「それはまぁ、すごい言われようですね」

「そう？　私の分析はなかなか的確だと思うけどな」

「では、そうでなければ結婚も考える、ということです？」

　吉永はトレーにのせたティーセットを、沙帆が掛けているソファの前のローテーブルへと運んでくる。

　沙帆は預けていた背中を起こして吉永を見上げた。

「そうでなければ、って？」

「チャラチャラしてなくて真面目、忙しくても奥様やお子様を大切にされる方という意味です」

　そんな人がいれば沙帆だって文句はない。いやむしろ、大歓迎だ。

　しかし、そんな人間に出会ったためしがない。

「そんな人がいたら……私だって文句言わないで結婚するけど……いないもの」

「それは、今までお会いになった方があてはまらなかっただけで、これからお会いになる方はわかりませんよ？」

　吉永はにこりと微笑み、踵きびすを返してキッチンへと戻っていく。

「もしかしたら次にお会いになる方は、沙帆さんの理想の方かもしれません。だから、希望を捨ててはダメですよ！」

　吉永お得意のプラス思考が炸裂し、沙帆は「えぇ～？」とまったく信用ならないという声をあげる。

　しかし昔から、そんなプラス思考の吉永の忠告が、ネガティブになりがちな沙帆を幾度となく救ってきた。

　沙帆が困ったり迷ったりした時、吉永は持ち前の明るさと前向きな考えで、沙帆の背中をそっと押してきてくれたのだ。

「大丈夫です、いつか絶対に出会えるはずですから。それまで、根気強くお見合いの話も受けたらいいんですよ」

「根気強くって――」

　その時、玄関方向から「吉永さん、帰ったわー」と千華子の声が聞こえてきた。

　そそくさと玄関の方へ吉永が去っていくと、すぐに賑やかな話し声が聞こえてくる。

　沙帆はソファから立ち上がることなく、リビングに顔を出す面々を待っていた。

　両親と顔を合わすのはいつぶりだろうかと、ぼんやり考える。

　良嗣も千華子も、この家に毎日帰ってきてはいるものの、多忙ゆえ出たり入ったりが多い。三人が同時に顔を合わせることは珍しいのだ。

　それは沙帆が子どもの頃から変わらない。

「沙帆、早かったのね」

　はじめに顔を出したのはいつも通り千華子だった。

　ワンピースが好きな千華子は、今日もウエストマークされた黒い膝丈フレアのワンピースを着ている。

　肩上で揺れる黒髪を耳にかけながら沙帆の目の前までやってきた。その後に良嗣、吉永と続く。

　良嗣はノーネクタイのシャツにチャコールグレーのスラックスという姿で、片手にジャケットを持っていた。

　オールバックの前髪にメッシュのように入った白髪は、わざとおしゃれで残されている。

　ふたりが沙帆の向かいに腰を下ろすと、キッチンに入っていった吉永がティーポットを手にやってきた。

「おかえりなさい。で……今日の話っていうのは？」

　両親が揃って話があるなんて、内容なんて決まりきっているがあえて聞いてみる。

　千華子はパッと表情を明るくさせ、ソファに浅く腰掛けていた身を乗り出した。

「あら、もしかして今回は乗り気？　彼氏とお別れして、お見合いする気になったのかしら」

（やっぱりそうか……）

「……べつにそういうことじゃないけど、なんか、流されたというか……」

　電話では沙帆が言葉に詰まると、千華子は待っていましたと言わんばかりに「いい話があるから」と言った。

　それはもう一方的な話の進め方で、沙帆の返事を聞く空気などいっさいなかった。

「まぁいいわ、あなたが話を聞くっていうだけでも、久しぶりのことだもの！　ねぇ、あなた」

　千華子に話を振られた良嗣は、穏やかな表情で「そうだな」とうなずいて言葉を続けた。

「今までなかなか気乗りしなかったようだけど、今度の話の相手はすごくいい。むしろ、勿体ないくらいの縁談だ」

　良嗣は目を爛らん々らんとさせ、沙帆に訴えかける。

　いい縁談だとか優れた相手だとか、そのようなことを毎回言われている気がしたが、そこは突っ込んでも仕方ないところだと、思いをのみ込む。

「聞くまでもないけど、もちろん医師……なんだよね？」

「ああ、もちろんだ」

　沙帆の問いに、良嗣は意気揚揚と答える。良嗣としては〝医師〟だというところに自信を持ってのことだ。

　しかし、沙帆はそこをマイナスポイントにすら感じてしまう。

　そんな沙帆の心の内も知らず、良嗣は「彼はペンシルバニア大学の医学部に――」などと、まるで自分のことを自慢するように話し始める。

　千華子が買って帰ってきたアップルパイを取り分けて運んできた吉永が、三人の前に静かにケーキ皿を並べていった。

「あちらも、ぜひ沙帆と会いたいと言っている。すぐにでも会食の席を用意したいと。経歴だけでなく、彼は男前でな」

「あっ、いただいている写真、持ってきてるわ」

　横から千華子が口を挟み、持って帰ってきたお見合い写真を「見てみなさい」と向かいの沙帆へと差し出した。

　花の模様がうっすら入ったハードカバーをそろりと開く。

　そこには、愛想のいい微笑を浮かべる七三分けの男性の写真があった。

　真面目そうではあるが、外見のみで点数をつけるなら平均といったところだろう。

　父にとってはこの程度でも〝男前〟なのかと沙帆は心の中でひそかに思う。

「どうだ？」

「……どうって言われても、会ってみないとなんとも言えないよ」

　沙帆から返却される写真を受け取りながら、千華子は「そうよね！」と同意する。

「じゃあ、早速先方に連絡して日取りを決めましょう！」

「えっ、ちょっと待ってよ、私はまだ会うとは――」

「会ってみないとって今言ったでしょ？」

　千華子はしれっと言い、「いただきまーす」とアップルパイにフォークを入れる。

　大きくカットされた透き通ったリンゴが、押し出されるようにしてパイ生地の間から飛び出した。

「言ったけど、それは言葉の綾というか……」

「いい、沙帆？　私たちはあなたの幸せを誰よりも願って、こうしていいお相手を探してきてるのよ？　わかるでしょう？　誰もあなたが不幸せになるような縁談なんて持ってこないわよ」

「それは、わかるけど……」

「じゃ、話は進めておくから、日取りが決まったらまた知らせるわ。その日に、着付けとヘアメイクも手配しておくから」

　いつものことだが、千華子はあっという間に話をまとめ、煮えきらない沙帆のことは気にも留めない。そして、ひとりスッキリとした顔をしている。

　となりの良嗣も満足そうにうなずき、ティーカップを手に取った。

「わかった……。でも、行くからって、お断りする可能性大だからね、今まで通り……」

　釘を刺すような沙帆の言葉に、千華子も良嗣も揃って空返事だった。

　沙帆がお見合いに顔を出してくれればそれでいい。そんな調子の両親に沙帆は小さくため息をついた。




　桜吹雪が舞う華やかな桃色の振り袖を着付けてもらい、髪もハーフアップにセットしてもらった沙帆は、久しぶりの窮屈感に空を見上げてため息をついた。

　九月下旬の週末、土曜日――。

　救いといえば、今日は連日続いていた夏日が落ち着いたことくらいだった。

　朝十時には、自宅へ千華子御用達のサロンからヘアメイクスタッフと着付けスタッフがやってきて、沙帆はあっという間にお見合いスタイルに仕上げられた。

「ハァ……憂鬱」

　吉永が呼んだタクシーが自宅前に到着し、沙帆は玄関を後にする。

「沙帆さん」

　付き添う吉永から優しく名前を呼ばれ、沙帆は開いたタクシーのドアの前で足を止めた。

「お相手、素敵な方だといいですね」

　沙帆がホッとするいつもの朗らかな笑顔を見せ、吉永は小さくうなずく。

　それだけで沙帆は自然と気持ちが楽になった。

「うん、ありがとう。いってきます」

　沙帆は吉永に見送られ、乗り込んだタクシーから控え目に手を振る。

　丁寧に頭を下げる吉永の姿が沙帆の目に映ると、すでに千華子から行き先を告げられていたタクシーの運転手は、ゆっくりと車を発進させた。




　沙帆を乗せたタクシーは、都内の一流料亭に到着した。

　そこは、一等地の広大な敷地に店を構えていて、開放された高い木製の門の先には、立派な日本庭園と風情のある建物が見える。

　門を出入りする車は見事に高級車ばかりで、沙帆は車窓からその高貴な光景に感心していた。

「ありがとうございました」

　運転手に礼を言い降車すると、空に向けてそびえ立つような松の木を見上げる。

　どこを見ても格式高く気後れしそうだったが、着物で訪れた沙帆は身なりだけでも見合うものでよかったと、救われる思いがした。

「沙帆！」

　呼びかけに顔を向けると、エントランスから千華子がやってくるのが目に映る。

　今日は落ち着いたブラックスーツの装いの千華子は、建物の前を流れる小川にかかる赤い橋を歩いて沙帆へと近づいた。

「待ってたわ。あら、やっぱり似合うわね、その着物。かわいいわ」

「そう？」

「華やかでお見合いにはもってこいよ。お相手、もういらしてるわ」

　すでに見合い相手が待っていると知らされた沙帆は、途端に緊張に包まれる。

　不本意なお見合いだとしても、自分のためにそういう場が設けられているということ自体に平常心ではいられない。

　千華子に促され、庭園が見渡せる長い渡り廊下を進んでいく。

　離れになっている個室の前にたどり着くと、玄関で靴を脱いで先に部屋に上がった千華子が「入るわよ」と小さく沙帆に声をかける。

　ぴたりと閉められた襖ふすまを開けると、牡ぼ丹たんの花模様が入った衝つい立たての向こうから、和やかな話し声が聞こえた。

「失礼いたします」

　衝立の手前から千華子が声をかけると、話し声はぴたりとやむ。

（いよいよだ……）

　沙帆は帯に締めつけられた胸で大きく深呼吸をし、千華子の後に続いて進む。

「お待たせいたしました」と言う千華子の横で頭を下げようとした沙帆は、そこに見た相手の顔に驚き、目を見開いていた。

　頭を下げ損ねた上、相手に向かって指をさしそうになってしまったが、普段よりも重い袖のおかげですんでのところで腕を上げずに留めることができた。

　しかし、必要以上に大きく開いた目と口がもとに戻らない。

「沙帆、ご挨拶して！　ちょっと？」

　千華子がたしなめるが、小声のせいか沙帆には届かず、静止状態で固まっている。

「すっ、すみませ～ん！　この子、緊張しているみたいで」

　千華子が取り繕うものの、沙帆は微動だにしない。

　その目には、艶やかな黒髪と陶器のように綺麗な肌を捉えている。

　そして、意志の強そうな切れ長の目と視線が重なると、一際大きく鼓動が跳ね上がった。

「沙帆さん、お待ちしていました。どうぞお掛けください」

　相手側の母親の言葉で我に返った沙帆は、千華子によって用意された席へと座らされる。

　改めて対面したのは、一度目はホテルのナイトプールで、二度目は大学病院で会った、あの、鷹取という男だった。

　これはいったいどういうことなのか。

「そんなに緊張なさらず、気楽にいきましょう」

「本当にすみません、ありがとうございます」

　和やかに両家の親同士が言葉を交わす中、沙帆は混乱の谷底に落とされたような気分だった。

（いや、待ってよ。見せられた写真、まったく別人だった。まさかお母さん……私に見せる写真間違えたとかって話!?）

　昔から千華子には、肝心なところでとんでもないミスをしてしまうという、抜けている部分がある。

　沙帆が子どもの頃は、持たせてくれたお弁当や体操服が樹のものと逆に入っていたり、参観日を間違えて普通の日に学校の教室までやってきてしまったり、そんなことはよくあった。

　この状況からすると、沙帆が見た写真が別人のものだったとしか考えられない。やはりその原因となったのは千華子の〝ドジ〟としか思えなかった。

　そうなると、良嗣が〝男前〟だと言っていたのは納得がいく。

「鷹取怜れい士じです」

「……三角、沙帆と申します」

　この席で初めて会うわけではないのに、改まって名乗るのは気恥ずかしかった。

　しかし、落ち着かない沙帆とは対照的に、怜士はどっしりと構えている。

　それどころか追い打ちをかけるように、微かに意味深な笑みを浮かべてじっと沙帆を見つめてくる。

　沙帆は、この居たたまれない状況から逃れるため、自分の前に置かれた芸術的な料理を見つめて、これはどう切ったのだろうかと、どうでもいいことを必死に考えて意識を紛らわしていた。

「――いやぁ、心臓外科とは伺っていたけど、オフポンプ手術を。若いのにすごいな、さすがだ」

　黙っている沙帆の横で、良嗣が仕事の話で相手側と盛り上がっている。

　沙帆の前の怜士は「いえ、まだまだ未熟で」と謙遜し、感じのいい笑みを浮かべていた。

「沙帆さんは、今はご自宅に？」

　怜士の母親が沙帆のことを質問してくると、すかさず千華子が「そうなんです～」と先陣を切る。

「大学を出てからは、花嫁修業をと思いまして、ね、沙帆？」

　どうやらそのようなプロフィールで先方にはすでに伝えてある上、沙帆がいらぬことを口走る前に話を固めたいという様子だ。

　花嫁修業なんていっさいしたことがなく、料理教室にすら通ったこともない。

　しかし、余計な波風を立てないように「はい」とうなずいておく。

　それにしても、良嗣も千華子もこれまでにない気合いの入りっぷりだと、沙帆はひそかに思っていた。

　よほどこの見合いを成功させて、沙帆を怜士のもとへ嫁がせたいのだろう。

　相手方、鷹取家も、沙帆の家系と同じく代々病院経営を行なっている。

　来年、開院百周年という記念すべき年を迎える『鷹取総合病院』の現院長は怜士の父で、怜士は現在、自分の病院の医師と大学病院の協力医として多忙な日々を送っているという。

　専門は心臓血管外科――専門分野は虚血性心疾患だと話していた。

　医師である沙帆の両親と相手側との会話も医療用語が飛び交い、さっぱりついていけない沙帆は黙って右から左へと話を受け流してやり過ごしていた。

「我々が盛り上がってしまったけど、せっかくの見合いの席だし、後はふたりで話す時間が欲しいだろ」

　親たちの声ばかりが飛び交う中で、怜士の父親が気を使い始める。

『後は若いふたりで……』というやつだ。

　千華子も「そうよね！」と同意し、親たちがふたりに注目した。

「では、私たちが少し席をはずします。沙帆さん、庭園が素晴らしいようなので、一緒に出てみませんか？」

「あ、は、はい……」

　正面で怜士が淡く微笑み、沙帆の鼓動はピクンと跳ね上がる。

　沙帆のぎこちない返事に怜士は「よかった」と言い、すっと立ち上がった。




　本館と別館を囲むようにしてつくられた日本庭園は、ここの料亭の売りのひとつというだけあり見事なものだった。

　もともと、資産家の邸宅だったという場所を買い取り、この料亭を構えたという。

　しっかりと手入れが行き届いた芝。長寿と見える松や紅葉の木は圧巻で、そこには計算し尽くされたデザイン性がある。

　庭園内には橋のかかる池へと小川が流れ込み、そのせせらぎは奥の斜面で水しぶきを上げる滝から続いていた。

　玉砂利が敷きつめられた小道には、飛び石が表情豊かに並ぶ。

　怜士にエスコートされる形で趣のある道を歩きながら、沙帆は次第に高まる緊張で落ち着かず、どこを見たらいいのかわからなくなっていた。

　席を立って部屋を出てきてから、まだなにも言葉を交わしていない。

　池のそばでやっと足を止めた長身の怜士の背中を見つめ、沙帆は意を決して口を開いた。

「いったい、どういうことなんですか？」

　なにをどう聞けばいいのかわからず、出てきたのはそんな言葉だった。

　広い庭園に佇たたずむ怜士が、不意に沙帆を振り返る。目鼻立ちの整った綺麗な顔にうっすらと笑みをのせたかと思うと、彼は「どういう、とは？」と小首をかしげた。

「だから、今日の――」

「それを聞くのはこっちだ。相手が俺だとわかってて来たんだろ？」

「そっ、それは……」

　千華子の手違いで違う相手の写真を見せられていたとは言い出せない。沙帆自身、わざわざ母の失態をここで説明する気にはなれなかった。

「ちょっといろいろあって、今日来るまであなただって知らなかったの。だから、驚いて……」

「へぇ……だからあのリアクション」

　特に深く追及してこない怜士にホッとしながら、沙帆は逆に疑問に思う。

（そんなこと言うけど、じゃあこの人は、私ってわかってて今日来たということ？　私とお見合いする気で？）

　勝手な解釈でひとり再びドキドキとしてきてしまった沙帆は、ぎゅっと握った両手を胸の前で組んだ。

「で？　どうする」

「へ……!?」

　妙に落ち着きのない沙帆の反応に、怜士は小さく息を吐き出す。

　すると突然保っていた距離を詰められて、沙帆はハッと息をのんだ。

　すぐ目の前に整う綺麗な顔がきて、自分の顔がカッと熱くなるのを感じた。

「この見合い、進めるかどうかって話」

「っ、進めるかどうかって、そんな、いきなり言われ、きゃっ――」

　迫られたことで後ずさった沙帆は、池の縁の置石に草履ぞうりを引っかけ体勢を崩す。

　すぐ背後に広がる池に吸い込まれるように、体が大きく傾いた。

　えっ？　まさか私、池に落ちる？――そう思った時、沙帆は手首を引かれ、力強く腰を抱き込まれた。

　ぎゅっと目をつむった沙帆の体が池の中に沈むことはなかった。

　恐る恐る閉じた目を開けていく。

　すぐ目の前には仕立てのいいブラックスーツの襟と、彼の締めるライトグレーのタイが揺れていて、近すぎるその距離に目を見開いた。

　帯のあたりをがっちりと抱かれていて、自分の手はしがみつくように彼の背に回っている。

「お前な……」と頭上からあきれた声が降ってきて、慌てて足に踏ん張りを利かせて体勢を整えた。

　大げさな動作で距離を取る。

「すみっ、すみません！」

「いったいなんなんだ、落ちるのが趣味なのか？」

「そ、そんなわけ！」

　怜士がそう言うのも無理はない。

　プールに落ち、仕事中のハシゴから落ち、今日は池に落ちそうになったのだ。

　沙帆から腕を解いた怜士は「まぁいい」と話を本題へ戻す。

「見合いの相手が君だったのは想定外だったけど、俺もそろそろ身を固めないといけない立場でな」

　病院を継承するなら、独身より既婚者の方がいいということだろう。

　家庭を持って落ち着いている人間の方が、信頼されやすいと思っているのかもしれない。

　樹の知り合いの経営者にはそういうメリットから、結婚を望む人もいると、聞いたことがある。

「だから、表向きだけでも結婚しようと思ってる」

　たいしたことでもなさそうに怜士は言い放つ。

（表向き……だけ？）

「婚約したとすれば、面倒もなくなるだろうからな。そういう意味でも、俺にとってメリットは多い」

　それを聞いた沙帆は、口には出さず心の中で〝うわっ……〟と非難していた。

　婚約して解消される面倒といったら、女関係のことに違いない。

　この完璧な容姿に、仕事は心臓外科医で、総合病院の次期院長というハイスペック。

　周囲の女性はおろか、今まで多くの女性を相手にしてきたのだろう。

　まさか、その収拾がつかなくなって結婚に逃げるのではないかと、沙帆は目を細めた。

（これだから、やっぱり医者って……）

「俺と婚約をすれば、そっちの家にも都合のいい話のようだし、それでいいよな？」

「……え、ちょっ、いいよなって、なに言って！」

　勝手に話をまとめようとする怜士を沙帆は慌てて止める。

　待ったと言わんばかりの声をあげた沙帆を、怜士は不思議そうに見つめた。

「いいわけない。なに考えてるんですか？　私は、そういうつもり――」

「結婚するために今日来たんだろ？」

「それはっ……親に、無理やり、で……顔は出すけど、話を進めるつもりは……」

　お見合いの席にのこのこやってきておいて、その相手にまったくその気がないときっぱり口にする勇気はさすがになかった。

　濁すようにごにょごにょしゃべる沙帆を、今度は怜士が目を細めて眺める。

　切れ長の目に鋭い視線を送られ、沙帆はびくりと肩を震わせた。

「とっ、とにかく、無理なの！　医者は嫌いだけど、あまりにも両親がうるさいから、万が一があるかもしれないって自分に言い聞かせて今日ここに来たの。でもやっぱり無理。今まで親にも付き合った人にも、振り回されてきた。医者と結婚したら、一生振り回されるに決まってる。そんなのごめんなの！」

　胸の内を吐き出すと、辺りは急にしんと静寂に包まれたようだった。

　流れる小川のせせらぎが、妙に大きく存在感をあらわにする。

「……わかった」

　落ちた沈黙の中、フッと真意のわからない笑みがこぼされた。

「それなら、とりあえず俺と一緒になることにすればいい」

「……は、はぁ!?」

「そうすれば、その間はご両親も静かだろう。どこかの医者たちとまたお見合いをさせられることもいったんはなくなる」

　今度はいったいなにを言いだしたのだろうかと、沙帆は開いた口が塞がらなくなってしまった。

　そんな沙帆の様子にかまうことなく、怜士は微笑を浮かべる。

　沙帆は一気に不信感を募らせると、黙っていられなくなり、語気を強めて言った。

「と、とりあえずって、そんないい加減な結婚の仕方あります!?」

「まぁ、政略結婚だと割りきればいい。お互いの家の利益のため、当人たちの気持ちは別としてっていうやつだ。でも、その当人たちにとっても、そう悪い話じゃない。君は先の見えない見合いから解放されるし、俺も世間体がよくなる」

「そんなの……」

　おかしな話のはずなのに、あまりに淡々と語られて、まともな話をされているような錯覚に陥る。

　不敵な笑みを浮かべた怜士は、どういうつもりか沙帆の顎にそっと触れた。

「結婚したからといって、俺のことを好いてもらわなくてもかまわない。表向きは夫婦。でも、君は今まで通り掃除の仕事でもなんでもして、好きに生きればいい。もし好きな男ができれば、その関係も認知する」

　怜士は、視線をさまよわせる沙帆の顎を持ち上げるようにして、自分を見ろと言わんばかりにくいっと顔を上げさせる。

　近距離で目と目が合って、不覚にもどきんと胸が高鳴った。

　このまま流されてはまずいと焦燥感に襲われ、沙帆は「と、とにかく！」と声をあげ、怜士の手から逃れるように一歩身を引いた。

「そんなの、どうかしてる……変よ、そんなの普通じゃない……」

　怜士の射抜くような視線に耐えきれず、沙帆はくるりと背を向ける。

　池の中を優雅に泳いでいく鯉に目を落とした。

「これだから、医者は嫌なのよ……」

　うんざりとした気持ちから、つい心の声が口をついて出ていた。

　沙帆はそれにも気づかず、ため息混じりに小さく息を吐き出す。

　その時、離れたはずの怜士の手が沙帆の腕を掴つかみ取り、彼女を力強く引き寄せた。

「偏見だな……ふざけるな」

　沙帆の耳もとで、ささやくように怜士が言う。しかし、その声音はひどく冷たく耳に届く。

　ぞくりとして、沙帆は首をすくめる。

　恐る恐る目を向け、見えた怜士の表情は急に神妙な面持ちで、沙帆は金縛りにあったように瞬きすらできなくなった。

「この間から気に食わなかったが……医者を一緒くたにダメ人間みたいに言うのは、迷惑な話だ」

「え……」

「まあいい。今日の話に乗ってみようって気が変わったら、連絡してこい」

　急に声のトーンを変えて、怜士は口角を上げ意地悪な笑みを浮かべる。

　ころころと変わる怜士の変化についていけない沙帆は、その場に呆然と立ち尽くしてしまった。

「戻るぞ」と先に去っていく怜士に声をかけられても、沙帆はしばらく動けず池の水面をじっと見つめていた。










お互いに気持ちのいい結婚




　お弁当箱の中からミニトマトを箸はしで摘み、口へ運ぼうと持ち上げたところでコロリと落っことしてしまう。

　運よくお弁当箱の中に落下したけど、つい深いため息をついてしまった。

「沙帆先輩？　大丈夫です？」

　となりでサンドイッチを食べる花梨が、手を止めて沙帆を見つめる。

「ああ、うん、ごめん、大丈夫……」

　仕事がひと段落し、お昼の時間。

　今日も新しく配属された関東医科大学附属病院を訪れている。

　病院内の比較的誰の邪魔にもならない中庭の片隅で、花梨とふたりきりのランチタイム中だ。

「もし、体調悪かったらすぐ言ってくださいね」

「ううん、体調とかは全然大丈夫」

「じゃあ、なにか悩み事ですか？」

　弱々しくも笑みを浮かべながら、沙帆は首を横に振る。

　取り繕いつつも、先週土曜日のお見合い以来、頭の中は怜士のことがグルグルと駆け巡っていた。

　あの日は『いいお返事を期待しています』と、怜士の両親に見送られた。

　怜士本人は感じのいい微笑を浮かべながらも、沙帆にだけは意味深な笑みを見せた。

　良嗣と千華子は口を揃えて、怜士との結婚を決めてほしいと言い、沙帆は顔を合わせるたびに説得を受けた。

　だけど、いくら考えても怜士と婚約するという答えは出ない。

『結婚したからといって、俺のことを好いてもらわなくてもかまわない。表向きは夫婦。でも、君は今まで通り掃除の仕事でもなんでもして、好きに生きればいい。もし好きな男ができれば、その関係も認知する』

　常識では考えられない、結婚のルールを提示された。

　籍は入れて、事実上夫婦にはなる。

　しかし怜士は沙帆に、これまでと変わらないライフスタイルでいいと言っていた。しかも、自分に特別な感情を抱く必要はないし、誰かを好きになったら認めるとまで言っていた。

　要するに、夫婦として書面上の契約はするけれど、実際は今と変わらぬ生活をしていいということだ。

（あの人は、結婚しているという事実が欲しいだけなんだよな……）

　いくら『好きに生きればいい』と言われても、それは沙帆が考えてきた結婚という形には程遠くて、とても幸せにはなれそうもない。

　結婚とは、互いを求め想い合い、一生を共にしたいと願ってするものだと、沙帆は思ってきた。

　お見合いという席で知り合おうが、やっぱり互いに想い合える人と一緒になりたい。

（そんなの、理想でしかないのかな……）

　そして、沙帆があの日から怜士のことを考えてしまう理由はもうひとつある。

『医者を一緒くたにダメ人間みたいに言うのは、迷惑な話だ』

　あの時の怜士の厳しい声音。

　一瞬にして冷然とした視線は、それまで勢いがあった沙帆が怯んでしまうほどだった。

　今まで考えたこともなかったけれど、たしかに偏見だと気づいてしまった。

　医者がダメ人間だというのは、沙帆が知っている限りでは、という話だ。

「あっ、沙帆先輩、見てください！」

　箸を持ったまま一点を見つめていた沙帆に、花梨が意識を呼び戻すような高い声をあげる。

　ハッとして花梨の指さす先に目を向けると、中庭の遊歩道に怜士の姿があった。

　車椅子に乗る患者と、それを押す看護師。付き添うようにしてその横を歩き、患者と話している怜士の姿だ。

「ほら、イケメン先生ですよ！　目の保養になる～」

　花梨はうっとりとした声を出し、怜士を眺めている。

「でも、いまだに信じられないですよ、沙帆先輩がプールに落ちたっていう時、あの先生に助けてもらったとか。で、仕事先でまた運命の再会ですもんね！」

「運命って……」

　花梨がこんな調子なものだから、沙帆はお見合いのことまで花梨に話す気にはなれない。

　それを言ったら、さらに大騒ぎされてしまうだろう。

　だから花梨には頃合いを見て、話そうと思っている。

「でも、この間ここで沙帆先輩がハシゴから落ちた時も、私がオロオロしてるうちに先輩のことを抱き上げて、運んでいって……不謹慎発言ですけど、絵になるというか、めちゃくちゃかっこよかったんですからねー！　お姫様抱っこで！」

　目を覚ますと処置室で、怜士と顔を合わせたけれど、ストレッチャーかなにかで運ばれたとばかり思っていた。

（そう、だったんだ……）

　患者と談笑する怜士をこっそりと眺めながら、沙帆は花梨に気づかれないように小さく息を吐き出す。

　お弁当の残りを食べようと膝の上に視線を落とすと、ベンチの上、傍らに置いていたスマホに新着メッセージが入っていた。




　その日の夕方――。

　約束した待ち合わせ場所に向かうと、すでに到着していた相手はにこりと笑みを浮かべて沙帆に片手を上げた。

　父親譲りの長身は一八〇センチもあり、オーダーのスリーピースがモデルのように決まっている。

　そして、母親譲りの顔は〝甘いマスク〟という言葉がしっくりくるほど端正だ。

　兄妹だというのに、いいところは全部兄に持っていかれたと、沙帆は子どもの頃から思い続けてきた。

　幼少期から一緒の時間を過ごしてきた兄――樹を、沙帆は両親よりも慕っている。

　沙帆の寂しさや悩みに、樹はいつも自分のことのように向き合ってくれたのだ。

　そんな兄から昼間、【今晩食事をしよう】と連絡がきたのだった。

「お兄ちゃん、急にどうしたの？」

「沙帆、会いたかったよ」

　目の前にやってきた妹の頭を両手で包み込むようにしてなでながら、樹は背を丸くして沙帆の顔を覗き込む。

　街中だというのに人目をまったく気にする様子はなく、妹かわいさに抱きしめそうな勢いだ。

「会いたかったって、少し前に会ったじゃん。大げさだなー」

「いやいやいや、もう一ヶ月近く経つだろ」

　樹は大学時代から実家を出て、ひとり暮らしをしている。

　離れて暮らすようになってからは、こうして約束をしては外で食事をするようになった。

「仕事は？　早く終わったの？」

「ああ、今日は診察には出てないんだ。近くで学会があってさ、その関係で」

　沙帆と違い、樹は医学部に進学。両親の希望した通り、医師への道を歩んでいった。

　現在は心療内科医として患者も診ながら、『三角記念病院』の事実上院長という立場にある。

　沙帆の五歳上になる三十歳の若さで病院を継承した樹に、両親は多大な期待をしている。

　昔から放っておいても優秀な樹は、なんの不満も言わずに穏やかに医師への道も志したのだ。

「今日はここでよかったのか？　もっとおしゃれなフレンチとかでもいいんだぞ？」

「いつも素敵なところ連れていってもらってるから、たまにはこういう渋いところに行ってみたいと思って」

　樹は事前に沙帆と食事をする約束をしていると、いつも希望を聞いてしゃれた店を予約してくれる。

　女の沙帆でも知らないような素敵なお店に連れていってくれるから、樹は普段からきっと女性をもてなすのがうまいのだろうと沙帆はひそかに思っている。

　今日は前々から行ってみたいと思っていた、おいしいおでんがいただけるというお店『でん太た郎ろう』を希望した。

　秘伝の出だ汁しで煮込んだ、定番から変わり種まで五十種類ほどのおでんがいただけるらしい。

　ダウン照明の薄暗い店内は、わざと古びた木材を柱に使い、壁は漆しっ喰くいでモダン和風の落ち着く雰囲気だ。

　個室の席に案内されると、樹はいつものように「どれにする？」と、ラミネートされたドリンクメニューを沙帆に差し出す。

　沙帆は目についた杏あんずサワーに決め、すぐにドリンクメニューを返却した。

「どうだ、最近」

　オーダーを取りに来たスタッフに、ドリンクと適当なフードを注文すると、樹は唐突に切り出す。

　向かい合って座る樹に正面からじっと顔を見られて、沙帆は「え、なに？」とにこりと微笑んだ。

「見合い、久しぶりにしたんだって？　母さんから聞いた」

「ああ……うん、まぁ」

　住まいは別でも、千華子と樹は病院で毎日顔を合わせている。

　例のお見合い相手との結婚をまとめたい千華子が、樹にも知らせたのだろう。

「相手、鷹取怜士だと聞いた」

「うん……なんか、お兄ちゃんの大学の同期なんだって？」

　沙帆が乗り気じゃないお見合いだったため、初めのうち両親は樹と大学の同期だというところまで沙帆に話していなかった。

　お見合い後、千華子が「あなたが聞く気がなかったから話さなかったわ」と言っていたくらいだから、よほど無関心に見えたのだろう。

　樹は真顔のまま「ああ」と短く答える。

「途中で向こうは留学したみたいだけど、覚えてる」

　お見合いの時、千華子が「この子の兄が五つ上で、同じ年になりますね」なんてことを言ってたのを沙帆はなんとなく覚えていた。

　その後、大学の話で盛り上がっていたから、そういうことなのだろうとは思っていたけれど、沙帆は樹と大学の同期だなんていう偶然にも内心驚いていた。

　怜士も樹と同じく、立ち止まることなく医学部へと進み、医師となったことを知る。

「そっか、そうなんだ……」

　そんなタイミングで「失礼します」とさっきのスタッフがやってきて、杏サワーと焼酎の瓶とグラス、ロックアイスを運んできた。

　樹が一杯分を作ると、無言でグラスを重ね合わせる。

「で……話は進めるのか？」

「え、あ……うーん……お父さんたちは、そうしてほしいみたいだけどね」

「やっぱり、医者は嫌か」

　沙帆の気持ちをよく知っている樹は、仕方なさそうに形のいい眉を下げる。

　沙帆はグラスを手に、沈んでいる杏の実をマドラーでつついた。

「それは、まぁね……でも、それよりも、相手が……」

　そこまで言いかけて、沙帆は口をつぐむ。

　樹が小首をかしげるのを目に、「ううん」と横に大きく首を振った。

　自分に対してなにかと過保護な兄に、怜士の出した偽装結婚の話はできないとその瞬間沙帆は思った。

（このまま流れる可能性が高い私の結婚話なんかで、心配かけたくないし……）

「なにか心配事があるなら話してみろよ」

「心配事というか……ほら、お見合いって、初めは相手のことよくわからないし、話を進めるかどうかなんて、決められないというか」

　あたり障りのないことを言ってごまかしてみる。

　すると樹は「俺の知る限りの話では……」と、沙帆がお願いしたわけでもないのに怜士の話をし始めた。

「なかなか優秀な奴だった記憶はある。今でも覚えているのは、レポートの提出日に、鷹取がカバンに入れていたはずのレポートが紛失したことがあったんだ。それが単位を取得するのに結構重要なレポートで……そしたら『全部頭に入ってるので、今ここで書き起こしていいですか』って教授にさ。それを目撃した奴らの話だと、困った様子もなくカバンの中からノートパソコンを取り出して、あっという間にその場で入力して教授にメールしたっていうから、当時はその話題で持ちきりになったんだよな」

　昔を思い返し、樹はグラスを傾ける。

　そして付け足すように「その後、紛失したレポートは同じ授業を取ってた奴に盗まれたのがわかったんだけど」と、とんでもないことを言った。

「なにそれ、そんなひどいことする人が……？」

「まぁ、妬みってやつなんだろうな。恨みを買うタイプではないと思うから」

　人のレポートを盗んで隠してしまうなんて、とんでもなく卑劣な行為だ。

　場合によってはその人の人生を左右してしまうかもしれない。

　だけど、恨みもなしにそんなことをされるなんて、相当羨望の眼差しを受けていたのだろう。

「ただ、あんまり人とつるむタイプじゃなかったっぽいから、俺もその真相はよく知らないんだよな、鷹取のことは」

「一匹オオカミ的な？」

「ああ、そんな感じかもしれない」

「お待たせいたしました」という声と共に、テーブルの上には豆腐ののったサラダや、黒い大皿にセンスよく盛りつけられた様々なおでんがやってくる。

　湯気が立ち上り、出汁のいい香りが鼻び腔こうをくすぐった。

　樹は早速取り皿を手に、「沙帆、おでんはこんにゃくと玉子が好きだったよな？」と楽しそうに取り分け始める。

「ああもう、お兄ちゃんいいよ、私がやるから」

「いいって、黙ってお兄ちゃんにやらせなさい」

　樹は久しぶりに会った沙帆を甘やかしたいらしく譲らない。

　仕方なく、沙帆はサラダを取り分け始めた。

「でも、やっぱり女にはモテてたな、当時から」

「それは、なんとなく想像つくかも……」

　手を合わせて「いただきます」と箸を手にし、沙帆はぼんやりと怜士のことを頭に思い浮かべてみる。

　お互いずぶ濡れだった出会いから、派遣先で再会したドクターの姿。

　会うたびに、彼の発しているなにか特別なオーラにたしかに惹ひきつけられた。

　容姿がいいというだけではない、その人が持ち合わせている独特な雰囲気。

　それは、それまでの人生やその人の考え方、そういったものでつくり上げられていくのかもしれない。

「ミスコンで優勝した子を連れてたとか、年上っぽい綺麗な女といるところを見かけたとか、そんな噂はちょくちょく聞いたけど」

「ふ～ん……」

「……あっ、当時は、だからな？　今は、沙帆とお見合いをするくらいなんだから、それはもう真面目にやってるはずだろ」

（どうだろうか……。結婚しても好きな男ができたら容認すると言ってくるくらいだ。自分もそのつもりなのかもしれないし……）

「ていうか、もしそうじゃなかったら、お兄ちゃんが許さないって話だしな！」

　もしまかり間違って怜士と結婚することにでもなったら、この兄の怒りを買うことがあるかもしれないと、沙帆は真剣に考えてしまう。

　そうなったら、完全に修羅場だ。

「ありがとう。でも、今のところ断るつもりだから、その心配はいらないよ」

「そうか……でも、また母さんがしばらくうるさいんじゃないか？」

「まぁね。いつものことだよ」

　鷹取家に嫁いでほしいと願う両親に断ると正式に切り出せば、間違いなく考え直しなさいと言われるに違いない。

「結婚はしたいと思うけど、もう、しばらくお見合いはいいかな……」

　沙帆が一番に望むことは、お互いに想い合える人との結婚だ。

　心を置き去りにすれば、これから先、また寂しい思いをすることになる。

　それだけは嫌だった。

「焦らなくてもいいと俺は思うよ。なにより、かわいい沙帆が結婚したら、ますますお兄ちゃんとの時間をつくってくれなくなりそうだしな」

「お兄ちゃん。もうそのシスコン発言、冗談でもやめたら？」

　沙帆はわざと厳しい顔をして、諭すように言ってみせる。

　けれどすぐに我慢ならなくなって、噴き出すように笑い始めた。

「こんにゃく、おいしい！　もうひとつ食べたいかも」

　次に両親に会ったら、正式に断りの返事をすると話そう。

　兄との楽しいひとときを過ごしながら、沙帆は自分の中でそう答えを出していた。




　夜道を歩くなと言われ、樹にタクシーに乗せられた沙帆が自宅に到着したのは、二十一時過ぎだった。

　広ひろ尾おにある沙帆の自宅は、地下一階、地上二階建ての一軒家。

　沙帆が生まれた時には、一家はすでにここに住んでいた。

　子どもの頃は、両親が家にいなくても帰宅をすれば吉永が必ず帰りを待ってくれていた。

　しかし、沙帆が成人してからは吉永の出勤は定期的なものとなり、帰ればいつでも出迎えてくれるということはなくなった。

　明かりの灯らない大きな家に帰ると、自宅だというのに不気味に感じる時もある。しんと静まり返って、家中に冷たく寂しい空気が漂っているのだ。

　そんな三角家に沙帆が帰宅してみると、今日はリビングに明かりがついていた。

　玄関を入り、そのままリビングへ向かい顔を出す。

「ただいま」

「あら、沙帆、おかえりなさい。遅かったのね」

　リビングには、ソファに腰掛け、珍しく映画かドラマか、なにか海外ものの作品を見ている千華子の姿があった。

「うん。お兄ちゃんとご飯食べてきた」

「そう。良嗣さんが帰ってきたかと思ったわ」

「お父さんももう帰ってくるの？　珍しい」

　さっきおでんを食べながら、次に両親と顔を合わせたら話そうと答えを出してきた。

　勢いがついている今、話してしまおうと千華子のもとへと歩み寄っていく。

「今、ちょっと話いい？」

　千華子は沙帆を振り返り、「どうしたの」とテレビの画面に流れる映像を一時停止させた。

　ソファの横に立ったまま、両手に持つバッグの持ち手をぎゅっと握りしめる。

　自分を見上げる千華子の顔をしっかりと見て、沙帆は静かに口を開いた。

「この間の、お見合い……お断りすることに決めたから」

　どうしてと理由を聞かれたらなんと言おうかと、結論を口にしてから思った。

　納得してもらえそうな答えが見あたらない。

　じいっと沙帆を見つめる千華子の真顔に、沙帆は無意識に息を止めていた。

「あら、そう。今までで一番推した話だったんだけど、残念ね」

　身構えたわりには千華子の反応は意外にもあっさりしたもので、沙帆はふっと体の力が抜ける。

「いずれは、あの鷹取の病院の院長婦人になれるっていうのに。医者にならなかったあなたにはもってこいの相手よ？」

「うん……でも、いいの」

「それに、あんないい男、そうそうお見合い相手に現れないわよ？」

　最後の最後までセールスポイントを述べてくる千華子に、沙帆は「ごめんなさい」と話を終わらせようとする。

「……わかったわ。あ、ちょっと待ってて」

　おもむろにソファから立ち上がり、パタパタとスリッパを鳴らしてリビングを出ていく千華子の姿を目に、沙帆は肩の荷が下りたような気分だった。ここのところずっと、早く結論を出さなくてはいけないと追いつめられていたからなおさらだろう。

　しばらくして、またお見合いしなさいと言いだしたらその段階できっぱりと断ろう。

　そんなことを思っていると、千華子がリビングに戻ってきた。

「これ、見てもらえる？　先方がお待ちだから、日取りを決めたいのよ」

　軽い足取りで沙帆の前までやってきた千華子の手には、うっすらと花柄が入った見覚えのあるハードカバー。

　沙帆に見せるようにして開かれたその中には、やはり見覚えのある愛想のいい微笑を浮かべる七三分けの男性が写っていた。

　怜士とのお見合いの話をされた日に、千華子が間違えて沙帆に見せたあのお見合い写真だ。

「こちらはね、産科のドクターなのよ。ご実家は病院ではないけど、優秀な方でね――」

　千華子の売り込みが始まり、沙帆の意識はぼんやりと遠ざかっていく。

　写真に目を落としながらも焦点は合わず、そこにある顔までぼやけていった。

（結婚を決めるまで、こうして永遠にお見合いをさせられていくの？　私の意志や気持ちは無視で、幸せになれる保証などない結婚をこれから先も迫られ続けるの……？）

『それなら、とりあえず俺と一緒になることにすればいい』

　なぜだかお見合いの時に怜士に言われた言葉が耳の奥でよみがえり、沙帆はハッと我に返った。

「鷹取さんの話を断るなら、すぐにでも連絡したいの。いつがいい？　あちらの都合を聞いて、一番早い日取りで合わせられる？　それでいいかし――」

「ちょっと待ってよ！」

　千華子の声を遮るように、沙帆は声をあげていた。広いリビングにその声がこだまする。

「沙帆……？」

「次から次へとお見合いお見合いって、そんなに急いで結婚しなきゃいけないの!?」

「沙帆……そうよ、あなたには早いところ有望な方と一緒になってもらって、いずれは樹の力にもなってほしいの」

　沙帆の荒らげた声に動じることなく、千華子は諭すような口調で淡々と言葉を並べる。

「わかるでしょう？」

「……結婚が、したくないわけじゃない。でも、私はお母さんたちを見てたら、医者とは結婚したくないって思ってきたの」

「沙帆……」

「いつも忙しくて、ふたりが一緒にいる時間が少なかったのだって知ってる。家にもあまり帰れなくて、私たち子どもとだって一緒にいる時間は少なかった」

　ため込んできた思いを口にしていくと、自然と涙が込み上げてくる。

　幼い頃から我慢してきた、両親への甘え。

　子どもながらに、口にしては負担をかけてしまうと感じていたのだろう。

「沙帆、それは違うわ――」

「なにも違わない。だから、私は結婚してまで同じ思いをしたくないし、自分の子にも寂しい思いはさせたくない。これ以上、お見合いの話なんか聞きたくない！」

「あっ、沙帆――！」

　ほとんど一方的に言いたいことをぶちまけ、その勢いでリビングを飛び出していた。

「待ちなさい、沙帆」と背後から呼び止める声が聞こえてきたけれど、沙帆は振り返らず玄関へと向かう。

「沙帆、今から出かけるのか？」

　履き慣れたスニーカーに足を突っ込んだタイミングで玄関の向こうから良嗣が姿を見せ、入れ違いで足早に出ていく沙帆を不思議そうに見送っていた。

　初めてだった。

　あんなふうに沙帆が母に本音でぶつかったことなど、今まで一度もない。

　幼少期から、ギリギリのところで、あふれ出さないようにだましだましやり過ごしてきた寂しさ。

　それは例えるなら、表面張力であふれるかあふれないか、そんな際どいものだったのだと思う。

　ため込んできた不満を一度口にしてしまうと、止まらなくなってしまった。

　千華子の前ではなんとか見せずに済んだ涙も、家を飛び出したら堰せきを切ったように次々と流れ出ている。タオルハンカチで押さえているけれど、もう生地はしっとり湿っていた。

　沙帆は、あてもなく夜の街を歩いていく。

　こんなに泣いていて、真っ昼間じゃなくてよかったなと心底思う。でも、この顔ではお店にも入れない。かといって、家に戻る気にもなれない。どうしようかと交差点で信号待ちをしていると、目の前を左折してきた車にクラクションを鳴らされた。

　沙帆は歩道にいたけれど、驚いて一歩後退する。

　左折していった黒塗りの高級車が曲がった先でハザードランプを点滅させて停車し、歩道側のドアが開いた。

（え……？）

　涙で霞かすんだ目を凝らすと、近づいてきた人物に沙帆はハッと息をのんだ。

「どうした、またどっかに落ちたのか」

　突如現れた怜士は、沙帆の顔を目にするなりそんなことを問いかける。

　泣きっ面のせいでそんなことを聞かれたのかもしれないが、沙帆は黙って首を横に振った。

　待っていた信号が青へと変わり、沙帆と共に信号待ちをしていた数人が横断歩道を渡っていく。

「とりあえず乗れ」

　湿ったハンカチで目もとを押さえているうち、沙帆の背に手が添えられる。

　そしてかばうように肩を抱かれると、沙帆は怜士の乗ってきた車の助手席に座らされた。

　包み込むように体にフィットする革張りのシートに深く座って、沙帆は深く息を吐き出す。

　ほどなくして沙帆の左側の運転席に怜士が乗り込み、なめらかに車は発進した。

「送っていく。自宅はどのあたりだ」

「……」

「おい、聞いてるのか」

「今は……帰りたくないので」

　理由が思い浮かばず、そう言うので精いっぱいだった。

　子どものワガママみたいなことを言ってしまったと、沙帆は後悔と共にうつむく。

　横から小さなため息が聞こえてきて、余計顔を上げられなくなった。

　それからは、怜士が声をかけてくることもなく、沙帆はひたすら濡れたタオルハンカチを持つ自分の手もとだけを見ていた。

　車はしばらく走り続けたところで停止し、サイドブレーキがかけられた。エンジンが切られたことで、沙帆がそろりと視線を上げてみると、そこはどこかの建物内の駐車場だった。

　黙ったまま怜士が先に車を降り、すぐに沙帆のいる助手席へと回ってくる。

　外から助手席のドアを開けた怜士が、「降りて」と声をかけた。

「あの……ここは？」

　沙帆が車から降りて周囲に視線を巡らせると、怜士が乗っているような高級車ばかりが駐車されていることに気づく。

　四方を打ちっ放しの壁に囲まれた、だだっ広い駐車場だったことから、ここが建物の地下だと悟った。

　車がロックされる音が響き渡り、怜士はいきなり沙帆の細い手首を掴む。

「行けばわかる」

　そう言って、打ちっ放しのコンクリートの空間をエレベーターに向かって進んでいった。

　怜士が沙帆を連れて向かったのは、地上三十六階にあるタワーマンションの一室だった。

　慣れた様子でマンションエントランスに入り、コンシェルジュカウンターを通過し、三基あるエレベーターの一番奥のものに乗り込んだ。

　沙帆はその間、自分の手を引く怜士に声をかけることもできず、ただ黙って身を任せていた。




　三十六階フロアの角部屋が目的の部屋だった。

　あたり前のようにカードキーで部屋を解錠し、黒く重そうな玄関扉を開く。

　同時にオートで照明がパッと点灯した。

（ついてきちゃったけど、これってこの人の住まい……？）

　なにか聞く前に背を押され、沙帆は扉の向こうへと足を踏み入れた。

「あの、ここは」

　沙帆の前を横切り、怜士は広い玄関の隅にダークブラウンの革靴を揃えて脱ぐ。

　そのままピカピカに磨かれた白い大理石の廊下を奥へと歩いていってしまった。

「ちょっと、待って！」

　慌ててスニーカーを脱ぎ、怜士の後を追う。

　コンシェルジュ付きのエントランスや、ここに上がるまでのマンションの雰囲気で想像はしていたけれど、廊下の突きあたりに広がるリビングは沙帆のそれを遥かに上回っていた。

　角に位置するリビングルームは、二面が床から天井までのガラス窓になっていて、高層階からの大パノラマが眺められる。今は散りばめた光の粒がキラキラと宝石のように輝き、美しい夜景が広がっていた。

　怜士はリビングのその大きな窓へと向かってゆったりと歩みを進める。

　沙帆は三メートルほどの距離を取ってその後へと続き、怜士が足を止めると倣って立ち止まった。

「ここ……あなたの？」

　と聞いてみたものの、部屋にはまったく生活感はなかった。

　家具もなければ、ちょっとした荷物すらもなく、出入りしている形跡がない。

　まるで不動産屋と共に物件を見に訪れたような状態だ。

「結婚が決まったら住もうと思って用意した部屋だ」

（ああ、なるほど……）

「で、この間の話は考えたか？」

　返事を待っているとばかりに答えを求められ、沙帆は息をのむ。その話をきっかけに沙帆は家を飛び出し、今こんなことになっているのだ。

「帰りたくないとか言うあたり、大方親とその類の話でもめて家を出てきたんだろ」

　沙帆の言動と泣いた顔を見て、怜士は彼女の事情を察したようだ。

　ズバリ言いあてられて、沙帆は「それは……」と言葉に詰まる。

　早く結婚をさせたがる親に急せかされ、反発して家を飛び出してきた。

　結婚をしたくないわけじゃない。

　だけど、先の見えない縁談を立て続けに勧められることに、正直心が疲れきっていた。

『とりあえず俺と一緒になることにすればいい』

『そうすれば、その間はご両親も静かだろう。どこかの医者たちとまたお見合いをさせられることもいったんはなくなる』

　この間、怜士に言われたことが脳裏をよぎる。

　窓際に立ち、じっと夜景を眺める洗練された彼のうしろ姿を目にしながら、沙帆は迷いなく静かに口を開いた。

「……この間の話、乗っかることにします」

　自分でも驚くほど自然に口にしていた。

　ゆったりと振り向いた怜士が、口もとにうっすらと笑みを浮かべる。

「へぇ……意外だな。そんな返事がくるとは」

　沙帆へと向ける怜士の微笑は、どこか挑戦的でもある。

　それでいてやっぱり綺麗で、沙帆は言葉もなくじっと吸い込まれるように見つめてしまっていた。

「そうと決まれば話は早い。近いうちにご両親に挨拶に伺う」

「えっ……」

「お互い、ほかの縁談の話を進められても面倒だからな。その必要がないことをアピールしておかないとダメだろ」

　沙帆は怜士の提案を承諾しておきながら、淡々と話を進めていく彼についていけない。

（一時の感情で返事をしてしまった気もするけれど、本当にこれでよかったのだろうか……）

「わかり、ました……」

　早くも不安が胸に広がり始めていたけれど、それを今さら口に出すことはできない。

「どうした？　言ったそばから後悔でもしてるのか」

　ぼんやりと床の一点を見つめている沙帆へと、不意に怜士が手を伸ばす。

　その長い指は沙帆の髪に触れ、耳を隠す髪をかき上げていく。

　触れられたことで沙帆はびくりと肩を揺らし、迫る怜士を反射的に見上げた。

「悪いようにはしない……お互いに気持ちのいい結婚をしようってだけだ」

　お互いに気持ちのいい結婚。

　怜士のその言葉は、沙帆の耳に意味深に響いた。

　薄い唇にわずかにのった笑みが、怜士の端整な顔を意地悪く輝かせる。

「これからよろしくな、沙帆」

「……っ」

　髪をなでていた手が首裏へと回り、ぐいと引き寄せられる。

　なんの予告もなしに傾けられた怜士の顔が沙帆の目の前に迫ったかと思うと、ふたりの唇が重なり合った。

　一瞬にして頭の中が真っ白に塗りつぶされる。

　沙帆の唇を塞いだ怜士は、楽しむようにキスを深める。

　それに驚いたように沙帆が吐息を漏らし、怜士はクスッと笑って唇を解放した。

　ハッと我に返り、沙帆は目前にある怜士の胸もとを押してその腕から逃れる。

「なっ、なにするの……!?」

　紅潮した顔で文句を言う沙帆を、怜士は鼻でフンと笑う。

「それで怒ってるつもりか？　顔が真っ赤だぞ」

「あ、あたり前です！　急にこんな……」

　指摘されると余計に全身の熱が上がる。

　その場にいることが居たたまれなくなって、沙帆は「帰ります！」と逃げるようにしてその場から駆け出した。

　そんな調子の沙帆を目に、怜士はまたフッと笑みをこぼす。

「これは、楽しい新婚生活を送れそうだな」

　そのつぶやきを沙帆が耳にすることはなかった。

　逃げるように部屋を出てエレベーターに乗り込んだ沙帆を怜士は追いかけてこなかったけれど、マンションロビーに出ると黒服のコンシェルジュの男性が沙帆を待っていた。

　そして、「お帰りのタクシーを用意しています」と言われ、正面エントランスとは別の出口からつながるポーチに案内された。

　沙帆が部屋を飛び出していってから、恐らく怜士がコンシェルジュに手配したのだろう。沙帆がタクシーを降りる時、運賃を請求されることもなかった。

（なんで、キスなんか……！）

　逃げるようにしてマンションを後にしてから、沙帆はいつまでも高鳴る鼓動を落ち着かせることができなかった。

　彼はなんの感情も抱いていない相手に、簡単に迫ったりすることができる人なのか。

　完全にからかわれたような口づけをされ、本来なら怒らなくてはいけないはずなのに、沙帆は反論ひとつまともにできなかった。それどころか、真っ赤になる始末……。

　初めは考えられないなんて思っていた偽造結婚の話に乗ってしまったなんて、さっきの自分はどうかしていたのかもしれないと、沙帆は今さら複雑な思いにもやもやしていた。

『お互いに気持ちのいい結婚をしようってだけだ』

　不敵な笑みを浮かべた怜士の綺麗な顔が、沙帆の頭の中を占拠する。

　冷静を保とうとすればするほど、沙帆の頭の中は怜士でいっぱいになっていた。




　怜士にマンションに連れていかれてから、三日後のこと――。

　いつも通り仕事を終え自宅へ帰ると、玄関を入ったところで奥から吉永が姿を現した。

「沙帆さん、おかえりなさい」

「吉永さん、今日は来てくれる日だったのね？」

「ええ、奥様からお昼に連絡をいただいて……それより」

　そう言って、吉永が〝こちら〟という所作で示した先に、男性ものの黒い革靴が揃えて置かれてある。

　沙帆が小首をかしげ「誰か来ているの？」と聞くと、吉永は玄関を上がった沙帆に体を寄せた。

「鷹取様という男性が先ほど……」

「えっ!?」

　沙帆の驚いてあげた声が玄関に響く。

「沙帆さんがこの間、お見合いされた方だと伺いました。今回の縁談は話が進んでいたのですね」

「あ、うん、でも――」

　説明もそこそこに、沙帆はリビングの扉に向かって歩いていく。

　迷いなくドアを開くと、両親に向かい合ってソファに掛ける怜士の姿が目に飛び込んだ。

「あら沙帆、おかえりなさい。待っていたのよ」

　部屋に入ってきた沙帆に、三人の視線が集まる。

　怜士は「こんばんは」と言って、紳士的で感じのいい笑みを沙帆に向けた。

「沙帆、こっちへ来て、掛けなさい」

　良嗣に促され、沙帆は黙って三人が掛けるソファに近づく。

　近いうちに両親に挨拶に行くと言われていたけれど、まだ三日しか経っていない。

　今日、怜士がこうして自宅に訪れたことに驚きしかない。

「ほら、座って座って」

　立ち上がった千華子が沙帆の腕を取り、怜士のとなりに掛けさせる。

　並んで座ったふたりを見て、良嗣と千華子は満足そうな笑みを浮かべた。

「私たちも、揃って顔を合わせることがなかなか難しくてね。でも、ふたりで会って話を進めていたなんて思いもしなかったわ」

　どうやら沙帆が帰ってくるまでの間に、だいたいの話は終わっているようだった。

　沙帆はぎょっとして横を向くと、となりに座る怜士を見た。

　その視線を受け、怜士は沙帆に柔和な笑みを見せた。

　両親を前にしているにもかかわらず、この間の夜のことが鮮明にフラッシュバックしてきてしまう。

　突然奪われた唇は、あの後しばらく沙帆の体温を上げて混乱させていた。

「ふつつか者の娘ですが、どうかよろしくお願いします」

　三人が話しているのを前にぼんやりとしていると、いつのまにか千華子が話を締めるような言葉を口にしていた。

「えっ――」

「こちらこそ、至らない点もあるかと思いますが、必ず沙帆さんを幸せにすることをお約束します」

　不覚にも、両親に向かって真剣にそんな宣言をした怜士を目にして、沙帆の心拍は乱されてしまう。

　良嗣は力強くうなずき、千華子は「まぁ！」とうれしそうに満面の笑みを浮かべる。

　仕上がった和やかな雰囲気に、沙帆は水をさすことなんかできなかった。




　席を立った怜士と良嗣が玄関に向かいながら談笑するうしろで、沙帆は「あなたは外までお見送りしてきなさい」と千華子に耳打ちされた。

　靴を履くと、怜士は改めて良嗣と千華子に丁寧な挨拶をする。

　ふたりはやっとうまくいき始めた娘の縁談に、心底安堵したような表情で怜士の背中を見送っていた。

　しんと静まり返る夜の住宅地に、ふたりの靴の音だけが聞こえる。

　玄関を振り返り、誰の姿もないことを確認した沙帆は、先を歩く怜士に向かって「あのっ」と声をかけた。

「今日来るなんて聞いてません！」

「ああ……連絡を入れようと思ったけど、考えたら連絡先を聞きそびれていたことに気づいて、できなかった。教えておいてくれ」

　そういえばそうだ。

　沙帆も怜士の連絡先は聞いていない。

　この間は逃げるようにして立ち去ってしまったから、そういう肝心なことを聞いていなかった。

　門を出てシャッター付きのガレージに向かうと、この間乗せられた黒塗りの高級車が駐車されていた。

「少し話さないか？　立ち話もなんだから――」

　そう言って、怜士は助手席のドアを開ける。

　沙帆の方も、改めて怜士と話す機会をつくらなくてはと思っていた。

「わかりました」と承諾し、車へと乗り込む。

　まずはなにから話せばいいのかと思っているうちに怜士が運転席に乗り込んできて、ダンとドアを閉める音が響いた。

「早速だが、引っ越しの手配をしようと思う」

「えっ、もうですか？」

「無事、挨拶も済ませたことだし、なにも問題はないだろ」

　当然のことながら、婚約して結婚を控えているふたりなのだから、新居で一緒に生活していくことは不思議なことではないだろう。

　沙帆の素のリアクションに怜士はわずかに眉根を寄せる。

「なにか不都合でもあるのか？」

「い、いえ、そんなことは……」

　自分から話に乗ったものの、今となりにいる怜士とひとつ屋根の下で生活を共にするということが現実味を帯びてくると、今さらながら沙帆は困惑するばかりだった。

　互いの家のため。自分たちの都合のいい人生のため。

　ただ、たとえうわべだけの結婚だとしても、家族以外の男性と一緒に暮らすなんて初めてのこと。その生活がどんなものになるのか、まったく想像がつかないのだ。

「この間の部屋を見てもらった通り、まだ家具は入っていない。必要なものは全部コーディネートして入れてもらうよう手配してあるから、君が用意する必要はない。それぞれ個人の部屋はあるから、どうしても運び入れたいものだけ自分の部屋に持ち込むといい」

「わかりました……」

「用意ができたら知らせろ、業者を手配する」

　淡々と話を進める怜士の声を聞きながら、沙帆は心に隙間風がすーすー吹いていくような気分になっていた。

（仕方ないことかもしれないけど、なんか事務的……）

　互いを想い合ってする結婚ではないから、相手を必要以上に気遣うこともない。

　書類上だけ、人様の前だけ。この結婚は形だけの夫婦なのだ。

　外では寄り添ってみせても、プライベートな空間では会話もないかもしれない。

　先の見えない縁談から逃れるために自分から飛びついた話なのだから、今さらどうこう言うことではないし、仕方ないことだ。

　いずれ、お互い本当に愛せる相手を見つけることになるのだろう。

（そういえば……この政略結婚には、期限とか設けるのかな……？）

「あの……この関係は、いつまでとか、期限とかっていうのは」

「ああ、そうだな、特に考えてはなかったが……俺としては、来年の一月に開催する開院百周年の祝賀会に一緒に出席してもらいたい」

「百周年の祝賀会……？」

　怜士が次期院長となる鷹取総合病院は、大正に開院し受け継がれた古い歴史があると聞いている。

「その席で、婚約者として振る舞ってもらえばいい」

　病院関係者やその業界の人間が集まる公の場。

　そこで、婚約者をお披露目したいということだ。

「考えたんだが、婚姻届はすぐに出さなくてもいいと思っている」

「……と、いいますと？」

「終わらせる時に籍が入っていたら、戸籍にバツがつくだろ。俺はいいとしても、君はどうかな。本気で結婚を考える男ができた時、そいつが気にするかもしれないぞ」

　妙に納得のできる内容で、沙帆は「なるほど……」とうなずいてしまう。

　一応、そのあたりは気遣ってくれるようだ。

「婚約しているという状態でも、周囲には十分関係はアピールできる。そして終わらせるとなった時は、俺が原因で婚約破棄になったということにすれば、君は世間から同情される身となる。ご両親も傷心の娘にすぐに結婚の話はできないだろうしな」

「でも、それじゃあなたの立場が悪く……」

「むしろそれが狙いだ」

　口角をきゅっと上げて、怜士は横目で沙帆を見る。

「多少悪い噂でも流れてくれれば、その後、誰もうちと縁談を持ちたいと思わなくなるだろ」

「でも業界で悪い噂がながれると、仕事にも影響するんじゃないですか」

「大丈夫だ。仕事には誠実に取り組んできたし、それなりに信頼もされている。これからもその姿勢は変えるつもりはないし、結果は裏切らないから心配いらない」

　適当に話を進めているように見えて、意外にも計算し尽くされていたことに沙帆は黙って感心していた。

「そこまで考えて……」

「あたり前だろ。まぁ実際、婚約解消とでもなれば、しばらくは周囲もそっとしておいてくれると思う。よっぽどの事情があったと勘繰りながらな」

「じゃあ、とりあえずはその、祝賀会に一緒に出席することができればという感じですね」

「そういうことになるな」

　期限としてはきっと一年もない。その間、婚約者として振る舞えばいいということだ。

　きっとその時のミッションだって、そう多くはないはず。

「そういうことだから、早急に家を出る準備をすること。あと、うちの方にも簡単に報告に行く予定を入れておく」

　やっぱり淡々と話をする怜士の声を耳にしながら、沙帆の募らせていた不安は少しずつ沈静化していく。

（演技力には自信はないけど、きっとなんとかなるよね……？）

　この先一生、偽っていくわけではない。

　そこまで深刻に悩むこともないかもしれないと、気持ちを入れ替え前向きに考え始めた。










偽り婚約者の甘いレッスン




　週末、日曜日――。

「荷物も案外少なかったな……」

　案内された新たな生活の拠点となるマンションの自室で、沙帆は持ち込んだ荷物を前に独り言をつぶやいていた。

　怜士も仕事が休みだという今日、いよいよ用意されたあの新居へとやってきた。

　朝から怜士が沙帆の自宅まで車で迎えに訪れ、改めて沙帆の両親へ挨拶をしていた。

　いよいよ結婚を前に娘が家を出ていくというのに、両親共にそれは見事に晴れやかな表情だった。

　父親の良嗣くらいはさすがにしんみりするだろうと思っていたのに、涙腺が緩むどころか「しっかりやりなさい」と冷静な言葉をかけられた。

　一方の沙帆は、実は偽りの婚約だという内情に、長年過ごした自宅を出るというのにまったく悲しい気持ちにはなれなかった。

　どうせまた帰ってくる。

　それがわかっているから寂しくもなんともない。

　人生で初めてのマンション暮らし。

　それも、誰もが憧れる億ションと呼ばれる都心の高級タワーマンションだ。

　初めてここに連れてこられた日はわけがわからず、あまりいろいろ観察する余裕がなかった。

　しかし、広いエントラスの横の共有ロビーには、巨大なガラス窓から外にある人工の滝を眺められ、緑も多く癒される景観が用意されていた。

　マンション内には居住者専用のプールやジムなどもあるらしく、設備も豪華で充実している。

　窓へと近づき、外の景色を眺めてみる。

　高層階から望む街はなにもかもが下に遠く、何キロも先の遠い街までが小さく見える。

　これから毎日ここで寝起きするなんて、まだ実感がない。

　窓に手をつきぼんやりしていると、部屋の扉が外から二回ノックされた。

「入るぞ」

「あ、はい」

　ドアを開けた怜士は顔だけ覗かせて「ちょっといいか」と沙帆を呼び、すぐに去っていく。

　その後を追いかけると、怜士はリビングまでやってきた沙帆にカードキーを手渡した。

「なくすなよ」

「はい、ありがとうございます」

　今日は完全プライベートということで、怜士は沙帆が初めて見る私服姿だった。

　Ｖネックの白いケーブルニットに、細身のブラックデニムと、シンプルな装いだけれど洗練されている。

　怜士自身の素材がいいから、シンプルだろうがなんだろうが様になるということだろう。

「部屋は全部見てきたか」

「あ、まだ全部は……」

　広いリビングダイニングのほか、トイレとバス、ほかに部屋が三つほどあった。

　前回、初めてここに足を踏み入れた時には殺風景だった部屋も、家具や家電が入り、今すぐ生活ができる空間へと姿を変えていた。

　リビングを出ていく怜士の後についていく。

　沙帆に割りあてられた部屋のとなりのドアまで行った怜士は足を止め、その扉を開け放つ。

「となりは俺の部屋にしてある」

「はい。あの、じゃあこの前の部屋は……？」

　沙帆の部屋の前にあるもうひとつの扉。

　レバーハンドルに手をかけ、そっと押し開けてみる。

　中を覗くと、窓にはブラインドが下ろされ薄暗く、家具などはひとつも置かれていなかった。

「本当だったら、寝室にする部屋だったけど、偽りの婚約には必要ないと思ってな」

　すぐ背後で怜士の声がして、沙帆は驚いたように振り返る。

　過剰な反応を見せた沙帆をおもしろがった怜士が、おもむろに沙帆の手首を掴んで引き寄せた。

「でも……希望があれば、ここに一緒に眠るベッドを入れてもいいが」

「えっ……！」

　どこか色気をまとった空気で言われ、沙帆の頬が一気に熱を持つ。

　すると、からかうように怜士は沙帆の腰に両手を回し、「どうする？」と聞きながら体を抱き寄せた。

「んなっ……そっ、そんなの、必要ないですっ！」

　なんとか拒否の意向を示し、回された腕を引き剥はがしにかかる。

　しかし、がっちりと固定されているように離れない。

「あのっ、ちょっと！」

「大丈夫か、顔が真っ赤だぞ」

　怜士はクスクス笑いながら沙帆の顔を覗き込む。

　ますます追い打ちをかけられた沙帆はどうすることもできず、離してもらうことをあきらめ両手で赤らんだ顔を覆った。

（もうっ、無理無理！　なんなのー!?）

　クスクスとくすぶるような笑いを噛かみ殺し、怜士は沙帆を解放する。

「そんなんじゃ、一緒に寝るなんてことになったら、ショック死だな」

「……っ！　からかわないでください！」

　沙帆はフイと怜士に背を向け、今さら赤面した顔を隠す。

　間が持たず、「あの、聞きたいことがあるんですけど！」と話を変えて入りかけた寝室を後にした。

　背後から「くっ」とまた笑った気配を感じる。

　今までまったく男性と接したことがないというわけではない。

　だけれど、沙帆はおもしろいほど怜士を楽しませる反応をしてしまう。

　からかわれているのはあきらかなのに、怜士の喜ぶリアクションを取ってしまうのが、沙帆には悔しすぎる。

　これから一緒に生活していくというのに、これしきのことで動揺していたら身が持たない。

　そうは思っても、あの綺麗な顔が間近に迫ってくると鼓動がどうにも忙しなくなってしまうのだ。

　足早に広い対面式キッチンに入って、片っ端から収納を開けていく。

　後からついてきた怜士はその様子を眺めながら「どうした？」と声をかけた。

「あの、食器とか、調理器具とかは……？」

　さっきキッチンをチラッと覗いた時、ここだけほかと違い用意が滞っているように見えた。

　調理家電などは入っているのに、食器や料理をするための道具がない。

「食器か……料理なんかするのか？」

「しますよ。だって、食事はどうするんですか？」

　沙帆の質問に、カウンター越しに中を覗く怜士はあたり前のように「適当に外食で」と答える。

　きっと、今までもそうしてきたのだろう。

「そうですか……」

「必要なら、一緒に見に行くか？」

「え……？」

　カウンターの向こうから広いキッチンに入ってきた怜士は、沙帆がやっていたように引き出しや収納スペースを開けて「たしかになにもないな」とつぶやく。

「いいんですか？　見に行っても」

　怜士の提案は沙帆にとって意外なものだった。

　食器が欲しいなんて言ったら、勝手にどうぞと言われるとばかり思っていた。

　だから買い揃えてもかまわないか許可だけ取って、ひとりで見に行こうと考えていたのだ。

「ああ。なにが必要か俺にはわからないから、沙帆が見て必要なものを買ってきたらいい」

　食器類の話から、その後すぐに買い物に出かけることになった。

　どこに向かえばいいのかと聞かれて、特にこだわりのなかった沙帆は「近場で、いろんなお店が集まっているところがいいです」と答えた。

　怜士が向かった先は、数年前にできた銀座の複合商業施設の地下駐車場だった。




　日曜日の昼下がり。

　駐車場からショッピングフロアへと上がると、多くの買い物客で賑わいをみせている。

「この中でいいのか？　近くにほかのデパートもあるけど」

「はい、ここが見たいです」

　エスカレーター付近でフロアガイドを見つけた沙帆は、その前に立ち止まり何階に行こうか眺め始める。

　横に並んだ怜士が不意に手をつないできて、沙帆は驚いて顔を上げた。

　しかし、顔を見上げても怜士は「ん？」と何事もなかったかの反応で、沙帆を見下ろす。

「え、あの、手が……」

「なんだよ。〝夫婦〟になるんだから、なにがおかしいんだ」

　意味深に〝夫婦〟の部分を強調して言い、沙帆の耳もとに唇を寄せる。

「外でくらい婚約者を演じる練習をしとかないと、いざという時にボロが出たら困るからな」

「っ！」

　内緒話をするように告げられた言葉に、沙帆の心臓がぴょんと跳ねた。

　たしかに、表向きは婚約者として振る舞ってほしいと言われた。

　でもそれは、なにか特別にアピールが必要な時にだけの話で、必要最低限の量だと思っていた。

「そうかもしれないですけど、なにもここで……」

「なんだ、恥ずかしいのか」

　核心を突かれ、沙帆の顔面は即熱を持つ。

「……恥ずかしいに、決まってます」

　赤い顔で訴えるように怜士を見上げ、沙帆は正直に白状する。

　そんな様子の沙帆に、怜士は一瞬目を見張った。

　いつものように照れ隠しのような反応があると思いきや、素直に認めた姿がなんともいじらしい。

　お互いに見つめ合うような状態に耐えられず、沙帆は慌てて視線をフロアガイドに戻した。

「……で、何階なんだ？」

「え、えっと……じゃあ、五階から見ます」

「五階な」

　怜士に手を引かれ、エスカレーターへと乗り込む。

　怜士は自然な所作で自分の前に沙帆を立たせた。

　沙帆の跳ねた心臓がなかなか落ち着かない。

　目的の階に降り立つと、またすぐに怜士に手を取られてしまい、休む暇なく鼓動が速まる。

　ちらりと怜士の様子をうかがうと、特に変わらぬ様子で並ぶ店舗を目に留めていた。

「あ、あそこです。見てもいいですか？」

　行きたかった店舗が近づいてきたので沙帆が声をかけると、怜士は「一緒に見る」と言いながらも、店の前でやっと沙帆の手を離す。

　高まった緊張をリセットさせるために、沙帆は真剣に並ぶ食器類に視線を注いでいった。

　見たいと思った店は、食器から調理器具までが揃うキッチン用品店。

　シンプルでモダンな食器類は、眺めているだけで楽しい気分にさせてくれる。

　小皿や小鉢、ワンプレート料理に使える大皿や、パスタ皿――。

　一種類につき、とりあえずふたつずつを手にしていると、近くにいた店員さんが「よろしければどうぞ」と、カゴを持ってきてくれる。

　沙帆の代わりに怜士が「どうも」と受け取り、沙帆の手にした商品を次々とカゴに入れていった。

　そこで沙帆は「あっ」とあることに気づく。

「どうした？」

「あ、いや……ふたつずつと思ったんですが、もしかして物によっては六つずつとか必要なのかなって」

　食器類は一種類六つで揃えるといいと聞いた記憶がある。

　来客などを想定した場合、皿が二枚ずつしかないのでは対応ができない。

「誰かが来ることを考えたら、ティーセットとかケーキ皿とかは最低六セットあった方がきっと安心ですよね？」

「なるほど。なら、そうした方がいいものは多く買っていけばいいんじゃないか？　支払いの時に言えば用意してくれるだろ」

「そっか。じゃあ、そうしますね」

　怜士からの提案を受けて、食器選びを再開する。

　気に入ったデザインのものが多く優柔不断を発揮しながらも、なんとか必要最低限の食器を選び、会計へと向かった。

　怜士に言われた通り、枚数を増やすものを店員に伝える。

　会計は怜士がカードを出して、あっさりと済ませていた。けれど、そのカードがブラックだったことに驚いて、沙帆はつい彼の手もとを凝視してしまった。

　一店舗でそれなりの量になった購入品はすべて配送を依頼した。

　そうして何店舗かを回って目的の買い物をすべて済ませると、十七時を過ぎる時間になっていた。

「後は、なにか見たいものは？」

「もう十分です。ありがとうございます」

「そうか」

　買い物をするたびに離される手も、またいつのまにかつながれる。

　初めは手を取られているというようなつなぎ方だったのに、気づくと指と指を絡めてつながれていて、沙帆は気づかれないようにひとり緊張した。

　自分の手よりも断然大きく、骨張った男特有のゴツゴツした指。

　それでも慣れというのは怖いもので、買い物も終盤戦になると、恋人つなぎで歩いていることもさほど気にならなくなっていった。

　次第に余裕が出てくると周囲にも意識が向き、今度はやたらと集まってくる視線が気になり始めた。

　沙帆のとなり、斜め上に注がれる視線。

　すれ違う女性たちの目線が、必ずといっていいほど怜士へ誘いざなわれていく。

　中には男性でも怜士に視線を奪われている人もいて、老若男女問わず人目を引いているのをとなりで目のあたりにした。

　ついでにとなりにいる沙帆にもその視線が下りてくるのだが、その大半が間違いなく〝え、なぜ？〟という感情がこもっているのだ。

　あきらかにつり合っていないのは沙帆自身重々承知の上だが、こうも立て続けに驚きの視線を浴びせられると身の置き所に困ってしまう。

（本当は手をつないで歩くような関係じゃないのに、他人から見たら不つり合いなカップルに見えちゃってるわけだものね……）

　そろりと視線を上げて、沙帆は横から怜士の顔を盗み見る。

　きっちりとセットされた黒髪に、ノーメイクのくせに綺麗な肌質。

　切れ長の目とすっと高い鼻び梁りょう。

　どの角度から見ても端整で抜かりなく、うっとりとさせられる。

「なに見てんだ？」

　こっそり見るつもりがつい見つめてしまい、急に視線を合わせてきた怜士に沙帆はびくりと肩を揺らす。

「い、いえ」と目を逸らしたものの、あからさまに動揺が表れていた。

「出てきたついでになにか食べて帰るか」

「あ、はい……」

「この近くによく使う店があるんだ」




　銀座の一等地の地下にある店に向かうと、本当によく知っているらしく、怜士を見るなり黒服のスタッフは「いつもありがとうございます」と挨拶をした。

　薄暗く落ち着いた雰囲気の店内は洞窟のようで、中央に客の目の前で焼くのを披露する巨大な鉄板とコック帽をかぶったシェフが立っている。

　そのカーブを描くカウンター席の端に案内され、岩のような壁の横に腰を下ろした。

　カウンターの向こうにいる年配のシェフが、朗らかな表情で怜士の前にやってくる。

「先生、こんばんは」と挨拶をすると、怜士も「どうも」とにこやかに返事をした。

　怜士のことを〝先生〟と呼ぶあたり、相当顔なじみなのだろう。

　すぐにウエイターがやってきて、しっかり磨かれたグラスにスパークリングウォーターを注いでいく。

　目の前の鉄板にはキノコやたけのこ、三色のパプリカがのせられた。

「ここには、お仕事関係で……？」

「まぁ、そんなところだな。接待とか、会合とか」

　一日オフな時間を過ごしてきて、沙帆は怜士が医師であることを少し忘れかけていた。

　そしてふと、言うタイミングを掴めず言えていなかったことを思い出す。

　きっと今言うタイミングなんだろうと思い、「あの」と話を切り出した。

「言いそびれてしまってたんですが……この間、偏見だと言われたこと、たしかにそうだと反省しました。謝ります」

　あの、お見合いの日――。

　自分の感情が最優先になって、決めつけるような、押しつけるような言い方をしてしまった。

『この間から気に食わなかったが……医者を一緒くたにダメ人間みたいに言うのは、迷惑な話だ』

　そう言われて、沙帆はたしかにその通りだと思った。

「なんだ、今日はずいぶんとしおらしいな」

「しおらしいって……そんなことは。ただ、たしかに偏見だったなって、思ったので」

　目の前に置かれた黒く四角い平らな皿に、シェフが炙あぶった野菜をセンスよくのせていく。

　皿の手前に置かれた箸を手にした怜士に倣って、沙帆も「いただきます」と黒い箸を手に取った。

「ご両親とは、仲が悪そうには見えなかったが……あんな言い方をするほど」

「……単純に、寂しかったんだと思います」

　良嗣と千華子の仕事柄、沙帆はふたりと過ごす時間が極端に少なかった。

　寂しいと素直に言わないことが親孝行。そう無意識に思っていた。

　両親との時間を奪っているのは、ふたりの仕事のせい。

　寂しい自分の気持ちや不満の矛先を、〝医師〟という仕事へと向けるようになっていった。

　決して両親を嫌っているのではない。

　ふたりの仕事が医師だからいけないのだ、と。

「私から両親を奪う憎にっくき仕事……みたいな、子どもの頃はそんなふうに思ってたんだと」

　素直にそう告白すると、怜士は横でフッと笑う。

「なるほどな」とグラスを手に取った。

「まぁ……医師という仕事に勝手にそんな悪いイメージを持っているのに、親に紹介されて知り合う機会がどうしても多くて。それで、お付き合いした人たちが違う意味でロクでもなかったので、さらに追い打ちをかけられた感じで……だから、つい口癖みたいに」

　沙帆はごまかすようにへへっと笑ってみせる。

「あ、すみません、こんな話」

　タイミングはずいぶんと狂ってしまったけれど、自分の非を認めて謝ることができてよかったと沙帆は内心ホッと息をつく。

　話題を変えようと、次に鉄板のせられた大きなホタテに目をやり、「すごい、大きい」と声を弾ませた。




　食事を終えマンションに帰ってきたのは、二十時を少し回った頃だった。

　怜士の後に続き、まだ慣れないマンションのエレベーターに乗り込む。

　三十六階には数十秒で達し、怜士は先に沙帆に降りるように促す。

「今日は、すみませんでした。貴重なお休みに付き合っていただいて」

　引っ越し作業を終えたら、本当は休みたかったのではないだろうかと沙帆は思っていた。

　医師という仕事が憎いと思うほど、その忙しさは幼い頃から近くで目のあたりにしてきたからだ。

　怜士の専門は心臓血管外科だと聞いている。日勤ではオペにも多く入るだろうし、当直だってあるはずだ。

　これから一緒に住むことになるこのマンションにも、もしかしたらほとんど帰ってこないのかもしれない。

「べつにかまわない。行く必要もあったしな」

　横から沙帆の顔を覗き込んだ怜士は、なんの気なしにその背中へと腕を回す。

　ワンピースの上に羽織る薄手のカーディガンの上から怜士の大きな手が触れてきて、沙帆は再び鼓動を高鳴らせた。

　なんだか今日はずっとおかしいと、沙帆は自分の状態にひそかに戸惑っていた。

　こうして触れられただけで、平常心を保てず落ち着いていられない。

　部屋の前に到着すると、怜士は沙帆を片手で抱いたまま、少しの荷物を持つ右手でカードキーを取り扱う。

　ドアを開けて先に、広い玄関に沙帆を通した。

「沙帆」

「はい――っ？」

　名前を呼ばれ、扉が閉まった音と同時に振り向くと、沙帆の体は怜士の腕に引き寄せられ、簡単に包囲されていた。

　急な接近に、ぎゅんと心臓が音を立てて縮まる。

「そういえば、俺をなんと呼んでいるのかまだ聞いてない」

「えっ……？」

（なんて呼んでるかって、言われてみればまだなんとも呼んでない！）

「それは……まだ、特に……」

　考えてみたら、『あの』とかで済んでいた気がする。

「じゃあ、婚約者らしく名前で呼ぶこと。わかったか？」

「は、はい……練習、しておきます」

「練習……じゃあ、本人を前に今言ってみろ」

　この状況から逃れようと出てきた沙帆の言葉に、怜士はここぞとばかりにつけ込む。

「えと……怜士、さん。で、いいですか？」

　言いながら、またじわじわと顔に熱が集まってくるのを感じ始める。

（やだ……なんで赤くなってんの！　落ち着け私！）

　おずおずと目線を上げていった先、怜士が満足気に片方だけ口角を上げて沙帆を見つめていた。

「そう、普段からそう呼んでおかないとな。もう一回」

「え……怜士さ――」

　呼べと要求しておきながら、沙帆の声を奪ったのはほかでもない怜士の唇だった。

　腰に回っていた怜士の腕が、沙帆の体をさらに引き寄せる。

　こわばって固く閉ざした沙帆の唇を怜士は食はみ、とろけるような甘い刺激を送り込む。

　いつのまにか誘われるように唇を開いてしまい、悪戯いたずらな怜士の舌が沙帆の逃げる舌をからめとった。

「ンっ、ふっ……」

　今まで体験したことのない濃厚で巧みな口づけに、沙帆は目眩を感じるほどクラクラしてしまう。

（どうして、こんなこと――!?）

　気づかないうちに腰から力が抜けて崩れ落ちかけた沙帆を、怜士はしっかりと力強く抱き留めた。

　唇が離されても、心配になるほど動悸がしている。

　内側から叩くように激しく心臓が鳴って、沙帆は涙の滲にじむ目で怜士を見上げた。

　沙帆の柔らかな唇を堪能した怜士は、黙って潤んだ視線を受け止める。

　互いに言葉を発することなく見つめ合う、時が止まったような緊張感。

　怜士は黙ったまま柔和な笑みを浮かべ、沙帆の髪を優しく梳すいた。

　この前、不意打ちで唇を奪われた時は、驚きと動揺を勢いに抗議することができた。

　それなのに、今は声を出すことも許されない。

　熱を孕はらんだ怜士の瞳から目を逸らせず、ただただ鼓動の大きさを感じる。

　怜士は動けない沙帆のこめかみに触れるだけの口づけを落とし、腕を解いてひとり玄関の奥へと去っていく。

　力が抜けてへたり込みそうになる足に踏ん張りを利かせて、沙帆はパンプスを脱ぎ自室に駆け込んだ。

（なんで、あんなキスしてくるの……？）

　唇にありありと残された、甘く、どこか危険な感覚。

　最後に見た怜士の顔が脳裏に鮮明に残り、なぜだかきゅんと胸が震える。

　暴走した心臓は一向に治まる気配がなく、沙帆はしばらくドアの内側で胸を押さえて固まっていた。










天才外科医の憂鬱




「ちょ、ちょっと待ってください、展開についていけないんですけど！」

　十月も下旬に入り、沙帆は今日も変わらず、クリーンスタッフとして花梨と共に派遣先である関東医科大学附属病院へと訪れている。

　何枚もある窓ガラスの艶出し作業を行いながら、沙帆は花梨に婚約をしたことをざっと報告した。

　医師である両親からお見合いを持ってこられる話は、以前から花梨にも話していた。

　今回もその流れでお見合いをし、初めて縁談を進める運びになったということ。

　彼の用意していたマンションへの引っ越しは済んでいて、一緒に暮らし始めて数日が経ったということ。

　そしてその相手が、あの怜士だということまで話したところで、花梨は淡々と進んでいた沙帆の話を中断させた。

「ごめん、一気に話しすぎだよね……」

「いえ！　沙帆先輩の話の流れはすごくわかりやすいです。そうではなくて、内容が衝撃的すぎて……」

　花梨がそういうのも無理はない。

　プールに落ちたところを助けてもらい、派遣先になったこの病院で再会し、お見合いに行けば相手が怜士だったという偶然が重なったのだから。

「それは、私も同じくだよ……」

　婚約して同どう棲せいまで始めているのに、沙帆はいまだに怜士との縁の強さに驚いている。

「でも、プールに落ちて出会った時から、もう決められた運命だったんでしょうね！」

「えぇ？　そんなことは……」

「ありますって！　あ～、なんかドラマチック……あのイケメン先生と沙帆先輩が……お似合いですし……」

　ガラスを磨きながらうっとりとつぶやく花梨は、どこかひとりの世界に飛んでいる。

　沙帆は花梨を呼び戻すように「そんなことないって」と大きめに声をかけた。

「あ、じゃあ、近いうちに結婚式とか挙げちゃったりするんですよね？」

　そう聞かれて、沙帆の胸はどきりと音を立てる。

　今のこの話で、〝ワケありの政略結婚〟だというところまでは花梨に話せていない。

　いずれ告白しなくてはならない時がやってくるだろうけれど、今はまだその勇気を持ち合わせていなかった。

　結婚式を挙げることは――この先、絶対にない。

「あー……うん、まだなにも決まってないんだけどね」

　嘘をついて『そうだね』と肯定するようなことも言えない。

　そんな沙帆の苦しい返事に気づかない花梨は、手を止めパッと表情を輝かせた。

「えー！　じゃあ、絶対に招待してくださいね！」

　声を弾ませる花梨に、沙帆は微笑みうなずくことが精いっぱいだった。

『もちろんだよ』と約束できないことが、また沙帆の胸をずきりと痛める。

「今から楽しみだな～」とにこにこ笑う花梨を横目に、沙帆は心の中で「ごめん」と謝っていた。

「っ!?」

　そんな話をしていた時、突然背後から頭上をコツッと小突かれた。

「あっ……」

　振り返った目の前に糊のりの利いた白衣が見えて、弾かれたように顔を上げる。

　横で花梨が「あぁっ」と驚いた声を出した。

　いつのまにか背後に現れていたのは、淡いブルーのシャツにストライプのタイを締め、ロングの白衣を羽織った怜士だった。

　際どい話題を繰り広げていただけあって、いつから近くにいたのかヒヤッとする。

　それとは別で、近くで顔を合わせたことに鼓動が高鳴っていく。

「仕事中だと思うが、ちょっといいか？」

「あ……」

　いいものだろうかと沙帆が花梨に視線を送ると、花梨は「大丈夫です！」と沙帆が抜けることを了承してくれる。

　沙帆は「ごめんね」と断り、その場を怜士と離れていった。




　一緒に住み始めてちょうど三日が経つが、あれからちゃんと怜士と顔を合わせたのはこれが初めてだった。

　食器など必要なものを一緒に買いに行き、食事をして帰ったあの日……。

　玄関を入った先でキスをされ、あの後、沙帆はしばらく部屋から出ていけなかった。

　それから三日、なんだかんだまともに顔を合わせていなかったのだ。

　正確には、生活のリズムが見事に合わず、二日目の朝は沙帆が出かけるまで部屋から出てこず、夜はかなり遅い時間に帰ってきたようだった。

　今日は逆に早朝から出かけてしまったようで、沙帆が朝起きるとすでに家の中に姿はなかった。

　通用口から外へと出ていく広い背中についていく。

　上背のある白衣姿はスタイルのよさを際立たせ、嫌でも人の目を惹きつける。

　この間の外出でも感じ取っていたが、怜士はもうこういう視線には慣れっこなのだろう。

　かなり見られているのに気にも留めない様子は、一緒にいる沙帆の方が落ち着かなかった。

「仕事中に悪いな」

「いえ……どうかされましたか？」

　中庭に出ると、十一月が近いというのに外は日差しが暖かく、沙帆の仕事のユニフォームである長袖のポロシャツでちょうどよかった。

　歩いていく怜士の横に並び、ちらりと様子をうかがう。

　均整の取れた顔を目のあたりすると、沙帆の脳内にはあの夜のことが鮮明に思い出され、またひとり鼓動が打ち鳴り出すのに動揺した。

　あの夜から、沙帆はずっと考えている。考えずにはいられないでいる。

　どうしてあの時、怜士はあんなキスをしてきたのか。

　プライベートな空間にふたりきりになれば、他人も同然の距離感で触れ合うことなんてないと思っていた。

　外で手をつながれた時ももちろん戸惑ったけれど、それはまだ〝人の目に触れるから〟と説明がつく。

　だけど、一歩部屋に入れば誰の目もない。

　秘密を共有する自分たちしかいないのだから、偽る必要なんてないのだ。

　それなのに、あんな崩れ落ちそうになる口づけをしてくるなんて、どういうつもりだったのだろうと混乱しかない。

　怜士の方はきっと〝ただの、気分〟だったのかもしれない。

　だけれど、沙帆はあれから怜士のことばかりを考えるようになってしまっていた。

　なにをしていても、ふとした時に怜士のことを自然と思い浮かべている。

「個人的に頼みたいことがあるんだ」

「頼みたいこと、ですか？」

「ああ。沙帆に個人的に清掃を依頼したい。うちの病院にも、業者に清掃は依頼しているが、俺の部屋だけ入らないようにさせている」

　思わぬ申し出に、沙帆は目を丸くした。

「え……それは、ご実家の病院、ということですよね？」

　開院百周年が間近に迫る『鷹取総合病院』は、百床以上のベッドを持つそれなりに大きい病院だと沙帆は両親に聞かされている。

　次期院長となる怜士の自室、ということのようだ。

「それは、かまいませんが……私なんかでお役に立ちますか？」

「お役に立つもなにも、プロに頼むのに俺はなにも心配してないが」

　フッと口もとを綻ばせて、怜士は沙帆の頭に大きな手をのせる。

　ふわふわとなでると、わずかに目尻を下げて沙帆を見つめた。

（私の仕事なんて、気にも留めてないと思ってたのに、頼ってもらえるなんてうれしいな……）

「月、木、金曜は、基本的に鷹取の病院の方に行ってる。初めは俺がいる日に来てもらいたい」

「わかりました。それなら、明日の木曜日はどうですか？　ちょうど仕事がお昼までなので、午後からになってしまうのですが……」

「明日か……ああ、午後なら大丈夫だ。特になんの予定も入っていない」

「そうですか。では、明日の午後に伺いますね」

　明日の約束をしながら、沙帆はふと思い浮かんだ疑問に口を開く。

「あの、お聞きしたいのですが……家での食事は、どうしたらいいですか？」

「……というのは？」

「あ、いえ、その……怜士さんのお仕事のリズムが掴めないので、どう用意したらいいのかと思って」

　同じ場所で暮らし始めても、約三日ぶりに顔を合わせたほどだ。

　当直だと昼夜逆転もするから、食事の時間も回数も変わるはず。

　それに、日常的に接待や会食もきっと多い。

　だから、家で食事をするなんてことしないのかもしれない。

　聞いておいていらないお節介を焼いてしまったと沙帆は小さく後悔した。

「そんな気は使わなくてもいい」

（やっぱり……）

「仕事上、不規則なことも多いから、俺のことを気にかけると面倒くさいだろう」

「え……面倒なんてことは全然ないです。なにか作るのも、ひとり分もふたり分も変わらないので」

　むしろ、ひとり分だけだと不経済だし、作り甲斐もないというのもある。

「あの、なので、迷惑でなければ適当に食べてください。一応、一緒に作っておいておくので」

　勢い任せにさらにお節介な発言をしてしまったかと思ったが、怜士はフッと微笑を浮かべる。

　そして、「迷惑なわけないだろ」と、また沙帆の頭を優しくなでた。




　床の上を行ったり来たりするモップの毛束を見つめながら、沙帆は小さく息を吐き出す。

　午後になり、花梨と別れて病院内のモップがけをひとり黙々と行なっている。

　そして時折、さっき会って話した怜士のことを思い返しては、鼓動が忙しなくなるのを感じていた。

　お互いの自由とエゴのために結んだ婚約。

　それなのに、ふとした時に向けられる微笑みや優しさに胸が高鳴ってしまう。

　怜士の方はなんの気なしに誰にでもそうしているのかもしれないけれど、沙帆はそう簡単に自己処理できない。

　この婚約をする時、沙帆は怜士のことを冷徹な人間なんだろうと思っていた。

　だって、あんな条件で婚約を迫るくらいだ。

　感情に左右されることなんてなく、他人に興味もない。

　婚約して一緒に暮らしたとしても、自分の存在なんて空気も同然なんだろうと沙帆は思っていた。

（でも、変に意識しすぎるのはダメだよね。平常心、平常心……）

「ちょっと、そこの掃除のおばさん」

　気持ちを静め、真剣に手もとのモップを動かし始めた時だった。

　後方近くから声をかけられて手を止める。

（私……？　でも、今おばさんって……）

　さすがにまだおばさんと言われる年ではないと思いながら振り返った沙帆だったが、そこに立っていたのはあきらかに自分より若い女の子だった。

　高校生……じゃなかったとしても、十代後半は間違いないだろう。

　色素の薄いふわふわのセミロングヘアで、長そうな前髪を斜めにしてピンで留めている。

　色白で、黒目がちの、印象的な瞳の持ち主だ。

　でも、この病院に入院しているらしく、服装は前ボタンのピンク色の寝間着を身につけている。

　おばさんなんて呼ぶとは失礼な！と思った沙帆だったが、彼女から見れば十分二十代半ばの自分はおばさんなんだろうとあきらめがついた。

「私……ですか？」

　周囲にほかに呼び止められるような人の姿はない。

　なにより、彼女の目が真っ直ぐ沙帆の顔を捉えていて、聞くまでもない質問だった。

「怜士先生と、どういう関係なの？」

　思わぬ名前が彼女の口から飛び出してきて、沙帆はあからさまに目を見開いてしまった。

　その反応を見て、彼女は沙帆との距離をじりっと詰めてくる。

「あの、私は、その……」

　この女の子はきっと怜士の患者だろうと察した沙帆は、怜士との〝表向きな関係〟を今ここで言っていいものなのかと悩んで口ごもる。

　考えてみれば、そういった大事な話をしていなかった。

　黙る沙帆を見る彼女の目が鋭く尖とがる。と同時、結ばれていた唇が大きく開いた。

「怜士先生は私のものよ。たぶらかさないで！」

　突然のことに、沙帆はぽかんと開いた口が塞がらなかった。

（いやいやいや、ちょっと待って。どういうこと？）

　完全に敵視した目が、沙帆に鋭く突き刺さる。

「お嬢様、咲さく良らお嬢様！」

　そんな時、向こうから初老の女性が慌てた様子でこちらに向かって駆けてくるのが沙帆の目に入った。

　どうやら、この目の前にいる彼女を捜していたらしく、飛んでくるとそっと彼女の腕に手を添える。

「お体に障ります。さ、戻りましょう」

　そう声をかけられても、咲良はじっと沙帆を凝視していた。

　腕を引き、初老の女性は無言で沙帆に頭を下げていった。




　翌日、午後一時――。

　毎週一度訪れている雑居ビルの清掃を終え、沙帆は午前中で営業所を後にした。

　スマホで検索し、『鷹取総合病院』の最寄駅と行き方を調べて、予定していた時間通りに到着した。病院は、駅前といっていい位置にあった。

　地上二十階以上ありそうな駅前タワーの、一階から七階までが入院施設を含めた病院フロアで、その上はマンションになっているようだ。

　開院百周年と聞いて、沙帆は勝手に歴史ある建物を想像していた。

　しかし、想像していた病院とはまったく違っていた。

　ビルの一階にある病院入り口からガラスの自動ドアを入っていくと、二枚目の自動ドアとの間の壁に、病院案内板が掲げられていた。

　診療科目を見ると、内科、外科から始まり、専門的な呼吸器内科、消化器内科、心臓外科、脳神経外科、消化器外科、乳腺外科、形成外科、歯科口腔外科。

　そのほかにもリウマチ科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、婦人科、リハビリテーション科など、科目は多岐にわたるようだ。

　二枚目の自動ドアを入ると、正面には広い待合ロビーが広がる。

　右手にはシックなブラウンの木目調の受付カウンターがあり、外来受付と会計、入院受付の窓口、さらにその横には再診用の自動受付機なども設置されている。

　患者は各々自分の受付を行い、目的の診療科目のある階へと向かっていく。

　沙帆は怜士に連絡しようと、バッグからスマホを取り出して、一瞬考える。

　仕事中、いつでもスマホに入った電話を取れるとは限らない。

　考えた結果、沙帆は控えめな足取りで受付カウンターへと近づいていった。

「あの、すみません……三角と申しますが、こちらの、心臓血管外科の鷹取怜士さんを訪ねてきたのですが」

　外来受付に控える女性にそう声をかけると、一瞬ハッとしたような顔をされ、沙帆はどきりとする。

　でも話が通っているのか「そちらにお掛けになって少々お待ちください」と言われた。

　来院した患者たちが掛ける場所に元気な自分が座るのも悪いと思った沙帆は、邪魔にならないように隅の方で立って待機する。

　病院といっても近代的な内装で、まるでホテルのロビーのようだ。

　すぐそばに置かれた観葉植物の横に、肖像彫刻が飾られている。

　数歩近づいて見てみると、〝創立者 鷹取源げん次じ郎ろう〟と記されていた。

「沙帆」

　すぐ背後から名前を呼ばれて振り向くと、そこにはいつのまにか怜士が立っていた。

　大学病院で見かける時と同じ白衣をまとっている。

「迷わず来れたか」

「はい。でも、こんなビルに病院が入っているとは驚きました」

「なんだ、その荷物は」

　沙帆が自分の荷物と別に持ってきていた大きな手提げカバンを目にして、怜士は眉根を寄せる。

「あ、仕事道具を見繕ってきました」

　たいしたことではないといった様子で沙帆が答えると、怜士は即座にその荷物を沙帆から取り上げた。

「わざわざ持ってこなくても、だいたいのものならここにも用意がある」

　そう言いながら沙帆の背をとんと押し、「行くぞ」と病院内を奥へと進んでいく。

「あ……なるほど。たしかに、そうですね」

「いや、まさか担いでくるなんて思ってもみなかったから、先に伝えてなくて悪かった」

「どうして怜士さんが謝るんですか？　私が確かめもしなかったのが悪いんですよ」

　そんな話をしながら一階の奥へと進んでいくと、健診センターや救急搬送口などが目に入る。

　交差する廊下を曲がり、やがて突きあたりへと近づくと、怜士は右手にある木目調で焦げ茶色の扉の前で立ち止まった。

　そこには『副院長室』というプレートがつけられている。

　なんとなく振り返ると、向かいのドアの横には『病院長室』とあり、沙帆は咄嗟に「あの」と怜士に声をかけた。

「お義父様にご挨拶をした方がいいですよね？」

　すると、怜士は扉を開けながら「ああ、今日はここにはいない」と言う。

「そうなんですか？」

「毎週木曜日は、看護学校の講師をしていて、病院を空けるんだ」

　怜士は扉を開けると先に中へ入り、扉を押さえたまま「入れ」と言って沙帆を招く。

「失礼、します……」

　室内に入ると、広々とした空間にソファとローテーブルの六人掛けの応接セットがあり、その奥の正面にデスク、背面の壁一面に本棚がある。それらはすべて黒で統一されていた。左手の大きな窓のブラインドの隙間から日が差し込んでいる。右手の壁面には大きな水槽が置かれていて、沙帆は視線を奪われる近づいてみると、色とりどりの熱帯魚が泳ぎ、エビやイソギンチャクも見えた。

（ここが怜士さんの病院での部屋か……すごく綺麗にしてるみたいだけど、掃除にも人は入れてないって言ってたっけ……？）

　第一印象では、掃除が必要な部分は特になさそうに見える。

　建物自体も新しいからかもしれないけれど、部屋はすごく綺麗だ。

　加えて、なにかが散らかっている様子もこれといってない。

「あの、特に気になる場所とかありますか？　ここを重点的に、とか」

　自分の荷物を部屋の隅に下ろして、沙帆は怜士が運び込んでくれた荷物に近づく。

　すると振り返った怜士は「おいおい」と沙帆が控えめに部屋の隅に置いた荷物を取りに向かい、それをソファの上に移動させた。

「まさか、早速取りかかるつもりか？」

「え……はい」

　迷いなく返事してきた沙帆に、怜士はふうと小さく息をつく。

　荷物の前に立つ沙帆へと近づき、いきなり両腕を引いて抱き寄せた。

（えっ、えっ、なにこれ……！）

　ぽすっと怜士の胸に収まり、彼の首から下がる聴診器が目の前で揺れる。

　体が密着した途端、沙帆の鼓動は勢いよく音を立て始めた。

「掃除は、来させるための口実だったんだけど」

「えっ……」

「真面目に仕事道具まで持ってきちゃうなら、回りくどいこと言わなきゃよかったな」

　自分の腕で包んだ沙帆を優しく抱きしめた怜士は、沙帆の髪に唇を寄せる。

　突然のことに沙帆は激しく動揺して「あ、あの」と、怜士の胸もとを両手で弱く押し返した。

　素直に体を離した怜士は、真っ赤になってしまった沙帆の顔を目にしてフッと笑う。

　そして、白衣を翻し奥のデスクへと向かっていってしまった。

「婚約者をお披露目しておこうと思ってな」

「え……？」

「今日は自分の婚約者が訪ねてくるからと、受付にも知らせておいたんだ」

　そう言われて、沙帆は今さっきのことを思い出す。

　外来受付で声をかけた時、怜士を訪ねてきたと名乗ると、応対した女性はハッとしたような表情を一瞬覗かせた。

　あの反応は、〝この人が副院長の婚約者なのか〟という意味だったのだ。

「今頃、沙帆のことが話題に上がって、放っといても病院内に沙帆が来たことが広まるだろうな」

　満足気な怜士を見て、もしかしたらこの病院の中でも、そんな噂が広まってほしい事情があるのかもしれないと沙帆は勘ぐる。

（働いてる看護師さんとかに、言い寄られていたりとか……？）

　樹が以前にそんなことに困っていた。

　従業員ゆえ、邪険にできない部分もあり、頭を悩ませていたことを思い出す。

　直接本人がなにかアクションを起こすより、噂や人からの情報で婚約されたと知れば、あきらめもつくかもしれない。

「そうだったんですか……私はてっきり、本当にお掃除の仕事があると思って。でも、せっかくですから――」

　今日はそのつもりで訪れたのだ。

　口実と言われても、沙帆はかまわず持ってきた荷物からクリーナーやクロスを取り出す。

　今は仕事のユニフォームを着ていないから、念のため持参してきたいつもプライベートで使っている小花柄のエプロンを装着した。

「お掃除していきますね」

　やっぱり掃除をしていくという沙帆の様子に、怜士は観念したのかデスクに着く。

「そこまで気合を入れてやるところはないはずだぞ？」と仕方なさそうに笑った。

　怜士の言った通り、絨毯になっている床、壁や天井も、設置されている棚類やデスクなどを含めても特に目に留まるところはなかった。

　一通り拭き掃除をし、最後に絨毯の清掃を行っていく。

　本棚の前から丁寧に作業をしていきながら、ふと、デスクに着いて書き物をしている怜士の手もとが目に留まる。

　なにを書いているのかと見てみると、そこには診療情報提供書とあり、書面の下部に署名をして判を押していた。

　どうやら紹介状の返事を書いているようだ。

　その傍らには【鷹取怜士先生 御机下】と、まだ開封されていない何通かの紹介状が重ねて置かれてある。

「どうした？」

「あっ、いえ……」

　ついぽけっとその手もとを見てしまっていた沙帆は、慌ててカーペットクリーナーの柄を握る。

　再び書面に目を落とした怜士の横で掃除を再開しながら、沙帆は話しかけていいものかと遠慮がちに口を開いた。

「いつもの大学病院と、ご実家のこの病院と、お忙しいんですね……」

　沙帆には怜士の仕事の内容は詳しくはよくわからない。

　ただ、二箇所の病院を行き来し、外来にもオペにも入り、当直もしているのだから多忙でないはずがない。

「まぁ……自分の限界を超えない範囲でやってるつもりだから、そこまでキツいと思ったことはない」

「そう、ですか……」

「それに、好きでやってる仕事だからな。毎日あっという間に終わってく」

　そう話す怜士の横顔は穏やかでいて、書面に落とされた目はギラギラと輝いて沙帆の目に映る。

　心から好きだと思っていることがありありと伝わってきて、沙帆は黙って自分の仕事を再開した。

「あ……そういえば……」

　怜士の仕事について話していたら、ふと、昨日の出来事が思い出された。

　突然現れて、敵意をむき出しにした視線で沙帆を凝視し、極めつけには『たぶらかさないで』。

　あの咲良という彼女は、怜士の患者なのだろうか。

「昨日、病院で女の子に話しかけられまして……女の子といっても、十代後半くらいの」

「咲良か」

「えっ……」

　まだそこまで情報を与えていないのに、怜士は即答で名前を言いあてる。

　さらに下の名前を呼び捨てで呼んだことに、沙帆はまた掃除の手を止めていた。

「なにを言われた」

　さらさらとペンは動かしたまま、怜士は問いかける。

「あ、いえ、たいしたことは……怜士さんとどういう関係なのかとか、怜士さんをたぶらかさないでとか」

「結構すごいこと言われてるぞ、それ」

　やっぱり書面に目を落としたまま、怜士の横顔には微笑が浮かぶ。

「少し、驚きましたけど……でも、きっと怜士さんの患者さんなんだろうなって」

「去年オペをして、それから事情があって主治医になったんだ」

　ペンを置いた怜士は、次にデスクの引き出しからカッターナイフを取り出し、未開封の紹介状の封を切っていく。

「事情……ですか」

「先天性心疾患の難病で、普通の子どものような生活を送れないんだ。じきに、心臓移植のオペをすることになると思うが」

「じゃあ、入院生活も長いんですね……」

「本来なら、高校に通っているはずだが、普通の人間があたり前にする日常生活すらも心臓に負担がかかるからな」

　学校に通うことも叶わず、長い入院生活を送っているなんて不憫でならない。

（十代後半の楽しい時期を、彼女は病院で過ごしているのか……）

「それまで多くの医者にかかってきたらしいが、どうも相性が悪かったとかで、治療もうまくいってなかったらしい」

「それで、怜士さんが……？」

「俺もあっちの病院は協力医で行ってるだけだからな。たまたま診たのがきっかけで、彼女のご両親から主治医になってほしいと頼まれたんだ」

　紹介状を眺めていた怜士は、デスクの上に置かれたパソコンのモニターへと視線を上げる。

　カタカタと数字を打ち込むと、画面には電子カルテが現れた。

「で？　俺とはどういう関係だと言ったんだ？」

　そう聞いた怜士は、画面をスクロースしながらも口角を上げてどこか意地悪く笑みを浮かべている。

　その表情に、なぜかこの間のキスがフラッシュバックしてきてしまった。

　ギクリとした沙帆は怜士から目を逸らし、無駄にクリーナーを働かす。

「特に、なにも言ってません。そもそも、誰にどこまで言っていいのかも聞いていなかったですし……」

「なにも隠すことはないだろ。婚約は正式なものだし」

　あっさりと言い放った怜士は、さらに「むしろ周知させるための婚約なんだから」と付け加える。

「そうかもしれないですけど、あの場では、そんなことを言える空気ではなかったですよ」

　あんなふうにあからさまに牽制されたことは人生初めてのことだった。

　でも、思い返してみれば彼女のあの言動は、怜士への想いが詰まったものだったのだ。

「彼女、怜士さんに想いを寄せているってことですよね……？」

「ああ、何度も好きだと言われてる」

「えっ！」

　包み隠さず返ってきた言葉に、沙帆の声のボリュームが上がる。

　それも気にせず、怜士は鮮やかなタッチタイピングを続ける。

「結婚してくれとまで言ってる。相当気に入られてんな」

「じゃ、じゃあ余計婚約者だなんて言えません！　それに……」

　今の咲良にとって、病院での生活の中で怜士の存在は大きいに違いない。

　怜士が主治医であるから、余儀なくされている病院生活も治療もがんばれているのだと沙帆には思えた。

「怜士さんの存在は、彼女の支えになっているんだと思うんです。だから、私が積極的にそれを壊すのは、やっぱりできないです」

　キーボードから指を離した怜士は、ゆったりとした動作でチェアから立ち上がる。

　そして、そばに立っていた沙帆の頭をポンとなで、近くの収納棚へと足を運んだ。

　そこからファイルを取り出し、中からなにかを探し始める。

「たしかに、沙帆の言い分にも一理あるな。下手に煽あおって、発作でも起きたらシャレにならない」

　怜士は冗談のような口振りで言うけれど、咲良は心疾患を持っているのだ。

　心労は絶対によくないはず。

「そうですよ！　そんなことになったら、本当に取り返しがつかないですから！」

「わかったよ、そうムキになるな。そんな心配されないように、治癒させるつもりで、彼女のことはずっと診てきてる」

　不真面目に見えていた怜士の表情が一変、今まで沙帆が見たことがなかった医師の顔を覗かせる。

　内に秘めた気迫を感じて、沙帆は「そう、ですか……」と言うので精いっぱいだった。

「そうだ、今日はこの後、なにか予定はあるのか？」

「え、今日これから、ですか？　いえ、特には。食事の買い物でもして、帰ろうかと」

「それなら、一緒に帰ろう。連れていきたいところがある」

　怜士はそう言い、デスク上の書類を手にすると、「すぐに戻る」とひと言残して足早に部屋を出ていった。










エンゲージリングは小道具のひとつ




　外来診療は午前で終わり、午後にオペも入っていないため、十五時を回った頃に怜士は白衣を脱いだ。

　ふたり揃って部屋を後にし、沙帆は控えめにスーツ姿の怜士の背中に続く。ふたりが一階フロアを歩いていくと、廊下でケーシージャケットの白衣に身を包んだ看護師たちに出くわした。

「お疲れさま」

　先に怜士が声をかけると、四人の看護師たちは口々に「お疲れさまです！」と弾んだ声をあげる。

『キャー』とでも言いそうなそわそわとした様子ですれ違うと、そのうちのひとりが沙帆を見てコソコソと残り三人に話しかけていた。

　なにげなく沙帆が背後を振り返ると、四人揃って沙帆たちを振り返っている。

　ギョッとして、沙帆は慌てて前を向いた。

（本当に受付から病院内に噂が広まってるのかも……）

　さっき怜士が言っていたことを思い出し、沙帆は小さく息を吐き出した。

　病院の入るビルの地下二階駐車場に、怜士の愛車はあった。

　出口ゲートをくぐり、車は地上へと出ていく。

　ハンドルを握る怜士の横顔を眺め、沙帆は改めて感嘆のため息が漏れ出ていた。

　いつ、どの角度から見ても端正で美しい顔をしている。

　置き物として飾ってあったら、いつまでも眺めていられる気がするのだ。

「なに、そんな見つめて」

「えっ……！　あの、今から、どちらに？」

　ごまかそうとして慌てて質問したものの、すべて見透かされている様子。

　怜士はフッと鼻で笑う。

「どこだと思う？　俺たちにとって重要なところなんだけど」

（重要なところ……？）

「……わからないです」

　沙帆にはまったく見当がつかない。

　黙って考え込む沙帆に、怜士は「着けばわかる」としか言ってくれなかった。




　どこだろうと思いながら車窓を流れる景色を見つめていると、車はやがてオフィスビル街へと入っていく。

　路上パーキングに駐車すると、怜士はすぐに助手席へと回り沙帆に手を差し出した。

　その手にどきりとしながらも、そっと手を重ねる。

　深い意味もなく、〝仲睦まじい婚約者〟を演じているだけと頭ではわかっているものの、覚え始めてしまった怜士の手の感触や温かさに、なにか特別な感情が込められているような勘違いをしてしまいそうになる。

　怜士の沙帆に対する振る舞いは演じていることを忘れてしまいそうなほど自然で、沙帆は心を許してしまいそうになる自分を必死に抑えていた。

　手をつないで歩きだしてからうかがうように怜士を見上げてみると、やはり沙帆のように特になにかを感じている様子は見受けられなかった。

「えっ、ここ、ですか？」

　怜士が手を引き向かっていく場所に、沙帆は思わず声をあげる。

　オフィスビルが多く建ち並ぶその一角の、交差点の角一階。

　ブランドロゴを掲げ、ガラス張りの入り口の横には、外国人モデルがアクセサリーを身につける大きなパネルが目に入る。

「エンゲージリングをまだ手に入れてなかったからな」

「エ、エンゲージ、リング……！」

　唐突なフレーズに、沙帆は怯んでしまった。

（エンゲージリングって、婚約指輪だよね!?　あの、大きなダイアモンドとかのってる、あれだよね!?）

　そうこうしているうちに店舗に足を踏み入れてしまい、店内に漂う格式高い雰囲気に鼓動が速まった。

　男性に連れられアクセサリーを見に行くことなんて、沙帆の人生において初めての経験。

　どんな顔をしたらいいのかもわからず、ついうつむき加減になってくる。

　そばから「いらっしゃいませ」と女性の声が聞こえてきて、沙帆はそっと視線を上げた。

「本日は、どういったものをお探しで」

「エンゲージリングを見せてもらいたいのですが」

　普段は耳にすることのない丁寧な口調で怜士は伝えると、店舗スタッフはすかさず「それは、おめでとうございます」と祝いの言葉を添える。

　そして「ご案内いたします」と、そつのない所作でふたりを奥へと案内した。

　ガラスのショーケースには、大きく等間隔を空けてホワイトのステージにリングがディスプレイされている。

　スタッフの女性に、どのようなものがいいかと問われると、怜士は沙帆の背にそっと手を触れる。

「どんなのが好き？」

「えっ……そう、ですね……」

　横から怜士に顔を覗かれ、正面からはスタッフの女性に愛想よく微笑まれ、高まる緊張に沙帆の頭はうまく働かない。

　ふたりの視線から逃れるようにガラスケースの中に目を落としても、それはそれで輝くジュエリーに動揺してしまった。

「お好みもあるかと思うのですが、エンゲージリングはこちらのスリーストーンのものや、リボンデザインのものが人気があります。シンプルなものがお好みですと――」

　スタッフの説明を耳にしながらも、沙帆は視線をさまよわせる。

　そんな沙帆の様子に、怜士は耳もとに唇を寄せた。

「沙帆、どれがいい？　君の一番気に入るものを選べばいい」

「気に入るものって……どれも、素敵ですけど……」

　なにか言いづらそうに声を潜める沙帆の様子に、怜士は女性スタッフに「少しふたりで見させてもらえるかな」と申し出る。

　スタッフは「ごゆっくりどうぞ」と上品な微笑を浮かべて離れていった。

「すみません、ありがとうございます……」

「どうした」

「いえ。突然のことだったので、頭がついていかなくて……すみません」

　スーパーで買い物をして帰ろうと思っていたのに、エンゲージリングを求めて一流ブランドショップを訪れるという急展開になってしまった。

　加えて、その辺のお店でショッピングでもするノリで「どれがいい？」と言われても、怯んでしまう。

「なんだ、謝ってばっかだな」

　怜士はフッと笑って、ガラスケースの中に目を落とした。

「そんなに悩まないで、好きだと思うものを選べばいいだろ。エンゲージリングは、小道具のひとつなんだし」

（小道具……？）

　さらりと出てきた怜士のその言葉に、沙帆は今になってハッと覚醒した気がした。

　こんな場所にエスコートされて、つい〝本物の婚約者のような錯覚〟に陥っていた。

　だけど違う。

　このエンゲージリングは、偽の婚約のために必要なもの。

　怜士の『小道具のひとつ』という言い方に、肩の荷が下りたような思いだった。

「そっか……そう、ですよね」

　だけどそれと同時に、虚むなしいような、悲しいような、複雑な想いが胸を覆っていく。

　ひとり落ち着かない気持ちになった自分に嫌気が差した。

「では……シンプルなものにします。この、あまり石の大きくないもので」

　エンゲージリングなんて恐れ多い、だとか、こんな高価なもの、だとか、そういう〝本物の婚約者〟が感じる感情は自分には不必要であること。

　沙帆はそれに気づかされて、淡々と商品選びに専念する。

　戻ってきた女性スタッフに促されて、奥の席へと案内されていった。

　最後までご丁寧にお見送りを受け、ふたりはブランドショップを後にした。




　店を出てすぐに怜士に手を取られ、車までエスコートされる。

　西に日が落ちてきた空は、オレンジ色の光を街に落としていた。

　十一月が迫り、日もだいぶ短くなってきている。

「あの、ありがとうございました」

　車を出した怜士に、沙帆は改めて礼を口にする。

「必要なものとはいえ、高額なものを購入していただいて……」

　お互いの事情での政略結婚で、必要があって購入するものだからと、沙帆はこっそり怜士に「私も一部出します」と申し出ていた。

　しかし、即答で「必要ない」と返され、話はあっさり終了した。

「気にすることじゃない。これも婚約の、儀式のひとつだからな」

（婚約の儀式のひとつ、か……）

　現実に気づくまで、沙帆はありえない錯覚に陥っていた。

　つないだ手を引かれて入るジュエリーショップ。

　ガラスケースを前に背中に添えられた手と、「どんなのが好き？」とささやいた声。

　切れ長の綺麗な目が、輝くリングに注がれているのを目にしたあの瞬間――。

　その一瞬一瞬に自分の立場を忘れ、沙帆は自分が怜士の本物の婚約者のような夢をみていた。

　しかし、〝小道具のひとつ〟というひと言でその夢はパチンと醒さめた。

「帰る前にどこか、食材の買い物ができるところに寄ってもらえますか？」

「ああ、そうだったな」

「今日は、この後は……？」

　一緒に住み始めてから少しが経つが、いまだに家で夕食を共にしたことがない。

　当直で不在だったり、会合や会食があったりと、沙帆が夕食を食べようとする時間に怜士が家にいないのだ。

「今日はもう特になにもない。急に呼び出されたりしなければだけど」

「それじゃあ、なにか食べたいものとかありますか？」

　珍しいなと思いながら、沙帆の声は自然と明るくなる。

　ひとりで食べるご飯より、誰かと食べるご飯の方が断然おいしいからだ。

「そうだな……なんでも食べる方だけど」

「そうなんですか？　そういえば、なにが好きでなにが嫌いとかも聞いてなかったので……」

　事情だけが先行して一緒に住んでいるけれど、互いのことはよく知らないまま。

　せめて食べ物の好みくらいは知っておきたいものだ。

　それを沙帆に知られるのは、怜士にとって不都合はないはずだと沙帆は思う。

「じゃあ、今日はせっかくなので今後のために教えてくださいね」




　沙帆の希望通り、怜士は住まいのタワーマンションからほど近いスーパーマーケットに車を走らせ、ふたりで立ち寄った。

　すんなり駐車場に入ったけれど、あのマンションの部屋を購入してから今日までこのスーパーに怜士が来たことは一度もない。

　今日寄ってくれと言われなければ、きっと入ることもなかっただろうと、入り口付近でカゴを手にした沙帆を目にして怜士は思っていた。

「あっ、すみません」

　怜士がそのカゴを取り上げると、沙帆はすかさずペコッと頭を下げる。

　言おうとしてというわけではなく、自然と謙虚な姿勢が身についているといった感じだ。

　それは、さかのぼること約二ヶ月半前――両親からたまには見合いでもしてみないかと言われて見せられた写真に、怜士がぎょっとしたのは言うまでもない。

　沙帆との最初の出会いは事故のようなものだった。

　八月のあの日、怜士はあのホテルで行われていた心臓病学会の学術大会後にある、イブニングセミナーの講師として招かれていた。

　会場へと向かおうとホテル一階フロアを歩いている時、向かいからふらふらとやってきたのが沙帆だった。

　通りすがりに真横でボテッと音がして足を止めると、絨毯の上にスマートフォンが落ちていた。

　すれ違った彼女を振り返ると、スマホを落としたことにも気づかず、歩いていくうしろ姿が見えた。

　怜士が『落としましたよ』とかけた声も届かず、その歩みは次第に速度を上げていった。

　仕方なく怜士は後を追っていくものの、沙帆は肩からかけたバッグの片方のハンドルを落としていて、中に入っていた物を次々に落としながら歩いていた。

　怜士がそれを拾いながら何度か声をかけるものの、一向に気づく気配がないまま、沙帆は吸い込まれるようにプールにダイブした。

　彼女の顔色がよくなかった気がして、怜士は咄嗟に後を追って飛び込んでいた。

　しかし、助けた沙帆に体調不良はなかった。プールに落ちるほど意識が朦朧としていたのは、付き合っていた男の浮気現場に遭遇したことが原因になっているようだった。

　そしてその時、沙帆は言った。

『だから、医者は嫌なのよ』と……。

　その後、怜士は予期せず職場で沙帆との再会を果たした。さらにその一週間後、怜士に沙帆との見合いの話が舞い込んできたのだった。

　その時、怜士の頭にある思いがよぎった。

　ホテルでの出会いと職場での偶然の再会――この縁を含めて、沙帆は自分の要求をのんで受け入れることのできる唯一の相手だと怜士は考えた。

〝医者が嫌い〟

　そう言った彼女なら、医業に従事する自分に決して執着することもないだろうと怜士は思った。彼女にとって都合のいい条件を出せば、表向きの婚約者として一定期間存在してくれるかもしれない、とも。

　だから、怜士は両親に返事をした。彼女と会ってみる、と――。

「食べられない野菜とか、ないですか？」

　青果コーナーを見て回りながら、沙帆はうしろに続く怜士を振り返る。

　怜士はふと、食べられない野菜なんかを聞かれたのはいつぶりだろうと、考えていた。

「今は、特にない。子どもの頃は、ピーマンがダメだったけど」

　怜士の返答に、沙帆はいきなりぷっと噴き出す。

「え、意外なんですけど！　ピーマン、ですか？」

　続けてクスクスと笑われて、怜士は眉間にシワを寄せる。

　そんなふうに笑われると、どこか子ども扱いされたようで、怜士としてはおもしろくない。

　ムッとしたままえくぼをつくっている沙帆の片頬をつまむと、肩を震わせて笑顔が飛んでいった。

「笑いすぎだ」

「だ、だって！」

　言い返そうとしながらも、沙帆の頬は赤みを帯びていく。

　それを目にした怜士はもう少しいじめてやろうと、顎を掬すくうようにして沙帆の両頬を口もとへ寄せ集めた。

　ますます赤くなって視線が定まらなくなっている沙帆の姿に、怜士は密かにかわいらしいと思ってしまう。

「なんだよ」

　見る見るうちに耳まで赤くなっていって、沙帆はその手から逃れるように自らの両手で怜士の悪戯な手を引き剥がした。

　少しひんやりと冷たい沙帆の手が、下ろした怜士の手から離れていく。

「その、なんていうか、イメージじゃなかったんですよ。食べれないものとか、全然なさそうというか。ピーマンが嫌いだったとか、子どもみたい……」

「だから、それは子どもの頃の話だって言っただろ」

「あ、そっか。じゃあ、肉詰めピーマンとか、今は食べられるんですね」

　他愛ない会話を繰り広げながら、沙帆はレタスひと玉とミニトマト一パック、それからクレソンの束とニンニクをカゴに入れていく。

「後は、お肉のコーナーに行きますね」

　すでになにを作るか考えているらしい沙帆は、テキパキと品物を選び買い物を終わらせた。




　両親共に医師だという沙帆の境遇は、怜士のそれとよく似たものだった。

『私から両親を奪う憎っくき仕事』

　沙帆は医師をそう非難していた。

　幼い頃から両親が医師ゆえ、寂しい思いをしてきたのだろうと怜士は察した。

　それがわかるのは、自分も同じような思いをした記憶が存在していたからだ。

「ああ……なんか食後のデザート的なもの買ってくればよかった」

　助手席で買ったものを抱えながら、沙帆はポツリとつぶやく。

　仕事終わりの予定として買い物をして帰るつもりだったからか、沙帆はしっかりマイバッグを持参していて、レジでビニール袋はいらないと伝えていた。

　両親が医師という沙帆の家には、家政婦の存在があったことを怜士は挨拶に訪れた際に確認している。

　そういう環境で育っているにもかかわらず、買い物をするのにエコバッグを持っていくようなところに、怜士はひそかに感心していた。

「甘いものが好きなのか」

「はい、かなり。あっ、あそこの、見えますか？　今日はお休みで閉まってますけど」

　そう言った沙帆が身を乗り出すようにして、フロントガラスの先を指差す。

　赤信号で停車して怜士がその指先をたどると、レンガと黒いガラス抜きされた扉がクラシカルな雰囲気の店が遠くに見えた。

「あのお店のケーキがめちゃくちゃおいしいんです！」

　声を弾ませて沙帆は言う。

「有名なのはベイクドチーズケーキなんですけど、ショートケーキがほんとおいしくて。生クリームが違うんですよ！　でも、うちの母はあの店のアップルパイが好きで、よく買ってくるんですけどね。そのアップルパイも実がごろごろ入ってて――」

　真剣に力説する様子は、かなり楽しそうに見える。

（なに、そんなに好きなの？　目キラキラさせちゃって）

　怜士はそんな沙帆の姿に、つい口もとが緩む。

　ひそかに笑われていることに気づいた沙帆はハッとして、〝やってしまった！〟みたいな恥ずかしそうな顔を見せた。

　こんなふうにいろんな表情を見せてくれるようになった沙帆に、怜士は少しの愛おしさを感じていた。

気づけばこうして、沙帆を目にして癒されている自分がいる。初めて覚える不思議な感覚だが、それが妙に心地よく感じるのだ。

「怜士さんは甘いものは、嫌いですか？」

「あまり自分から好んでは食べないな」

「そうですか……」

「でも、そこまで絶賛されてるなら、一回くらいは食べてみてもいいかもな」

　穏やかな怜士の返事に、沙帆はパッと表情を明るくさせる。

「はい！　じゃあ、今度機会があったら！」

　そのころころと変わる豊かな表情に、怜士はまたフッと笑みを浮かべていた。




　マンションに帰ってきたのは、時計の針が十八時を回った頃だった。

　帰宅すると、沙帆は早速エプロンを身につけ、キッチンに立つ。

　さっきスーパーで精肉コーナーに向かった沙帆は、『入り口にあった本日の特売の貼り紙に、この厚切りビーフがお買い得ってあったので』と三百グラムほどの一パックを手に取った。

　いったい、なにを作るのだろうかと怜士は横から沙帆の様子をうかがう。

　一番に炊飯器にお米をセットすると、買ってきたレタスを数枚剥がし、水を張ったボウルの中に沈ませる。ミニトマトも数個出してその中に落とした。続いてクレソンの束を取り出し水洗いする。

　その手際のよさに黙って見入っていると、沙帆は「怜士さん、暇ですか？」と小首をかしげた。

「もし暇なら、このお肉を切ってもらっていいですか？　私、ご飯炊けるまでの間にスープを作りたいので」

「肉を、切る？　俺が？」

「得意ですよね？　肉切るの」

　そう言った沙帆はクスッと笑って「な～んちゃって」とおどける。

　どうやら仕事でメスを持つことを言っているらしい。

「それとこれはまったく別物だろ」

　そう反論しながらも、怜士はシンクで手を洗い始める。

　考えてみれば、キッチンに立つことも、まな板と包丁を使うことも初めての経験かもしれないと怜士は思った。

「たしかに。でも、考えないでできますから、その肉は。きっと簡単ですよ」

　まな板と包丁を用意し、「お願いします」と沙帆は場所を空ける。

「ひと口大くらいに切ってください。厚いところは薄くしてもらってもいいです」

　怜士に肉の処理を任せた沙帆は鍋を用意して、怜士のとなりで冷蔵庫から出してきた玉ねぎの皮を剥き始める。

　白い姿になった玉ねぎを、沙帆は華麗な包丁さばきで薄くスライスしていく。

　トントンとリズミカルなその音に、怜士は包丁を握ったままじっと見入っていた。

「すごいな、慣れてる……」

「そんなことないです、たまに指切ったりしますし」

　謙遜しながらも、その速度は落とされない。

　が……。

「あっ、ダメだ、きた……」

　急に包丁を置き、ぎゅっと硬く目をつぶる沙帆。

　どうやら玉ねぎが目にしみたらしく、まぶたがビクビクと痙けい攣れんを起こしている。

　怜士は横からその様子を目にして、つい包丁を置いて沙帆の頬に手を伸ばしていた。

「あっ……」

　触れてきた怜士の指の感触に、沙帆は驚いた声を漏らす。

　それでも普通に目を開けることができず、薄目を開けてはすぐにぎゅっとつむってしまう。

　早く目を開けようと震えるまぶたと、滲み出てくる涙に、怜士は沙帆の頬を両手で包み込み唇を寄せた。

「っ……怜士、さん？」

　そっとまぶたに口づけを落とすと、沙帆は無理してしみる目をこじ開ける。

　潤んだ目で怜士を見上げると、例のごとくその顔は一気に紅潮していった。

　沙帆のぷっくりとした唇を、このまま奪ってしまいたい衝動に駆られる。

　しかしそこをぐっとこらえ、怜士は沙帆の頬をひとなでしてから手を引っ込めた。

　一緒に過ごす時間の中で、沙帆が見せる豊かな表情にいつの間にか惹きつけられていた。

　知らなかった一面を見せられるたび、もっと知りたいと貪欲になっていく。

　怜士は生まれて初めて強く感じる感情に戸惑っていた。

「泣きすぎ」

「だ、だって……玉ねぎ苦手なんです」

　次第に開いてきた目をパチパチと瞬かせ、沙帆は再び包丁を握った。




　それから沙帆はあめ色になるまで玉ねぎを炒め、オニオンスープを作った。

　耐熱のスープ皿にそれを移し、小さくカットしたパンとチーズをのせ、オーブンで焼いていく。

　今度はその間にフライパンに牛脂をのせ、スライスしておいたニンニクを炒めると、続いて怜士の切った牛肉を焼き色がつくまで火にかけた。

　香りづけでワインを入れると、フライパンの上に炎が上がる。

　それで仕上げかと思いきや、沙帆は炊きたてのご飯をいい感じに焼き上がった牛肉のフライパンに投入する。

　フライパンを振って混ぜ合わせ、岩塩と数種類のハーブ、ブラックペッパーで味を調整し、ざく切りしたクレソンを加えていく。

　全体が混ざると、すでに野菜を盛りつけておいた皿へと取り分けた。

「……斬新な料理だな」

　鉄板で焼いたステーキ肉にご飯を混ぜるという発想が怜士にはなかった。

「〝ステーキライス〟です。この間連れていっていただいた時に食べたみたいな、いいお肉ならこんな食べ方勿体ないですけど、お手頃価格のステーキ肉はこんなふうに調理するとよりおいしく食べられるんですよ」

　できあがった料理を、沙帆はテキパキとダイニングテーブルに運んでいく。

　テーブルの中央には、食器類を買いに出かけた時に買ったランナーが敷かれている。

「温かいうちにいただきましょう」と沙帆に言われ、怜士は先に席に着いた。

　ここに越してきてから、この広いダイニングテーブルでちゃんと食事をするのも怜士は初めてだ。

　こうして、誰かと向かい合って食事をすることなんて想像もしていなかった。

　正面から沙帆が怜士を見つめ、手を合わせる。

　ふたりで揃って「いただきます」と言い、フォークを手に取った。

「……本当だ、うまい」

「ですよね!?　よかった～」

　ランクのいい肉とは違い噛みごたえがある肉だけれど、スパイシーに炒めたご飯との相性がいい。

　さらに彩りに入れただけと思ったクレソンが味のアクセントになっていて、怜士の想像を超えるおいしさだった。

「正直、米を入れた時は〝やっちゃったな〟と思ったけど、ほんとうまいよ」

　怜士の言葉に、沙帆はフォークを口に運ぶのを止め、クスクスと笑う。

　そして「やっちゃったって、ひどいですから」と抗議した。




「やっぱり、ご飯は誰かと食べるのがおいしいですね」

　食事も終盤に差しかかる頃、ミニトマトを口に運ぶ沙帆がしみじみとそう言った。

　怜士自身も、こんなふうに落ち着いた気持ちで穏やかな食事を取ったのはいつぶりだろうと思うほど、ここ何年も記憶にないことだった。

　普段の怜士は、限られた時間の中で義務的にする食事が多い。

　とりあえず倒れないために食べておく。

　怜士にとって、食事なんて生きるためにしなくてはいけない行為のひとつという程度なのだ。

「あ、でも、すみません。お疲れなのに、今日はお夕飯に付き合っていただきありがとうございました」

　前言を撤回するように改まった沙帆の言葉に、怜士は内心焦って言葉を探す。

　そんなことまったくない。

　むしろ、またこういう時間が欲しいとすら思っている。

「いや、俺の方こそ、ありがとう。久しぶりにゆっくりまともな食事ができた」

　怜士のそんな返事に、沙帆の表情はパッと明るくなり、笑顔を見せる。

「本当ですか？　肉、切らせたのに？」

「今度は、ほかのものも切る」

「えっ、じゃあ怜士さんには玉ねぎお願いしようかな」

　花が開いたような沙帆の顔を目に、怜士は胸のあたりが温かくなるの感じていた。

　共にキッチンに立ち、こんなふうに向かい合って食事を共にし、他愛ない話をして笑い合う。

　この先も、そういう時間が自然とあればきっと幸せ――。

　怜士はふと、そんなことを思っていた。










胸のざわざわ




「沙帆先輩、新しい方のガラスクリーナーって新品持ってきてましたっけ？　クリームタイプの方の」

　手に持つ缶を揺すりながら、花梨は脚立の上から沙帆を見下ろす。

「うん、たしか在庫一本持ってきてるはず。私、取ってくるよ」

「え、いいですよ、私行きます！」

「大丈夫、ちょうどダスター取りに行こうと思ってたから、ついでに見てくるね」

　脚立を下りかけた花梨が「すみません、ありがとうございます！」と言うのを背に、沙帆は駐車場に停めてある社用車にひとり向かった。

　十一月中旬――。

　秋も深まり、街のあちこちに落ち葉の絨毯が広がっている。

　青かった葉は鮮やかに紅葉し、病院前のいちょう並木には多くの人が散歩を楽しむために訪れていた。

　怜士との共同生活は、特に大きな変化もなく平穏に続いている。

　相変わらずあまり家で顔を合わすことは少ないけれど、会えば他愛ない話をする。

　一緒に買い物に行き、一緒に支度をして食事をした日以来、多めに作った料理は自由に食べてもらえるようにひと言メモを残して冷蔵庫に入れておいている。

　食べている姿は見かけないものの、毎回それは食されていて、きちんと食器まで洗っておいてくれているのだ。

　普段から忙しい仕事に加え、来年の新年明けてすぐに行われる開院百周年記念祝賀会の関係で、近頃の怜士はさらに多忙を極めている。

　沙帆はたどり着いた社用車のバックドアを開け、ラゲッジスペースをがさがさとあさる。

　花梨に頼まれたガラスクリーナーの缶を手にしたところで、楽しげな笑い声が聞こえてきてふと目を向けた。

　笑い声の主を目にした瞬間、沙帆は反射的に物であふれるラゲッジスペースの中に無理やり乗り込んでいた。

「ふう」と小さく息を吐き出し、積み込まれた機材の隙間から窓の外をそっと覗き見る。

　改めて確認すると、向こうからやってくるのは間違いなく咲良と怜士のふたりだった。

　車椅子に乗った咲良と、それをうしろから押す怜士。

　咲良は足もとにサーモンピンク色の膝掛けをかけ、肩から白いポンチョを羽織っている。

　怜士の方は普段病院で見かける白衣の姿だ。

「でも、いちょうってあんなに綺麗だと思わなかった！」

「そうか？　車椅子から座って見上げてるから余計にかもな」

　どうやら病院の前のいちょう並木でも散歩してきたらしい会話だ。

　周囲に人やエンジンのかかっている車がないため、話し声がよく聞こえてくる。

　咲良の表情は晴れ晴れとしていて、かわいくキラキラして沙帆の目に映る。

　この間、尖った目をして敵対宣言をしてきた人とは思えない。

「違うよ、怜士先生とだからに決まってるじゃん。好きな人と見るものは格別なんだよ」

「はいはい、ありがとなー」

「あー、また流すー。本当に本当だからね！」

　沙帆が近くで会話を盗み聞きしているとも知らないふたりは、会話に花を咲かせながら沙帆が隠れている車の横を通り過ぎていく。

　完全にふたりが離れていってから、沙帆はずるりと車から落ちるように外に出てきた。

　なぜだか胸のあたりがざわざわする。

　この感じがなんだかもわからないまま、沙帆はそもそもどうして自分が隠れる必要があったのかと肩を落とした。

　咄嗟に、反射的にだったが、息まで潜めてしまった。

　ドクターと患者さん、あのふたりはそういう関係だ。

　その上、咲良は高校生だと聞いている。十代の、まだ未成年の子どもだ。

　隠れてふたりの会話を耳にし、姿を目にして、なぜこんなに落ち着かない気持ちにならなくてはいけないのか意味がわからない。

（……やめやめ！　私には関係ないこと）

　沙帆は気を取り直し、積まれた段ボールの中からダスターを抜き出した。




　夕方近く、一日の作業を終えて社用車に乗り込む。

　今日はひとりが体調不良で欠勤し、三人での作業だったため、いつもなら十四時過ぎに帰れるところ十六時近い時間となってしまった。

「……あ、ごめん、一本忘れてきたみたい。取ってきます」

　荷物を積みながら、スプレーボトルを一本現場に置き去りにしてきてしまったことに気がついた。

　どんなに小さなものでも、依頼された作業現場に忘れ物をしてきてはいけないというルールがある。

　小走りに病院の通用口を入り、階段で上を目指す。

　たしか廊下の隅に邪魔にならないように置いて、後で腰袋に引っかけていこうと思ったのを忘れてきてしまったのだ。

「……あった」

　予想通りの場所で目的のものを見つけ、沙帆はつい独り言をつぶやいてしまう。

　そんな時だった。

「ちょっと」

　廊下の先から、沙帆の聞き覚えのある声と共にひとり車椅子に乗ってやってくる咲良が現れた。

「あっ……」

　沙帆は思わず声を漏らしていた。

　立ち尽くす沙帆の前まで、車椅子の車輪が近づく。

　三十センチほどの距離間で停まると、咲良はサイドのレバーを引いて車椅子をロックした。

　咲良は、座った体勢からじっと沙帆を見上げる。

　その真顔にほのかに笑みが滲んだ。

「怜士先生に聞いたわ。あなたが誰なのかって」

　咲良から怜士の名前が出てきて、沙帆の胸はどきんと大きな音を立てる。

「仕事関係のちょっとした知り合いだって言ってた。怜士先生のお家うちの病院の掃除もしてるらしいわね」

　咲良から告げられた内容に、この間の怜士との会話が真っ先に思い出された。

『下手に煽って、発作でも起きたらシャレにならない』

　怜士は自分とのことを咲良に聞かれ、彼女の体調を考慮してあたり障りのない回答をしたということだ。

　沙帆は瞬時にそう解釈した。

　だけど、また胸のあたりがざわざわと騒々しくなる。

　咲良はどこか余裕のある勝ち誇ったような微笑を浮かべていて、沙帆は不意に視線を彼女からはずしていた。

「でも、あなた怜士先生のことが好きでしょう？」

「え？」

「図星ね」

　どこをどう見て、咲良はそう思ったのだろうか。

　沙帆には図星とまで断言されるのがさっぱりだった。

「この間、怜士先生と話しているのを見た時からそう思ったわ。それに、今だって私に怜士先生の話を出されて目が動揺してたもの」

「そっ、そんなこと――」

　強い口調で言いかけて、その先の言葉を押し留めた。

（ダメだ、完全に彼女のペースに乗せられるところだった……。落ち着いて、大人な対応しないと）

　もし言い返しでもして、彼女の心臓に負担をかけたら取り返しのつかないことだ。

　なにを言われても、我慢して受け流すしかない。

「あら、違う？　そうやって言い返そうとするあたり、怪しいけど」

「…………」

　会話を拒否した沙帆を、咲良は容赦なく追いつめる。

「でもね、あきらめておいてね、今のうちに。この間も言ったけど、怜士先生は私のものだから」

　怜士のように受け流すくらいじゃないとダメだと、頭ではわかっていてもにこりと笑うことも難しい。

　その代わりに、咲良の口もとが妖しく笑みを浮かべた。

「怜士先生、私のことならなんでも知ってるのよ……私の体も」

（え……？）

　沙帆のピクリと動いた表情を見逃さなかった咲良は、ふふっと優雅に笑ってみせる。

「だって、そうでしょう？　怜士先生は私の主治医なんだから。オペをしているんだし」

　決して卑ひ猥わいな意味ではないのに、みだりがわしい意味に取ってしまった自分にどきりとする。

　沙帆は無意識のうちにぺこりと頭を下げ、逃げるようにその場から駆け出していた。




　その日の夜――。

　沙帆は実家を訪れていた。

　怜士とマンションでの暮らしを始める時は、使わないだろうと思って持ち出さなかった物が結局必要になって取りに帰ってきたのだった。

　少し太めの巻き髪用のコテに、たまに趣味でする塗り絵に使う七十二色セットの色鉛筆、それから、よく読み返すお気に入りの本たち――。

　久しぶりの自分の部屋で本棚に向かっていると、部屋の扉がノックされた。

「沙帆？」

「お兄ちゃん、どうしたの？　珍しいじゃん」

　顔を見せたのは、病院帰りの装いの、スーツ姿の樹だった。

「母さんと帰りがたまたま一緒になったから、送ってきたんだ。沙帆が来てるかもってさっき聞いたから」

　実家とはいえ、今は家を出ている身。

　今日は少し家に帰ると、職場を出た時に千華子にメッセージを入れておいたのだ。

「そっか、それで」

「それより、婚約、したって聞いた。おめでとう」

　突然の樹からの祝福の言葉に、沙帆は面食らったような表情を見せていた。

　けれどもすぐににこりと微笑み「ありがとう」と答える。

「ごめんね、お兄ちゃんに直接話しに行かなくて」

「いや、いろいろと忙しいんだろ？　わかってたし、大丈夫だよ」

「うん……」

　開けたドアをうしろ手で閉め、樹は「でも……」と息をついた。

「いよいよ沙帆も結婚か。やっぱり、兄ちゃん的には寂しいもんだな」

「またまた、そんなこと言って」

　この先、結局婚約破棄になるというシナリオがすでに用意されている沙帆にとって、寂しいと言いながらも祝福してくれる兄の姿は、胸を釘でチクチク刺すような痛みを起こさせた。

　子どもの頃から家族の中で一番一緒にいた樹に、沙帆はなんでも相談してきた。

　頼りにしてきたし、樹も沙帆のことをいつでも大事にしてくれた。

　そんな唯一無二の大切な兄に、こんな重大な嘘をついている自分には嫌悪感しかない。

　すべてが落ち着いたら、樹には本当のことを告白したいとも沙帆は思っていた。

「俺はもう行くけど、母さんが時間大丈夫ならお茶でもしていきなさいって言ってたよ」

「うん、わかった。お兄ちゃん、もう帰るんだ？」

「ああ、ちょっと約束があってな。また連絡するから、ゆっくり会おう」

　爽やかな微笑を浮かべて、樹は大きな手で沙帆の頭上を優しくなでる。

「くれぐれも、がんばりすぎるなよ」

　そう言うと、開けたドアの向こうへと姿を消していった。

　再びひとりになった自分の部屋で、沙帆からは小さなため息が漏れ出た。

　お互いの利益のために結んだ極秘の婚約。

　たしかに、怜士と婚約をしてからというもの、あたり前だけれど沙帆の両親は以前のようにうるさくなくなった。

　見合いをしろと迫られることがなくなったのは、はじめに怜士が提示してきた利点通りのことだ。

　怜士の方もきっと、同じなのだろう。

　この話を承諾した当初は、ただ自分のために少しの我慢だ程度の気持ちでいた。

　だけれど、ここのところ沙帆は怜士のことをよく考えている。

　あまり会わないけれど、作っておいた手料理を食べてくれることがひそかにうれしいこと。

　大学病院の清掃の日は、仕事中に無意識のうちに姿を探していること。

　今日なんて、咲良に言われたことがずっとぐるぐるしている。

　もし怜士が本当の婚約者だったなら、心配事や悩みが多すぎて、きっと心が疲弊してしまうだろう。

　沙帆は必要なものをバッグに詰めてリビングに下りると、千華子が珍しく自分で紅茶を淹れてダイニングテーブルに着いていた。

　ふたり分のカップとソーサーと一緒に、いつものアップルパイが白いケーキ皿にのせられ置かれていた。

「樹は帰っちゃったから、ふたりでいただきましょう」

「うん」

　カップに紅茶を注ぎながら、「急いで帰っていったけど、約束って女性かしら？」と千華子はふふっと笑う。

　沙帆は「そうかもね」と千華子の向かいの席の椅子を引いた。

「お父さんは？　また別々？」

「ええ、今日は会食よ、月一恒例の」

　良嗣と結婚し、もう何十年にもなるからか、良嗣がいないことをあたり前でなんともないことのように千華子は話す。

　沙帆はそれを見て、「寂しくないの？」と無意識のうちに口を開いていた。

「昔から、一緒にいること少なかったでしょ？　寂しいとか、思ったことないの？」

　紅茶を注いだカップにキューブシュガーを落とし、千華子はふふっと笑う。

「そうね……若い頃は、それは思うこともあったわよ？　でも、仕事もお互い忙しかったしね」

　千華子の言葉に、沙帆の頭の中は再び怜士のことでいっぱいになる。

「あったんだ、やっぱり……」

「それはね。でも！　一緒にいられる時は、その分しっかり甘えるし、充電するから満足よ」

　娘を前にしても、千華子は遠慮なく夫への愛を語る。

　昔からそういうノリで、ふたりが一緒の時は仲睦まじい姿をよく見せられてきた。

　年頃の時は恥ずかしいと目を逸らすことも多々あった沙帆だが、今は仲良きことは美しきかなと思えている。

「仕事をがんばることが、私も良嗣さんも家族を守ることだと思ってやってきたから、寂しいとは思わなくなったわ」

「え……？」

「あなたたちふたりには、一緒にいられないことも多くて、寂しい思いをさせたと思ってきた。でもね、なによりも大切なのよ、私たち夫婦にとってあなたたちふたりは」

　医者をするふたりの多忙さを、沙帆は幼い頃から何度も嘆いてきた。

　しかしその半面で、決して口には出さなかったものの、両親が誇らしいと心の片隅で思う部分もたしかに存在した。

　なに不自由なく、ここまで生きてこられたのがなによりの証拠だ。

　千華子が初めて、寂しい思いをさせてきたと自覚していたことを口にしてくれ、沙帆はどこか救われたような気持ちになっていた。

「だから沙帆も、結婚したらがんばりなさい。怜士さんのためにも、後から増える家族のためにも」

　それには、素直にうんとうなずくことができなかった。

　両親は、婚約が破棄になったと報告したら、どんな顔をするだろう。

　そんな未来が、沙帆にはまだ想像がつかなかった。

　実家からの帰り道。

　沙帆は徒歩で、最寄り駅から住まいのタワーマンションまでの道を帰っていた。

　例のごとくアップルパイがボリューミーで、今日はこのまま夕飯を食べなくてもよさそうなくらいお腹が満足感でいっぱいだ。

　帰ったら、お風呂に入って久しぶりに本でも読もうか、ゆっくり塗り絵でもしようかと考える。

　そんな時、「パパッ」と車道からクラクションを鳴らされて、見覚えのある外車に沙帆は足を止められた。

　車が路肩に停車する。

（どうして……）

　運転席から降りドアを勢いよく閉め、歩道に駆け上がってくる姿に、沙帆は呆然としながら、近づいてくるその人の顔を見つめていた。

「沙帆！」

　以前となんら変わりのない調子で下の名前を呼ぶのは、あのナイトプールの日に知らない女性といた元彼、飯いい尾お謙けん太た郎ろうだった。

「沙帆、よかった、ずっと連絡してたのに」

「え……？」

　目の前までやってきた謙太郎は、付き合っていた頃と変わらない短髪を整髪料で立ち上げたヘアスタイルで、一重の目尻を下げて笑顔をつくる。

　最近一番そばで接している怜士が上背があるからなのか、沙帆には謙太郎の目線の高さが妙に低く感じられた。

「どうして電話出てくれないんだよ。メッセージ入れても既読にならないし」

　別れてから、沙帆は電話帳から謙太郎のアドレスを削除した。

　何度が登録のない番号から着信が入っていたけれど、沙帆は知らない番号は出ないたちだ。

　そのどれかが謙太郎の電話だったらしい。

「もう、連絡取る必要なんてないから……」

　だけど、沙帆の口から謝罪の言葉は出てこない。沙帆には、連絡を無視したことを謝るつもりはなかった。それどころか、今さら話すことなどないと目を伏せていた。

「沙帆、ちゃんと話を聞いてほしいんだ。あれは誤解なんだよ」

（誤解……？）

　忘れかけていたあの日のことを思い返してみる。

　仕事が終わって見たスマホに入っていた、素っ気ない用件だけのメッセージ。

　仕事なら仕方ないとあきらめて、花梨の誘いに乗ったのだ。

　その先で偶然にも謙太郎を見かけた。その腕には知らない女性の細い指が絡みついていたというのに、どこをどう誤解だというのだろうか。

「聞く話なんてない。私はこの目で見たんだよ？　私がなにをどう誤解したというの？」

「だから、あれはうちの病院で働く子で、ちょっと相談があるとか言われて――」

「付き合ってた私との約束を断って会うほどの仲ってことでしょ？」

「沙帆！」

　謙太郎の焦った手が沙帆の腕を掴む。

　咄嗟に振り払おうとしたものの、がっちり取られた腕は解放されない。

「沙帆、もう一度やり直そう。もう誤解されるようなことはしないから――」

「私、婚約したの」

　謙太郎の声を遮り、沙帆は目を見てはっきりと告げる。

　寝耳に水の話に謙太郎は呆然とする。

「え……」と声にならない声を漏らし、沙帆の腕からするりと掴んでいた手が離れた。

「だから、もうやり直せないし、もう会えない。私のことは、忘れてください、連絡もしないでください」

　別れ話をした時、こうして会わずに電話で話した自分も悪かったのだと沙帆は思う。

　会いたくなくても、面と向かって言うべきだったのだ。

「お元気で」

　最後に軽く頭を下げて、沙帆はひとり歩きだす。

　その後、謙太郎が沙帆を追いかけてくることはなかった。










ふたりで迎えるクリスマスの朝




　十一月も下旬に入るとそこから一気に十二月となり、師走はあっという間に過ぎていく。

　そして厚手のコートが手放せなくなった今日は、十二月二十四日。クリスマスイブ。

　ここからさらにどたばたと年末に向かって今年が終わっていく。

　朝、枕から顔を上げて枕もとのスマホを手に取ると、新着メッセージが一件入っていた。

　ぼんやりと寝ぼけた目で画面をタッチする。

　メッセージアプリの画面に現れたのは、〝HAPPY BIRTHDAY〟の文字が踊るスタンプと、【沙帆、二十六歳おめでとう】という樹からのメッセージだった。

　十二月二十四日、クリスマスイブ――。

　今日は沙帆の二十六回目の誕生日だ。

　子どもの頃は、クリスマスイブと自分の誕生日が一緒だということに損をしている気分だった。

　もちろん、二十四日は沙帆の誕生日、二十五日はクリスマス、と区別はつけてお祝いしてもらっていたけれど、お祭りごとが続くというのは楽しみが一回で終わってしまう感じがするのでつまらない。

　誕生日が春とか夏なら、年に二回のお楽しみができるのにと、本気でそう思っていたのだ。

　でも、それも子どもの頃の話。

　大人になった今となれば、逆にまとまっていて便利だ。

　もっとも、特に誕生日を盛大に祝うことも今はない。

　成人してからは、毎年吉永になにか食べたいものはと聞かれるものの、誕生日パーティーも遠慮してきたし、家族以外で祝ってくれる特別な相手だっていなかった。

　毎年こうして樹がメッセージをくれ、忙しい両親に代わってご飯に連れていってくれることがあったくらいだ。

【今年は俺の出番はなさそうで残念】

　お祝いメッセージにありがとうと返事をすると、既読になった直後にそんなメッセージが入ってきた。

　それを見ながら、徐々に目が覚めていく。

　樹からしたら、今日は婚約者である怜士と過ごすと思って疑わない話だろう。

　もちろん、そんな予定はどこにもない。

「ハァ……そんなこと言えないけどね」

　そもそも、怜士は今日が沙帆の誕生日だということを認識できていないだろう。

　ここ最近、夕飯を共にする機会はあったけれど、もうすぐ自分の誕生日だという話題を沙帆が自ら出すことはなかった。

　本当にしている婚約ではない。だから、自分の誕生日を知らせる必要もない。

　きっと来年は、もう一緒にいないのだろう。

　ロールカーテンの向こうからは、朝を知らせる明るい光が射し込んでいる。

　起き上がり伸びをして、沙帆は静かにベッドから足を出した。




　誕生日でクリスマスイブの今日も、普段と変わらずクリーンスタッフの仕事を入れている。

　朝からの出勤で、夕方までのシフトだ。

　冬も深まり、朝は冷え込む。

　冬生まれのくせにあまり寒いのが得意ではない沙帆は、パジャマの上にふわふわ素材のガウンを羽織り、洗面所へと向かう。

　あくびを噛み殺しながらドアを開けると、すぐ向こうに裸体が現れ、思わず「きゃっ」と声が出てしまった。

「すみません！」

　即座に手にしていたレバーハンドルを引っ張る。

　そのままの静止状態でレバーハンドルを握りしめたまま、沙帆は急に心臓が鳴り響くのを感じた。

　まだ半分寝ぼけていた頭も、一気に冴えていく。

（やだ、全然気づかなかった……）

　物音もしないし、そこに誰かがいる気配なんてまったくなかった。

　幸い下半身は黒いスウェットパンツらしきものをはいていたけれど、それでもやっぱり心臓に悪い。

　こんなこと初めてで、見てしまったものが沙帆の鼓動を速めていく。

　普段接する着衣の状態じゃわからなかったけれど、ドキッとしてしまう引き締まった筋肉質な体をしていた。

（腹筋とか割れてたし……って、見すぎだから私！）

　動けなくなっていた自分に急に慌て始めて、洗面をひとまずあきらめて踵を返す。

　その背後で急にドアが開けられ、驚いて勢いよく振り返ってしまった。

「あ、お、おはよう、ございます……」

　出てきた怜士は、もう上にＴシャツを着ていて、濡れた髪をタオルで拭いていた。

　ホッとしたのもつかの間、髪をバサバサとタオルで乾かしながら、怜士は立ち尽くす沙帆へと距離を詰める。

　自分の方に近づいてきていると思わなかった沙帆は壁際に身を寄せたものの、いきなり廊下の壁と怜士とに挟まれるようにして追いつめられてしまった。

　怜士の右手が壁を突いてトンと音を立てる。

　近距離から濡れ髪の端整な怜士に見下ろされて、沙帆は咄嗟に両手で顔を覆う。

（まだ顔も洗ってなかった……！）

　寝起きの顔を間近で見られるなんて拷問。

　手で顔を隠したまま、逃げ道のない沙帆は壁に背を押しつけたままずるずると床にへたり込んでしまった。

　座り込んだ沙帆の頭上から「なにやってんだよ」と笑い交じりの声が聞こえる。

（なにって、あなたが壁ドンなんてするから……！）

　恐る恐る顔を上げると、怜士は立ったまま沙帆を見下ろし、髪を拭きながら「おはよう」と微笑を浮かべていた。

　沙帆は壁に手をつきながらゆっくりと立ち上がる。

「すみませんでした、まさかそこにいると思わなくて、開けてしまい……」

　努めて平静を装って先程の無礼を謝罪する。

　怜士はそんなことたいしたことなさそうに「そんな謝ることじゃないだろ」と言う。

「それより、今日の予定は？」

「え……今日、ですか？　朝から仕事です。夕方まで」

「夕方って？」

「五時です」

　答えを聞いた怜士は「ふ～ん」と目を天井へ向け、思案顔を見せる。

「じゃあ、その後、空けといて」

「えっ？」

「なに、なんか予定あるのか」

　ぶんぶんと首を横に振って〝ない〟を答える。

「だったら問題ないな。たまには食事にでも行こうかと思って」

（え……私と？）

　予期せぬお誘いに沙帆は瞬きを忘れてしまう。

　なにも返事をしないでいると、一歩近づいた怜士の人さし指が眉間をツンと押した。

「聞いてるのか？」

「き、聞いてます！」

　無駄に声のボリュームが上がった沙帆の返事に、怜士はふっと仕方なさそうに微笑む。

「じゃあ、終わったら連絡するから、帰って待ってて」

　うなずき「はい……」と答えながら、沙帆は高鳴る鼓動に胸を押さえていた。




「おーい、沙帆先輩？」

「……あっ、うん、なに？」

　花梨の声にハッとして、モップをかける手を止める。

　振り返って顔を見ると、花梨は食べ物を口にため込んだリスのように頬を膨らませて沙帆をじっと見つめていた。

「さっきから何回呼んでると思ってるんですか？」

「えっ、嘘、ごめん」

　不機嫌そうな顔をしていると思えば、今度はどういうわけかにやりと口もとを笑わせる花梨。

「さては……今日は〝ご主人様〟と誕生日アンド、クリスマスデートですね？」

「えっ……あ、いや――」

「バレバレですよー。朝から顔が緩みっぱなしです」

「へっ!?」

　指摘され、頬がかっと熱を持つ。

　そんなに顔に出てしまっているのかと思うと、さんざんそんな顔をさらしておいて今さら恥ずかしさでいっぱいになってしまった。

　今朝、今晩のことを怜士と約束してから、自分でも驚くほどそのことばかりを考えてしまっている。

　怜士の今日の誘いが、自分の誕生日だということを知ってのものではないことを沙帆はわかっている。

　きっと、たまたま。偶然の一致なのだろう。

　それでも沙帆の心が弾んでいることはたしかで、今日はいつも以上に仕事にも気合いが入っている。

　一生懸命に清掃の手を動かしながらも心はここにあらずで、花梨の声が聞こえていなかったのだ。

「そんな素敵なやつじゃないよ。気まぐれで誘ってくれた感じじゃないかな」

　あまりデレデレするのもみっともないと思い、なるべく表情を引きしめる。

　それでも花梨の方が冷やかしの眼差しをやめず、沙帆はごまかすように仕事を再開させた。

「いやいやいや、そこ謙遜するところじゃないですからね。いいなぁ、あんな素敵な人と一緒に誕生日とクリスマス過ごせるなんて～」

　花梨の羨望の声に赤面しながら、沙帆はそわそわ落ち着かない気持ちを静められないでいた。




　今日は、十六時半には営業所に帰社し、業務記録を残して予定通り十七時を回ったところでタイムカードを押すことができた。

　別れ際まで花梨に冷やかされ、沙帆は真っ直ぐにマンションへと帰っていく。

（怜士さんは、今日は大学病院勤務の日だから、なにもなければ私と同じくらいに終わるはずだよね……？）

　もしかしたら自分よりも先に怜士が帰ってきているかもしれないと思うと、沙帆は気が急いた。

　今日は換気扇のダスト掃除にも入ったから、食事に出かけるならできればシャワーを浴びておきたい。

　すっかり顔なじみになったコンシェルジュとの会釈を交わし、住まいの三十六階に向かう。

　カードキーで中に入ると、玄関に怜士の帰ってきた形跡はなかった。

　パンプスを脱ぎ、リビングへと向かう。

　部屋はやはり在宅の気配はなく、しんと静まり返っていた。

（まだ帰ってこないかな……？）

　バッグからスマホを取り出し、連絡がきてないことを確認すると、沙帆は急いでバスルームへ向かった。




　間接照明だけが灯る薄暗いリビングから、どこまでも続く夜景をぼんやりと眺める。

　見下ろすと、近くの街路樹の青く点灯したイルミネーションが小さく見えた。

　さっきから手に持っているスマホには、電話もメッセージも着信はない。

　沙帆は何度見たかわからないスマホをソファの座面にポンと投げた。

　時刻は二十時を過ぎている。

　夕方帰宅し、急いでシャワーを浴びた。

　乾かした髪を整えて、メイクをし直し、出かけるという予定を考えて着替えを済ませた。

　十八時には帰ってくるだろうと待ちながら、十九時を迎え、連絡を待つようにスマホを何度も見る時間を過ごした。

　それでも、沙帆は怜士にいっさい連絡を入れていない。

　なにか予想外の事態が起きて、帰れない状況に陥っているのだろうと察しがついたからだ。

　そういう体験は、両親で何度も身をもって経験してきている。

　医師であれば仕方のないこと。

　沙帆はそう、知っている――。

　目に映る光の数だけ人の姿が存在する。その中には、今晩のクリスマスイブを祝う人も多くいるのだろう。

　ガラスの先を見るのをやめ、ソファに腰を下ろす。

　仕方ないと頭ではわかっていても、沙帆が今日の約束を楽しみにしていたことはたしかだった。

　朝、思いもしない約束を取りつけられ、今日は一日気持ちが弾んでいた。

　なにを着ていこうだとか、どこに行くのだろうかとか、あれこれ考えてワクワクして……。

　今になってその膨らんだ気持ちの大きさを思い知る。

　だけど、次に怜士に会った時、決して残念がってはいけない。

　会ったら「お疲れさまです」と、気遣わなくてはいけない。

　でも、この寂しさに押しつぶされそうな感覚はなんだろう。

　忙しい両親に感じていたものとはまた違う、胸が震える感覚。

　視界が潤んできて、沙帆はぎゅっと強く目をつぶった。




　やっとできた連絡に沙帆が応じないことに、怜士は白衣を脱ぎ捨て医局を飛び出した。

　協力医として通う大学病院の日勤。

　十七時には勤務から解放される予定が、時間前に患者の容態が急変した。

　その患者とは、怜士が主治医となっている、あの咲良だった。

　午後回診した際には、なんの異常も、気になる所見もなかった。

　ところが、夕方になって心疾患と共に患う不整脈の発作を急に起こしたのだ。

　強い動悸と呼吸困難が見られ、頻脈を停止させるために緊急的に抗不整脈薬を点滴、心電図検査を行いながら経過を観察した。

　幸いさらなる緊急事態に陥ることはなかったが、未成年のためご両親の到着を待ち、症状や状況の説明などにも追われた。

　すべてのことが終息し、怜士本人が席をはずしていいと判断できたのは、時計の針が二十一時を過ぎた頃だった。

　なにもなければ、本当は十七時過ぎには病院を出ている予定だった。

　そのつもりでいたから、今朝沙帆にも仕事が終わったら帰宅して待っていてほしいと言って約束したのだ。

　今日の約束はいったいどうなったのかと、沙帆からの着信やメッセージが入ってきていると推測して、焦りながらスマホを手にした。

　しかし、沙帆からなんの連絡もなく、また違う不安に駆り立てられた。

　怜士からなんの音沙汰もなしに、帰ってもこない。

　この状況なら、沙帆から怜士に着信の一件でも入っていてもよさそうなものだ。

　病院を飛び出し車へと向かいながら、沙帆の番号を何度も鳴らす。

　しかし、数度かけるうち呼び出しコールは鳴らなくなり、留守番電話センターに直につながるようになってしまった。

　普段よりもスピードを出した余裕のない運転をしながらマンションにたどり着くと、エレベーターに駆け込む。

　いつもは気にならない上昇のスピードにも苛いら立だちを感じるほど、怜士の焦燥感は極限まで募っていた。

　部屋に到着し、はやる気持ちで玄関のドアを解錠する。

　扉を引き開けると、隅に沙帆のグレージュカラーのパンプスが揃えて置かれていた。

「沙帆――」

　靴を脱ぐのを忘れそうな勢いで玄関を上がっていく。

　リビングまでのそのわずかな距離に、怜士は鼓動が速まるのを感じていた。

　飛び込むようにして入った広いリビングは、メイン照明が落とされ、部屋の隅に置かれたデザイナーズ照明や間接照明のみが灯され薄暗かった。

　天井まであるガラス窓はカーテンが開け放たれたままで、東京の街が煌きらめいている。

　その近くに設置したソファセットの上で、沙帆は丸くなって目を閉じていた。

　足音を消して、怜士は静かに近づいていく。

　沙帆が横になった足もとの座面には、画面のつかないスマホが置かれてあった。

（沙帆……）

　きっと仕事から帰宅して、約束した通り待っていてくれたのだろう。

　今朝出がけに見た、ジーンズにニットの出勤用のラフな格好ではなく、横になる沙帆はブラックでドレッシーなよそ行きのワンピースを身にまとっている。

　朝はポニーテールにしていた長い髪も、今は緩くふんわりと巻いてあった。

　起きる気配のない沙帆を目にして、怜士は脱力感に襲われた。

　連絡がつかないことに、なにかあったのではないかという心配もしていたからだ。

　怜士は沙帆の横に膝を落とし、頬にかかる髪をそっと払いのける。

　ここで一緒に住むことになった時、沙帆が医師の両親が忙しく一緒にいられなかったことが原因で、医者は嫌いだと言っていることを怜士は知った。

　自分も少なからずそんな経験をしてきた境遇にあり、沙帆の気持ちは共感できるものだった。

　今、そばにいる自分に、どのくらいのことができるかはわからない。

　それでも怜士は、自分といて沙帆が少しでも寂しいと思わなくなればいいと、いつからか淡い想いを秘めていた。

　でも、現にこうして約束を破り寂しい思いをさせてしまっている。

　その事実に、怜士はなんとも言えない複雑な気持ちに苛さいなまれていた。

「誕生日だったのに……ごめん」

　生まれて初めて感じる、胸がぎゅっと鷲わし掴づかみにされる切ない感覚。

　素知らぬ顔をして、誕生日を祝おうと思っていた。

　驚いた顔や喜ぶ顔を見たいと思っていた。

　長いまつ毛が影を落とす、沙帆の開かないまぶたにそっと触れる。

　今になって、予約していたディナーの店へ連絡をしていなかったことや、夕方寄るとオーダーしていたケーキも取りに行けなかったことに気がついた。

「俺のせい、だよな……」

　しんと静まり返る広いリビングに、後悔交じりのつぶやきが落ちた。




　いつの間に眠りの世界に落ちてしまったのだろう。

　手放していた意識が戻ってきた瞬間、沙帆はパッと目を開き、いつのまにか寝てしまっていたことを悟った。

　どのくらいの時間寝てしまったのかも、今が何時なのかもわからない。

　たしかリビングのソファで……と思った時、体の上に見慣れないグレーカラーの毛布がかけられているのが視界に入る。

　同時に、ソファで寝ていたはずが、どうも場所が違うことに感覚で気づき体をよじった。

「――わっ！」

「……おはよう」

「へっ……!?」

　寝返りを打つと、すぐ目の前にどアップで怜士の顔が現れ、沙帆は一気に目を覚ました。

　驚いて両手で口もとを覆い、見開いた目を左右に動かす。

　頭の上にある間接照明が照らす薄暗い部屋は、越してきたばかりの時にドアの外から一度覗いたことのある怜士の自室だった。

　その部屋のベッドの中にいる自分の状況に、頭の中は一気にパニックに陥る。

「あっ、あの、私……ご、ごめんなさいっ――」

　わけがわからなくてベッドから飛び出ようとした沙帆の腕を、怜士の手が掴んで止める。

　そのまま引き寄せ、もと寝ていた場所に戻された。

「謝るのは俺の方だから」

「え……？」

「約束……守れなくて悪かった」

　そう言われて、昨夜出かける準備をして怜士を待っていた時の自分を思い出した。

　待てども待てども帰ってこなくて、ソファに腰掛けて……。

　でも、その後からの記憶が丸っとない。

　今の自分の置かれる状況を見ると、ソファで寝てしまったのを怜士が運んでくれたということだ。

　そこでハッとして、毛布の下の自分の姿を確認する。

　服は乱れることなくちゃんと着ていて、出かけるために着替えたワンピースのままだった。

「いえ、そんな……なにか、急なお仕事だったんですよね？」

　彼の仕事のことを深く追及するつもりは、沙帆にはない。医師の仕事がどれだけ過酷で精神を擦り減らすものか、聞いたところで想像することすら難しいからだ。

「私は、大丈夫なので……お疲れさまでし――」

　怜士の手が再び沙帆の腕を掴み、少し強引な力で引き寄せる。

　言葉を遮られたのは、怜士の腕の中に閉じ込められたからだった。

　寝起きから驚きで高鳴っていた鼓動が、さらに大きく音を立てて響きだす。

　沙帆を抱きしめた怜士は、その小さな頭を抱え込むようにして髪に唇を寄せた。

「なんだよ、それ……俺は大丈夫じゃないんだけど」

「え……？」

　独り言のように、自分だけにつぶやくように、怜士は抱き寄せた沙帆の頭にぼそっと言葉を落とす。

　沙帆は振動までしてきそうな心臓の音に完全に気を取られていた。

「誕生日……祝いたかったって言ってんだよ」

「え……なんで、それ……」

　怜士の口から出てきた思わぬフレーズ。

（じゃあ、昨日が誕生日だって、知ってて……）

　沙帆の頭を抱えていた腕を緩め、怜士はその手で紅潮する頬へと指で触れる。

　見つめ合うと、沙帆は自分の鼓動が怜士に聞こえているのではないかと心配になった。

「なんでって、知ってるに決まってるだろ」

「決まってるって……だって、私は怜士さんの誕生日、まだ知らない――」

「俺のはいいから」

　フッと笑って、怜士は沙帆の頬を優しくなでていく。

　その手が愛おしいものにでも触れるような手つきで、沙帆の胸はきゅんと切なげな音を響かせた。

　片肘をついて上体を起こし、怜士は横たわる沙帆を真上から見下ろす。そして彼女の耳のすぐ横に反対の手をつき、わずかにベッドを沈ませた。

「怜士、さん……」

　いつもは計算高くセットされているゆるふわで艶のある怜士の黒髪が、今はラフにさらりと流れ落ちている。

　戸惑いに揺れる沙帆の瞳をじっと見つめると、その距離は近づき、怜士は迷うことなく沙帆の唇にキスを落とした。

　柔らかい感触と温かい温度が、沙帆の全身の熱を上昇させていく。

「っ……、私たち……本当の婚約者ではないのに、どうし――」

　再び重なり合った唇が、甘く言葉を封じ込める。

「黙って――」

　ほんの少し離れた口づけの隙間、意地悪なささやきが濡れた唇を震わせた。

　誕生日を祝いたかったと怜士が言ってくれたのは、もう来年はないからなのかもしれないと、沙帆は与えられる甘美な時間の中でそう思っていた。

　怜士の気持ちがうれしい思いと、着実に近づいてきている別れの時。

　唇の感触を堪能するようなキスに、沙帆の方もいつのまにか必死に応えようとしていた。

　唇を固くしていた沙帆が、受け入れるようにそこをわずかに開くと、怜士はそれを察して沙帆の髪に指を差し込む。

　首のうしろに怜士の手が添えられ、さらに口づけが深まった。

　触れる怜士の唇からなにかが流れ込んでいるように、沙帆は熱に浮かされ、ベッドにとろけていってしまいそうだった。

　初めて体験する、体の奥で疼うずく熱に困惑する。

　やがて沙帆の唇から離れた怜士の悪戯な唇は、そのまま沙帆の耳みみ朶たぶへと近づく。

　軽やかな音を立てて口づけると、そのダイレクトに届いたリップ音に沙帆は体を震わせた。

「っ、怜士さん、やっ……」

　待ってと怜士の肩に手を置いても、その手はすぐに取られて指を絡められてしまう。

　耳もとから顎のラインを伝い、首筋に感じた唇の生温かさに、沙帆がぞくっとした時、リビングから玄関の呼び出し音が響いてきた。

　沙帆の首もとから顔を上げた怜士は、沙帆の唇に触れるだけのキスを落とし、ベッドから出ていく。

　部屋にひとりきりになって、沙帆はガバッとベッドから体を起こした。心拍数が異常なほど上がっている。

　あんなふうに迫られて、ドキドキしないはずがない。

　ロールカーテンが下がった窓の向こうはすでに明るかった。

　ベッドサイドに置かれた時計を見ると、朝の八時を回ったところだ。

（でも、ここに寝かされて、昨日はなにもなかったんだよね……？）

　やっぱり昨日寝てしまったままの格好で、ストッキングまでしっかりと穿はいている。

　沙帆はベッドを出て布団の乱れを直し、部屋のドアを静かに開けた。

　そのタイミングで目の前を怜士が横切り、玄関へと出ていく。

　誰がこんな時間に来たのだろうと思いながらリビングに向かうと、戻ってきた怜士の手には見覚えのある紙袋が握られていた。

　白地に、中央に上品に入るエンブレムと、その下に筆記体の文字列。

　それは前に怜士に教えた、千華子が好きでよく買ってくるアップルパイのスイーツのお店のものだった。

「それ……」

「昨日、本当は帰りに取りに行くはずだったものを、届けてもらった」

「え……？」

　ダイニングテーブルに置いた紙袋は、いつも千華子が持って帰ってくるものより大きく、中から出てきた箱も大きい。

　怜士がその箱から出した中身は、六号ほどのホールケーキだった。

「わぁ……これ……」

　生クリームに覆われたケーキは、側面から繊細にクリームでデコレーションされ、その上には水色やピンクなどのパステルカラーのバラを象かたどった飾りが上品にのっている。

　中央には【Happy Birthday Saho】と筆記体で書かれた白いプレートが飾られていた。

「一日ずれちゃったけど、誕生日おめでとう」

　沙帆は言葉が出ず、首を横に振るので精いっぱいだった。

　いつかの自分の話を覚えてくれていて、こうして用意してもらった気遣い。

　自然と目頭が熱くなる。

　さっきは、もう次の誕生日には一緒にいないことを心の中で悲しんだ。

　でも今は、この瞬間だけでも悲しむことを忘れようと思う。

「朝ごはんにケーキ、いただいてもいいですか？　お腹、すいてます」

　そう言った沙帆を、怜士はいつものようにフッと笑った。










遅すぎる自覚とさよならのカウントダウン




　慌ただしい年末は目まぐるしく過ぎ去り、新しい年を迎えた。

　元旦、二日は怜士と共互いの家へと挨拶に回り、シフト制の沙帆は三日が仕事初め。

　怜士も三日の夕方から大学病院へと出勤した。

　新年に入り、鷹取総合病院の開院百周年祝賀会も間近に迫ってきている。

　怜士の両親はその準備に追われているようで、元旦に怜士と沙帆が新年の挨拶をしに行った時も、話題はそのことで持ちきりだった。

「あの、すみません、三角さんでいらっしゃいますか？」

　大学病院での清掃中、病棟の廊下をモップがけしていると、背後からお淑しとやかな女性の声で呼びかけられた。

　手を止め振り返り、そこのあった顔に沙帆は『あれ？』と思う。

（この方、どこかで……？）

　首をかしげたい気持ちで「はい」と返事をすると、初老の女性は丁寧に頭を下げた。

「わたくし、大おお河内こうち家で使用人をしております、佐さ田たと申します。今、少しお時間をいただけないでしょうか」

「え……私が、ですか？」

「はい。咲良お嬢様が、三角様を連れてきてほしいとおっしゃっておりまして」

　その名前を聞き、沙帆は『ああ！』と思い出した。

（この方、初めてあの子に話しかけられた時に呼び戻しに来た方だ）

　しかし、突然の呼び出しに動揺してしまう。

「お仕事中のことと思うのですが、お願いできませんでしょうか？」

「……わかり、ました」

　仕事の方は予定より早く進めているから、少し時間を割いても大丈夫だと沙帆は判断し、佐田の後についていった。

　心臓血管外科の病棟へと向かいながら、今日は怜士がここに来ていないことに沙帆はホッとする。

　深い理由はないが、咲良とコンタクトを取ることを、なんとなく知られてはまずい気がしたからだ。

　清掃にきていて沙帆も知っていたが、どの科の病棟にも、特別室という部屋が何室か存在する。

　咲良はその特別室に入院していた。

【大河内咲良様】と書かれたプレートが差し込まれた部屋の前に来ると、佐田がスライドドアを開けた。

「どうぞ」と言われ頭を下げると、佐田は「わたくしはしばらくはずさせていただきます」と言い、一緒に中へは入らなかった。

　しんとした部屋の中、トイレやシャワールームを横目に、入り口から進んでいく。

　病室となる奥の部屋には、ベッドの上に咲良が上体を起こして座っていた。

　近づく沙帆の気配に気づいているはずなのに、咲良は窓の外をじっと見つめている。

　仕方なく沙帆の方から「失礼します」と小さく声をかけた。

　それでも、咲良は沙帆に視線をよこさない。

「あの……」

「クリスマスイブの日……怜士先生を足止めしたのは私よ」

「え……？」

　咲良はいまだ外を見たまま、抑揚のない声で唐突に話を始める。

　沙帆はその場に立ち尽くし、咲良の横顔をじっと見つめた。

「って……言いたいところだけど、あの日、夕方に発作を起こしたの。本当に、怜士先生を帰れなくさせちゃって……」

　そこまで言った咲良が、やっと沙帆へと顔を向ける。

　その表情は今まで沙帆に向けてきた尖ったものではなく、真っ直ぐでどこか真剣な色を浮かべていた。

「だから、謝りたかったの、あなたに……ごめんなさい」

「え、いえ、そんな……」

　想定外の展開に沙帆は慌てふためく。

　呼び出されて謝罪をされるなんて、思いもしなかった。

　それよりなにより、あのクリスマスイブの日に怜士が帰れなくなった原因が、咲良の容態が悪化したからだとは知りもしなかった。

「それより、今の体調は……？」

「今は安定してるわ。怜士先生のおかげでね」

「そう、ですか……でも、どうして、私に謝ったりなんか」

　あの日、怜士が帰れなくなったことに関して、なぜ今彼女が自分に謝ってくるのか……。

　沙帆にはそれが疑問だった。

「聞いたのよ、あなたと、怜士先生のこと。怜士先生の口から」

　そう言った咲良は再び日が差し込む窓へと顔を向けた。

　あのクリスマスイブの昼――咲良はなんの気なしに怜士にその日の予定を聞いたという。

　そして、返ってきた怜士からの答えが、沙帆と過ごす約束をしているということ、さらには婚約者だということまで教えてもらったと、咲良は言った。

（嘘……だって、下手に刺激しない方がいいかもって、怜士さんが……）

　咲良からの告白に、沙帆は言葉が出てこなかった。

　怜士を好きな咲良が、彼本人からそんな話を聞かされたら、自分が同じ立場なら絶対にショックを受けるからだ。

「まぁ……それで発作起こしちゃったかもしれないわよね」

　うふふっと冗談めかして言われても、沙帆はもちろん笑うことなんてできない。

　発作が起きた真の理由なんて絶対にわからないことだけれど、少なからずそれが関連しているのではないかと思わずにはいられなかった。

「怜士先生、あなたのことが好きなのね」

「えっ……？」

「その話をした時、あなたへの愛しさが込められていたわ」

　そんなことあるはずない。

　咲良にはそう見せただけで、それは表向き〝婚約者〟としての演技だ。

「もう、今さら隠さなくてもいいわ。あなただって、怜士先生のことが好きなんでしょ？」

「わ、私は……」

　本当は演技をして、即答で『はい』と答えるべきところなのだろう。

　しかし、沙帆はすんなりと返事ができない。

　好きかと問われて、鼓動だけが早鐘を打つように主張してくる。

「あのね……私たち、大人の事情というか、いろいろあってね……本当に、結婚するかは、わからないの」

　気づけば沙帆は、そんなことを口走っていた。

「というか、たぶん……しないかな」とまで付け足す。

　言ったそばから罪悪感に襲われていく。偽りの婚約者なんて、やはり自分には演じられないのかもしれないと、沙帆は思った。

　沙帆から怜士とは結婚しないとほのめかされた咲良の表情はピクリとも変わらず、ただじっと沙帆を凝視していた。

「そんなことはべつにどうだっていいの。私は、好きかどうかを聞いてるの」

　咲良から射抜くように見つめられ、沙帆の弱々しく浮かべた笑みが消されていく。

　真っ直ぐなその目に沙帆はどきりとし、そして胸に圧迫感のような苦しさを覚えた。

「そんな調子じゃ、自分の気持ちも言ってないわね、きっと」

　自分の、気持ち――。

　静かな病室に、沙帆は自分の鼓動が大きく鳴り響いているような感覚に見舞われる。

　咲良の視線に耐えられなくなり目を伏せると、わざとらしいため息が沈黙に落とされた。

「私は、好きになったらすぐに伝えるわ。好きも嫌いも、自分の気持ちに素直に生きるって決めてるから」

　ゆっくりと上げた視線の先、咲良はもう沙帆を見ていなかった。

　窓の外、遠くをじっと見つめる。

「だって……もしかしたら、明日死んじゃうかもしれないでしょ？」

　心臓病と共に生きる咲良のその言葉は、いきすぎた冗談でも、たとえ話でもない。

　彼女自身が身をもって感じている、たしかな現実。

　沙帆は、咲良に初めて会った時、彼女が怜士のことが好きだとストレートにぶつけてきたことを思い出した。

「でもね、私は死なない。だって……怜士先生が必ず治してくれるって、信じてるから」

　いつの間にか、沙帆は自分の視界が潤んでいることに気がついた。

　遠くを見つめる咲良の、希望に満ちた微笑みが揺れて見える。

　沙帆は下唇を噛み、何度もうんうんとうなずいた。

「言っておくけどね、あなただっていつなにがあるか、わからないんだからね？」

　しんみりとしてしまった空気を一変させるように、咲良は沙帆に厳しい言葉を投げかける。

　その目には、いつも通りの力強さが宿っていた。

「だから、もたもたしてたら、元気になって本気で怜士先生にアタックしちゃうんだから。いい？　わかった？」

　咲良の宣戦布告に、沙帆の顔には自然と優しい笑みが浮かんでいた。

　それを目に、咲良はあからさまにフンとまた窓の外に顔を背ける。

「……ありがとう」

　沙帆の静かな感謝が、西日が差し込む病室に温かく響いた。

　一月中旬――。

　週末、金曜日の夜。

　沙帆はどこか落ち着かない気持ちでリビングのソファに掛けていた。

　最近、時間を見つけては観ている海外ドラマを流しながら、ちらりと広い窓の外に目を向けた。

　初めはすごいと思って見渡していた高層階からの夜景も、今は日常の中であたり前にある癒しの眺めとなった。

　少し前、怜士が帰宅した。

　今日は鷹取の病院の方に行く日で、通常の勤務後、明日の件で忙しくしてきた様子だった。

　とうとう明日、鷹取総合病院の開院百周年記念祝賀会が執り行われる。

　場所は、日ひ比び谷やの歴史ある有名な一流ホテル。

　病院関係者をはじめ、様々な分野から多くのゲストが祝賀に訪れるという。

「沙帆、これを」

　リビングに入ってきた怜士が、手にしていた大きな紙袋ふたつを沙帆に差し出す。

　その表面には、海外の有名ブランドのロゴが入っていた。

「明日のために用意した服だ。一緒に見に行ければよかったけど、悪いな、俺が勝手に選んできた」

「え……ありがとうございます」

　ＤＶＤを停止し、おもむろにソファから立ち上がると、そばまで来た怜士が差し出すそれを両手で受け取る。

　中にはサイズ違いの箱がふたつずつ、計四つ入っていた。

　勝手に選んだと言われても、沙帆はまったく問題ないとひそかに思う。

　普段からおしゃれでセンスのいい怜士のことだ。

　沙帆が自分で選ぶよりもむしろ正解だったに違いない。

　沙帆に紙袋を手渡した怜士は、チャコールグレーのスーツの上着を脱ぎ、ソファの背もたれに投げかける。

　しっかりと締めてある千鳥格子のネクタイを緩めると、沙帆が掛けていたソファのとなりへ腰を下ろした。

　さっき怜士が帰ってきてから、沙帆の落ち着かない気持ちは増大している。

　怜士の顔を見た途端、秘めた様々な思いに押しつぶされてしまいそうで、心臓は不安な音で鳴り続けているのだ。

　怜士が沙帆との婚約を結びたいと思ったのは、明日の祝賀会で自分が婚約したということを広く知らしめたいという目的が一番だった。

　沙帆を連れて顔見せをし、身を固めるという姿を披露する。

　でも、その目的が果たされたら……。

「明日の、それまでの予定は？」

「あ、はい……お昼にヘアサロンに行って、そのまま向かいます」

「そうか。じゃあ、会場で会う形になるけど、大丈夫か」

　沙帆が「はい」と答えると、怜士は横から沙帆の下ろされた髪のひと束を手に取った。

　髪の先に触れられただけで、とくんとくんと心臓が甘やかに音を立てていく。

　切っても痛みを感じない髪の毛なのに、そこに感覚があるように沙帆は肩を揺らした。

「髪はあんまり切るなよ？　この長さのままがいい」

「っ……」

　どうしてそんなことを言うのだろうか。

（明日が終われば、もう一緒にいなくてもいい私に……）

　沙帆は困惑の大波にのまれていく。

「あの、怜士さん……」

　指先で沙帆の長く艶やかな髪をもてあそんでいた怜士は、沙帆の声にその手を離す。

　怜士の切れ長の目に見つめられて、沙帆は意を決して小さく口を開いた。

「明日が、終わったら……私たち――」

　終わり、なんですよね――？

　たったそれだけの言葉が、どうしても出てこない。

　膝の上で組み合わせた手に視線を落とし、ぎゅっと握りしめる。

　そんなことを聞くなんて、簡単なことだった。

　それなのに、今は答えを聞くのが怖くてたまらない。

「明日が終わったら……か」

　黙りこくる沙帆の横で、怜士が意味深に口を開く。

　フッと笑みをこぼす気配を感じた途端、沙帆はソファを立ち上がり、「すみません」と振り向いた。

「明日は、よろしくお願いします」

　話の続きを拒否するように、受け取った紙袋を掴んでその場を離れていく。

　自室に入り、沙帆は閉めたドアを背に目を閉じた。

『明日が終わったら、この関係もおしまいでいい――』

　さっき、黙って話を聞いていたら、怜士はきっとそう告げたに違いない。

（私……怜士さんと離れたくないんだ……）

　そう気づいたのは、役割を終えようとしている前日。

　もっと早く自分の本心に素直になっていれば、なにかが変わっていただろうか。

（怜士さんの言葉の続きを拒否してしまったのは、〝今〟のこの関係を少しでも長くつなぎとめておきたかったから……）

　遅すぎる自覚と、さよならのカウントダウンは、沙帆をどこまでも悲しませた。










恋に落ちて




　記念式典と祝賀会は、ホテルの大広間を貸し切って行われることになっていた。

　普段、結婚式の披露宴や企業のセレモニーなどが行われる会場だ。

　大花柄の豪華な絨毯に、天井からは煌びやかなシャンデリア。

　入り口前の受付横には、ずらりと祝いのスタンド花が並ぶ。

　沙帆が到着をすると、すでに多くの人の姿があり、遅刻してしまったかと一瞬焦ってしまった。

　ほとんどが医療従事者だと聞いている。

　親交のある医師や、大学関係のつながり、鷹取の病院経営に携わる企業の関係者など、その招待客の多さに、沙帆は名簿を見て驚いた。

　訪れる人々は皆、祝いの席にふさわしい正装で、会場周辺は華やかな雰囲気に包まれている。

　午後二時より記念式典が始まると、会場では病院長である怜士の父の挨拶があり、来賓からの祝辞、その後は鷹取総合病院の開院から百年の歩みが紹介された。

「では、今後の鷹取総合病院のさらなる飛躍、ご発展を祈念いたしまして、乾杯！」

　会場の隅で式典をひとり見守り、やがて祝賀会が始まると、お祝いムードが高まる会場の中で、怜士がやっと沙帆のもとへと駆けつけた。

　上品な光沢のあるブラックのスリムスリーピースに、グレーカラーのタイとポケットチーフ。

　普段とまた雰囲気の違う今日の怜士の姿は、祝いの席に華を添えている。

「悪い、ひとりにして」

「いえ……お疲れさまです」

　昨日、逃げるように部屋にこもったきり、沙帆は怜士と顔を合わせることを避けた。

　今朝もちらりと挨拶程度に会ったくらいで、いよいよ祝賀会が始まってしまった。

　沙帆はひとり、どこか居心地の悪さを感じてしまう。

「ご挨拶でお忙しいでしょうし、私のことはおかまいなく」

　何百人と人があふれる広い会場内で、怜士は一際存在感を放っている。

　どこにいても目立ち、多くの人目を引く。

　整っている容姿はもちろん、彼にしかない独特のオーラは、生まれ持ったカリスマ性を感じる。

　そんな怜士とつながろうと、入れ代わり立ち代わり、名刺を手にした人たちが集まってくる。

　沙帆は隅からそんな怜士を眺めていて、やっぱり雲の上の人だと彼を遠くに感じていた。

「そうはいくか」

　壁に沿って立つ沙帆に、怜士はさっと腕を回す。怜士の大きな手に腰を抱かれると、沙帆は驚いて顔を上げた。

　長身の怜士が、背を屈めて沙帆の耳もとに近づく。

「髪、言いつけ通り切らなかったか？」

「あっ、はい……」

　毛先を少し整える程度のカットで、長さは切らなかった。

　怜士の用意したベロア素材のブラックのドレスに合うように、今日はフルアップのアレンジスタイルにヘアセットしてもらっている。

　膝下丈のマーメイドラインのドレスは、デコルテとネック部分、ロングスリーブがブラックのレースになっているデザインで、上品な中にも女性の魅力を引き出す雰囲気だ。

「おかまいなく、じゃなくて、今日はお披露目のために出席させてるんだろ？」

　怜士に腰を抱かれたまま、留まっていた場所から連れ出されていく。

「沙帆のご両親にもさっき会ったよ。それから、兄貴にも」

「そう、でしたか……」

　会場に入ってから、沙帆も両親と樹とは顔を合わせて少し立ち話をした。

　三人もこういう場だと知り合いに多く会うらしく、怜士同様挨拶に忙しそうだった。

「三角とは大学以来だったから、つい引き止めすぎた。今度改めて会おうと話したよ」

「兄も喜ぶと思います、そういう機会がつくれたら」

　名刺を手に挨拶をし合う人、グラスや料理を手に談笑する人。

　賑やかな会場を歩きながら、集まってくる視線に沙帆はどこを見たらいいのかわからなくなってくる。

「鷹取先生！」と早速男性の声に呼び止められて、怜士は沙帆をしっかり腕に抱いたまま足を止めた。

「前まえ田ださん、いつもお世話になっております」

「こちらこそいつもご贔ひい屓きいただきまして」

　怜士に挨拶をしながらも、男性の視線はとなりの沙帆へと向いている。

　怜士が大事そうに寄り添っているのだ、今後のために紹介してもらおうと思っているに違いない。

「そちらは……？」

「ああ、私の婚約者です。以後、お見知り置きを」

　怜士に沙帆を紹介された男性は、目を大きくして満面の笑みを浮かべる。

「それはそれは！　先生の未来の奥様ですか！『メディカル出版』の前田と申します――」

　男性のあげた声に、周囲にいた人たちの目がいっせいに集まってくる。

　沙帆は「今後ともよろしくお願いします」と頭を下げながら、怜士の目的が果たされていくことに胸の締めつけを感じていた。

　それから次々と、ふたりのもとに挨拶をしたい人間が集まった。

『次期病院長の奥様になる人だ』

　その情報はあっという間に会場内を駆け巡り、今のうちに沙帆に自分の名前を覚えてもらおうと、多くの人たちが名刺を手に訪れた。

　笑顔で応対しながらも、沙帆は自分に挨拶をするこの時間も、手渡してくれた名刺も、すべて無駄になってしまうのにと、思わずにはいられなかった。

（でも、これが私の本来の役目……）

　怜士はこの日のこのために、沙帆との偽りの婚約を望んだのだ。

「大丈夫か？」

　挨拶の合間、怜士は沙帆の顔を覗き込み様子をうかがう。

　入れ代わり立ち代わりの挨拶で沙帆が疲れていることに気づき、体調を気遣った。

「はい、大丈夫です。でも、少し外に出て休んできます」

「一緒に行こう」

「いえ、大丈夫です。怜士さんが席をはずすのはよくないので、ひとりで大丈夫ですので」

「そうか、わかった」

　怜士の手が離れていき、沙帆はその場から立ち去っていく。

　背を向けて数歩のところで背後から「沙帆」と名前で呼び止められた。

「戻ってきたら、後で話があるんだ」

　じっと沙帆の目だけを見つめ、怜士は告げる。

　沙帆の中で嫌な予感が広がり、呼吸をするのを忘れそうになった。

　努めて笑顔で小さくうなずき、再び怜士に背を向ける。

　会場の外を目指しながら、込み上げる様々な思いに自然と目に涙が浮かんだ。

　話とは、きっと今日以降の自分たちの行方についてだ。

　婚約破棄を発表するのは、いつにするのか。

　そういう具体的な話かもしれない。

　考えただけで、その話し合いの場で平然としていられる自信がない。

　賑わう会場から出て、あてもなくホテル内を歩いていく。

（このまま、どこかに行ってしまいたい……話なんて、聞きたくないよ）

ひと気の少ない絨毯がふかふかの通路をとぼとぼと歩いていくと、突然、背後から「沙帆」と名前を呼ばれた。

「――あっ……」

　振り返った先を見て、どうしてここに彼がいるのかと沙帆は目を疑う。

　その間にも距離を詰められて、沙帆はじっとその顔を凝視した。

「謙太郎さん、どうして……」

　ひとりでいた沙帆を呼び止めたのは、沙帆の元彼の謙太郎だった。

　どうしてこんなところにいるのかとギョッとしたが、彼もこの式典に出席していたのだろう。スーツを着て正装だった。

「沙帆……調べさせてもらったよ」

「え……？」

「婚約なんて、本当はしていないんだろ？」

　核心を突く謙太郎の言葉に、沙帆は指先の力が抜け、手に持つパーティーバッグを落としそうになった。

　途端に視線が泳ぎだす。

（調べたって、どうしてそんなこと……）

　立ち尽くす沙帆へ、謙太郎が距離を詰めてくる。

「沙帆、どうなんだよ」

「どうって……きゃっ」

　迫った謙太郎の両手が、沙帆の両肩を力強く掴む。

　弾かれたように顔を上げた沙帆に、謙太郎は訴えるような眼差しを送った。

「どうせ、都合よく利用されてるだけなんだ。潔く奴と終わらせて、俺と一緒になってくれ」

「な、なに言って……痛い、離して」

　強く肩を揺さぶられ、沙帆は身をよじってその手から逃れようと試みる。

　しかし、沙帆の細い肩を掴む指に、食い込むほどの力が込められていく。

「利用……？　そうかもしれない……だけど、だけど私は、怜士さんのことが好きだから――」

　ほかの人なんて考えられない。

　たとえ、未来のない婚約だったとしても、沙帆はとっくに怜士のことを想い、どうしようもないくらい好きになってしまっていた。

　気持ちを口に出してしまうと、想いはどんどん加速していく。

　解放してくれと言わんばかりの目で謙太郎を見つめていると、彼の視線が沙帆の背後になにかを捉え、驚いたように固まった。

「人の婚約者になんの用だ」

　そんな声が聞こえてきたのは、謙太郎の見せた反応とほぼ同時だった。

　謙太郎の手から沙帆を取り返すように、怜士は彼女の手を掴んで引き寄せると、自分の腕の中に閉じ込める。

　ドキンと、沙帆の鼓動が大きく音を立てて震えた。

「沙帆、行こう」

　心乱れる沙帆へ、怜士は穏やかな微笑を見せ、奪い返した肩を抱く。

　いっさい取り乱さず沙帆を連れていこうとする怜士に、謙太郎が噛みつくように「待て」と声をあげた。

「沙帆、言っておくけど、お前が熱を上げてもコイツは本気にはならないぞ？」

　なにを根拠にそんなことを言いだしたかわからない謙太郎は、「どうせ遊ばれるだけだ」とまで言いきる。

「お前みたいな女に、この男が本気になるわけないだろ」

　そんなことはわかっている。

　沙帆はわざわざ並べられるごもっともな言葉に、耳を塞いでしまいたかった。

「今言った言葉は、取り消してもらおうか」

　そんな中、口を開いたのは怜士だった。

　先ほどまで沙帆に向けていた柔和な表情を消し、謙太郎を見据える目は鋭く冷たい。

　肩を抱いていた怜士の手が、安心させるように沙帆の背中をそっとなでた。

「人の婚約者をつかまえて〝お前みたいな女〟とは無礼な話だ」

　怜士の冷静な反論に、謙太郎は一瞬怯みを見せる。

　しかし、負けじと「だって、そうだろう」と声を張り上げた。

　背中にあった怜士の手がするすると沙帆の体のラインを下り、腰に触れる。

　自分へと密着させるように、怜士は沙帆を抱き寄せた。

「悪いが、俺の方が彼女に惚れている」

（え……？）

「わかったら、今後いっさい、俺たちの前に姿を見せないでもらいたい」

　一切の迷いなくそう言い放った怜士は、沙帆を腕に抱きその場を立ち去っていく。

　そのまま祝賀会の会場を通り過ぎ、エレベーターホールへと進んでいった。

　どこに行くのだろうかと思いながらも、沙帆は自分の鼓動の暴走にうつむく。

『俺の方が彼女に惚れている』

　嘘でもそんなことを言われたら、天にも舞い上がる気持ちになってしまう。

　あの場で謙太郎を黙らせるための言葉だったと重々承知している。

　でも、怜士を想う沙帆はうれしくてたまらなかった。

　沙帆を腕に抱いたまま、怜士はエレベーターでホテルの上階を目指す。

　到着した階は先ほどまでのフロアとは違う、シックでクラシックな雰囲気だった。

　濃紺に模様の入った絨毯と、重厚な木造の客室扉。

　広い通路には、高そうなロココ調のソファが置いてあったりする。

「あの、怜士さん……？」

　あきらかにどこかに向かって進んでいる足取りなのはたしかだが、ここはホテルの客室フロア。

　沙帆を抱き寄せたまま怜士が足を止めたのは、そのフロアの最奥の扉の前だった。

　沙帆から一瞬も手を離さず、怜士はその扉を開く。

　共に部屋に入り、扉が背後で閉まったと同時、腰を抱く方とは逆の手が沙帆の背に回り、あっという間に怜士の両手に包み込まれていた。

「れっ、怜士さん？」

　それまでも落ち着かなかった鼓動が、抱きしめられてしまったことでさらに暴走し始める。

　中から叩くように鳴る心臓が、近づいた怜士に聞こえてしまいそうなほど音を立てていた。

　沙帆を両手の中に閉じ込めた怜士は、沙帆の肩口に顔をうずめる。

「以前した婚約の取り決め、全部なかったことにしてほしい」

（え……？）

　それはいったいどういうことか。

　そう沙帆が思いを巡らせた時、ゆっくりと体を離した怜士が、戸惑う沙帆の顔を見つめた。

「沙帆……好きだ」

　真っ直ぐ沙帆を見る怜士の目は真剣で、沙帆は吸い込まれるようにその目を見つめ返す。

　怜士の告白に、高鳴っていた沙帆の鼓動は衝撃のあまり、止まってしまいそうだった。

「誰にも渡したくない。俺だけのものにしたい」

　次々と出てくる言葉は、沙帆には信じられないものばかりだった。

（怜士さんが、私のことを……？　嘘……）

　それでも、目尻からあふれてしまいそうなほど涙が浮かんでくる。

　怜士は柔らかく微笑んで、沙帆の涙袋に指で触れた。

「なんで泣くんだ」

「だって、ですね……信じ、られなくて……本当ならうれしくて……」

　素直に気持ちを口にする沙帆を、怜士はまた大事そうに抱きしめる。

　髪をなでながら赤くなっている耳に唇を寄せた。

「渡したいものがある」

「渡したいもの、ですか？」

　入り口から奥の部屋へと向かうと、広いリビングルームが現れる。

　怜士はソファセット前のローテーブルから小箱を掴むと、その中からいつか一緒に見に行ったエンゲージリングを取り出した。

　怜士は沙帆の左手を取り、薬指にそっとリングをはめる。

「本当は昨日、これを渡して、結婚してほしいと言うつもりだったんだけど」

「え……？」

　怜士にそう言われて、沙帆は昨晩のことを思い返す。

（もしかして、あの時……？）

　意味深な怜士の様子に、怖くなってあの場を去ってしまった。

　それからは自分の部屋から出ることなく、いつのまにか眠りについてしまっていた。

「そう、だったんですか……私、てっきり、今日が終わったら、もう嘘の婚約は解消でいいと、そんな話をされるとばかり……」

　沙帆の大きな勘違いに、怜士は「馬鹿だな」と苦笑を漏らす。

「だから、今日話そうと思ってた。正式に、俺と一緒になってほしいって」

　さっき祝賀会の会場で怜士が話があると言ったのも、このことを伝えようとしていただけだったのだ。

　すべてマイナス思考で早とちりして、ひとりショックを受けていた自分に、沙帆は今になって深いため息をつきたい気分だった。

　ダイヤモンドが輝く薬指を見つめている沙帆の頬へ、怜士の温かな指が触れてくる。

　ゆっくりと顔を上げていくと、怜士の熱い眼差しと視線が絡み合った。

「沙帆……俺と、結婚してほしい。俺の生涯をかけて、幸せにすると約束する」

　沙帆の目に、またうっすらと涙が浮かぶ。

　うれしい気持ちと、信じられない思い。

　通じると思っていなかった想いが通じ合い、沙帆は自ら怜士の腕の中に飛び込んだ。

「私で……怜士さんを幸せにできますか？」

　回した腕に大好きだという気持ちを込めて、ぎゅっと抱きしめる。

　怜士は応えるように沙帆の体をきつく抱きしめ返した。

「沙帆じゃないと無理だ」

　耳もとで響く低く甘い声に、沙帆の胸はきゅんと震える。

　そっと腕を緩めると、傾いた怜士の顔が沙帆へと近づいた。

　引き寄せられるように唇を重ね合わせると、すぐに一度離され、怜士は何度も何度も啄ついばむように口づけを落とす。

　唇の柔らかさを楽しむキスを繰り返しながら、怜士は沙帆を抱いてさらに部屋の奥へと連れていった。

　もつれ込むようにしてふたりの体がベッドに沈み込む。

　上体を起こした怜士に組み敷かれて、沙帆の鼓動は今まで感じたことがないくらいに鳴り響いていた。

「沙帆……」

　愛おしそうに沙帆を見下ろす怜士のその目には熱がこもっていて、それだけで沙帆は全身が火照るのを感じる。

　何度も何度も愛おしい名を呼びながら、怜士は沙帆の耳もとに口づけた。

「怜士、さん……」

　首筋を伝い、ドレスのレースをまとった鎖骨に唇が触れると、沙帆は甘やかなくすぐったさに身を震わせる。

　背中に回った怜士の手がドレスのファスナーを緩やかに下ろしていき、沙帆は急激に赤面するのを感じていた。

　レースの袖を腕から抜かれ、素肌があらわになる。

　肩紐なしの下着の上から沙帆が胸もとを両手で隠すと、怜士は美しく意地悪な微笑を唇にのせてスーツのジャケットを脱いでいく。

　キングサイズのベッドの端にそれを投げやり、片手でネクタイを取り去った。

　その仕草だけで、沙帆は鼓動をますます高鳴らせてしまう。

　怜士はシャツのボタンをはずしながら、沙帆の唇を深く強引に塞いだ。

　唇を割り舌を誘い出されて、濃厚で大胆な口づけを仕掛けられる。

　まだ慣れない深い口づけに、沙帆は息をするのも忘れて必死についていった。

　キスだけでベッドの上にとろけてしまった沙帆を、怜士は遠慮なくかわいがる。

　怜士の唇や指先から与えられる甘美な悪戯に、沙帆は体を震わせながら必死に怜士の腕や首につかまっていた。




「沙帆、水」

　シーツに包くるまる沙帆へ、ペットボトルに入ったミネラルウォーターが差し出される。

「ありがとうございます……」

　シーツで胸もとを隠し上体を起こしながら、沙帆はおずおずと手を差し出した。

　初めてを経験した体は火照っていて、その強烈で甘すぎる体験に沙帆は怜士の顔が見られずにいる。

　いまだに体内にこもった熱が排出されずにぐるぐると回る。

「大丈夫か？」

「っ、あ、はいっ」

　ベッドに腰掛けた怜士がクスッと笑みをこぼす。

「悪い……無理させたな」

「いえ！　そんなことは……」

　付き合った男がいたと言っていた沙帆が、まさか純潔を守っているとは、怜士は思ってもみなかった。

　それがわかってできるだけ優しく触れたつもりだったが、愛した沙帆を前に理性が保てない自分がいたのはたしかだ。

「昨日、俺も沙帆と同じようなことを考えてた」

「え……？」

　ベッドの縁に腰を下ろし、沙帆に背を向けたまま、怜士は唐突に話を始める。

　肩甲骨と背筋が美しく逞しい背中を目にして、沙帆はひそかにどきりとしながら続きの言葉を待つ。

「もし、本当に結婚を申し込んだら、断られるんじゃないかって。沙帆と同じように不安になってた」

「えっ、そんなこと、ありえないです！」

　怜士ほどの人がなにを言うのか。

　驚くような怜士の発言に、沙帆はつい声のボリュームが上がってしまう。

　怜士は綺麗な横顔にふわりと笑みを浮かべた。

「でも、『医者は無理です！』とさんざん言われてたからな……そんなの聞かされてりゃ、そう思うだろ」

　うっと、沙帆は一瞬言葉に詰まる。

　フッと鼻で笑った怜士が、沙帆の手で遊ばれているペットボトルを取り上げた。

「絶対に、と無責任なことは言えない。だけど、寂しい思いはさせないつもりだ。だから結婚してほしいと言った」

「怜士さん……」

　医師の両親を持ち、寂しい思いをしてきたという沙帆に結婚を申し込むことは、怜士にとってまったく不安がなかったとはいえない。

　それでも怜士は沙帆を好きになってしまった。その気持ちは大きくて、あきらめきれるものではなかった。

「その気持ちだけで、私は十分幸せです」

　守れない約束はしない怜士の誠実さ。

　そして、医師という身の上でも自分に寂しい思いはさせないと言ってくれた怜士の優しさに、沙帆は心を打たれた。もうそれだけでも十分幸せだった。

「私も、怜士さんを幸せにできる奥さんになれるようにがんばります」

　にこりと微笑んだ沙帆を目にして、怜士はそのとなりへと体を寄せる。

　横から腕を伸ばし、両手で沙帆をシーツごと抱きしめた。

「プールに落ちて、脚立から落ちて、よく落ちる女だと思ってたけど……最後は、俺が沙帆に落ちたな」

　頭の横から聞こえてきたそんな言葉に、沙帆は思わずクスッと笑う。

「それを言うなら、私はやっぱり落ちすぎなんですよ……怜士さんにだって、ころっと……」

　抱きしめ合ったまま、ふたりしてクスクスと笑い合う。

　にこりと笑みを交わすと、どちらからともなく唇を重ね合わせた。
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番外編・君の好きなところ




　縁に花の模様があしらわれているクリーム色のカップとソーサーをトレーにのせ、沙帆がキッチンから出てくる。

「怜士さんは、ストレートですよね」

　怜士の前へそのひとつを置き、そのとなりに残りのひとつを置く。

　カップの中の綺麗な琥こ珀はく色からは、ふんわりと湯気が上がっていた。

　外で食事を済ませ、帰宅した二十一時過ぎ。

　明日は、ふたりの挙式披露宴が執り行われる大切な日だ。

　怜士の正式なプロポーズで本物の婚約者となったふたりは、あの祝賀会の後すぐに籍を入れた。

　怜士がすぐにでもそうしたいと望み、沙帆も同じ気持ちだったからだ。

　自分たちの病院の発展のため、以前は婿を取りたいと言ったこともあった沙帆の両親も、怜士との結婚は心から祝福してくれている。

　怜士の正式な妻となった沙帆は、以前と変わらずクリーンスタッフの仕事を続けながら、今後はこれまでの知識や経験を活かし、医療機関向けの清掃サービスを立ち上げられないかと思案している。

「私はひとつ入れよう」

　一緒に持ってきたシュガーポットから砂糖の塊をひとつ摘み、自分の紅茶へと落とし入れる。

　ソーサーに添えられた金色のティースプーンでクルクルとかき混ぜた。

「いよいよ……明日ですね」

　怜士の顔に目を向けて、沙帆はにこりと微笑む。

　照れくさそうに笑った顔に、怜士も笑みを浮かべて応えた。

　沙帆の頬にできるえくぼがかわいくて、怜士はつい手を伸ばす。

　触れられた沙帆は、ほんの少し目を大きくすると、またその頬にくぼみをつくった。

「大々的に式なんて挙げたら、もう本当に引き返せなくなるけど……？」

「えっ……？」

　意地悪く口角を上げて、怜士は沙帆を試すように見つめる。

「なんでそんなこと……」

「一応、最終確認？」

　この世のどこに、式の前夜にそんなことを聞く新郎がいるだろうか。

　沙帆は困ったように瞳を揺らし、力を込めた目で真っ直ぐ怜士を見つめる。

「いりません！　そんな最終確認」

　笑っていたと思えば、不満気な顔になる沙帆に、怜士はフッと表情を緩める。

　両手を広げて、となりに掛ける沙帆を抱き寄せた。

「嘘だよ、冗談」

「そんな冗談……やめてください」

　怒ったような口調で言い返しながらも、沙帆は怜士に回した腕にぎゅっと力を込める。

　こういう裏腹なかわいい態度が見たくて、怜士はわざとそんな意地悪を沙帆に言っているのだ。

「まあ、やっぱり俺と一緒になれないなんて言いだしても、俺が許してやれないけどな。もう離せない」

　いじめた分、怜士は沙帆に甘い言葉をささやく。

　体を離すと、沙帆は頬を赤らめて怜士を見上げた。

　怜士自身、こんなに沙帆を溺愛するだなんて出会ったばかりの頃は思いもしていなかった。

　はじめに婚約の話を持ちかけたのも、〝沙帆が自分の求める条件に見合っていたから〟。

　それが一番の理由だった。

　医者が嫌いで、自分と同じく両親に早く結婚しろと迫られているという境遇。

　そんな沙帆なら、〝婚約者のフリ〟をしてくれるだろうと思っただけだった。

「結婚式の前日まで、意地悪言うんですね？」

　赤い顔で抗議してくる姿がいじらしい。

　怜士は「ごめん」と謝って、沙帆の柔らかい唇をそっと塞いだ。

　沙帆は、怜士がそれまで知り合い、関係した女には見ないタイプだった。

　初めこそ、からかい半分で距離を詰めてみたりもした。

　それが、中毒性のある新鮮な反応を返されたもので、気づけば怜士は癖になったように沙帆に触れていた。

　絹のような長い髪。白くきめの細かい肌。柔らかく甘い唇。

　黒目がちな大きな目が困って揺れるのを見ると、もっと困らせたくなってしまう。

「……っ、怜士さん」

「なに……？」

「紅茶が……冷めます」

　唇を解放すると、沙帆は待ってとばかりに怜士の腕に手を置き、待ちぼうけをくらうカップへと向き直る。

　そんな沙帆の様子に微笑み、怜士もカップを手に取った。




　怜士が沙帆に惹かれたのは、ほかにも理由がある。

　裕福な環境下にいたにもかかわらず、自立していて、自分の意思を強く持っていたことだ。

　両親が医師だというのに、それを断固拒否してまったくその関係の道に進まなかったというのには驚いたけれど、それは千華子に聞いた話で納得した。

『あの子が医師を目指さないと決めていたのは、将来家族を持って、自分の仕事のせいで子どもや夫に寂しい思いをさせたくないって気持ちがあったからなの』

　そう言った千華子は、『私がそう思わせてしまったんだけどね』と自嘲めいた微笑を浮かべた。

　怜士も親が多忙のため、子どもの頃は沙帆と同じような寂しい思いをしてきた。

　だから、沙帆の頑かたくなな意思に惹かれたし、そういう考えの沙帆とならと本物の家族になりたいと思った。

　温かい家庭を、一緒につくっていきたいと思った。




　明日の式は、お昼すぎから執り行われる。

　そのため、午前中には挙式場に向かい、準備をしなくてはならない。

　ベッドに入る支度を済ませ、ふたり揃って寝室へと向かう。

　このマンションに移り住んできた当初は、それぞれの部屋にベッドを入れて別々に寝ていたけれど、あの祝賀会の後、使っていなかった寝室用の部屋にふたりで眠れる広いベッドを入れた。

　それからは、怜士が当直で家を空ける時以外は一緒に眠っている。

　ベッドに入ると、怜士は決まって横から沙帆の顔を眺める。

　髪をなで、沙帆が眠りにつくところをじっと見守っているのだ。

　今日も変わらず、怜士は自分の指で梳くように沙帆の髪に触れる。

　間接照明のオレンジっぽい光の中で、視線を上げた沙帆と目が合った。

「怜士さんは……子どもとか、欲しいですか？」

　どこか怜士の様子をうかがうような慎重な口調で、沙帆は問いかける。

　そんな沙帆の真っ直ぐな瞳に、怜士は微笑み返した。

「子どもか。もちろん」

「何人欲しいですか？」

「そうだな……理想は、ふたりとか、三人くらいか？　そういう沙帆はどうなんだ」

　逆に聞き返されて、沙帆は「うーん」と唸うなる。

「私も、同じです。ひとりっ子じゃ、かわいそうな気もするし。兄弟がいた方がきっと楽しいですよね」

　楽しげに話す沙帆を見ていて、近い将来、家族が増えるかもしれないことを怜士は想像していた。

　自分が父親になることにはピンとこないけれど、沙帆が育児をしている姿はなんとなく想像がつく。

「でも……授かれれば、何人でもいいかもな？」

「子だくさんだと大変かもですよ？」

「もちろん、俺も一緒に子育てする」

　決意表明のようにはっきりそう宣言すると、沙帆はなぜかクスッと笑った。

「怜士さんが子育てとか、なんか想像がつかない」

　怜士本人が想像できなかったのと同じで、どうやら沙帆にもその姿は思い浮かばなかったらしい。

　クスクス笑いをくすぶらせる沙帆の唇を、怜士はソフトなキスで塞ぐ。

「でも、まだすぐにはいいかな。しばらくは、沙帆を独占したい」

「それは、私だって同じです……子どもに、怜士さん取られちゃいそうだから」

　覆いかぶさってきた怜士の肩に、沙帆は咄嗟に両手を置く。

「あ、あの、怜士さん、待って――」

　その言葉も虚しく怜士に唇を奪われると、沙帆は観念して肩に置いていた手を怜士の首に回した。

　慈しむように、それでいて情熱的な口づけは、すぐに沙帆をとろけさせる。

　唇を離すと、沙帆は潤んだ目でじっと怜士を見上げる。

「……もっと、してください」

　頬を紅潮させながらも、沙帆は積極的な言葉をささやき怜士を誘う。

　その柔やわく甘い表情にぞくりとし、怜士は再び口づけを落とした。

「でも……子どもが生まれたって、沙帆は俺にとってずっと大切な人だから、今となにも変わらない」

　唇から耳もとへ移動した唇が、沙帆の心を震わせる言葉を届ける。

　低く艶っぽい声で「好きだよ、沙帆」とささやくと、怜士の唇は沙帆の首筋を伝っていった。

「……っ、あっ、怜士さん、待って……今日はっ――」

　大事な式の前日に、体力のいる夜更かしはいかがなものかと、沙帆は怜士の悪戯な唇を止めようとする。

　しかしそれは無駄な抵抗で、沙帆は襲い来る甘美な誘惑に抗あらがえなかった。

「かわいくて、無理……」

　今宵も、怜士は沙帆を目いっぱいにかわいがる。

　明日が大事な挙式だということもいつしか忘れ、ふたりはいつもと変わらぬ甘い夜に溺れていった。
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出会った頃のように




　お城を象かたどったカラフルなジャングルジムが見えてきて、沙帆は腕時計に目を落とす。お迎えの時間ちょうどに幼稚園の門をくぐれそうで、ほっと胸を撫で下ろした。

　沙帆と怜士が結婚して早七年。

　入籍し結婚式を挙げ、二年ほどふたりだけの生活を楽しみ、子宝に恵まれた。

　今年五歳になる女の子と、三歳になる男の子のふたりだ。

（えっ……怜士さん？）

　入口を開けてもらうためにインターフォンを押そうとしたところで、園舎の前に立つ見慣れたスーツのうしろ姿が沙帆の目に飛び込んできた。

　オンモードのきちんとセットされた髪と、今朝「沙帆が選んで」と言われて選んだ、綺麗なネイビーのスリーピーススーツ。

　遠目からでも怜士だと間違えるはずもない。

　しかし、どうして怜士がお迎えに来ているのだろうか。

　そう思いながら、沙帆は解錠してもらった出入り口を急いで入っていく。

（今日は夕方まで鷹取の病院にいるはずの怜士さんが、どうしてこんな時間に？）

「怜士さん！」

　背後から駆け寄り声をかけると、振り返った怜士は沙帆を見て特に驚く様子もなく微笑んだ。

「あの、病院は？」

「連絡入れたけど、見なかったのか」

「え、嘘……」

　そう言われてバッグに入れてあるスマホを取り出すと、たしかに怜士からのメッセージが入っていた。

「沙帆が忙しいなら、代わりにって思ったんだけど、スマホも見れないくらい忙しかったか」

　怜士はフッと笑って横に来た沙帆を見下ろす。

「ごめんなさい。そういうわけじゃなかったけど、気づかなくて」

「午後入れていた来客の予定が変更になったんだ。だから、スケジュールが丸々なくなって」

「そうだったんですか……でも、わざわざお迎えに来てもらってありがとうございます」

　沙帆がそう言うと、怜士は淡い笑みを浮かべて彼女に視線をよこした。

「だから、いつも言ってるけど、そんな礼を言うことじゃないだろ？　沙帆だけが子どものことを全部面倒見る必要はないんだから」

　子どもが生まれる前から、怜士は育児について積極的で前向きな姿勢だった。

　育児を〝手伝う〟ではなく、〝一緒にする〟と言ってくれていたことは、沙帆にとって心強かったし、実際に子どもが生まれると怜士は有言実行で子育てに積極的だった。

「パパー！　ママー！」

　帰りの支度を終え、上履きから運動靴に履き替えた娘の莉り子こが弾んだ声をあげてふたりのもとへと駆けてくる。

　その後を追いかけるように息子の理り輝きも出てきて、園の先生が「さようなら」と子どもたちを見送り、迎えに来た沙帆と怜士に頭を下げた。

「パパ、来てくれたの？　今日はママがお迎えって言ってたよね？」

　やってきた莉子を、怜士は腰を落として抱き上げる。

　莉子はうれしそうに満面の笑みを浮かべて怜士の首に抱きついた。

「パパも仕事がお休みになったから、ふたりお迎えに来たんだ」

「やったぁ！」

　莉子を抱いた怜士の足もとにはすぐに理輝がやってきて、「パパー、ぼくもー」と抱っこをせがむ。

　それももう慣れたことで、怜士は莉子を片手に抱き直し、空いたもう片方で理輝を軽々と抱き上げた。

　結婚を前にした頃に話していたことを、沙帆は子どもたちを抱く怜士を目に思い出していた。

　怜士が父親になる姿が想像できない。それは怜士自身も思っていたことで、当時はふたりしてそんなことを言って笑い合ったこともあった。

　でも、そんな怜士も今では立派なパパになってしまった。

　子どもたちをお風呂に入れてくれることも、寝かしつけも、乳児期はオムツを替えることだって率先してやってくれた。

　同じように子どもの迎えに来ている母親たちの視線が、控え目にちらちらと怜士に向けられていく。

　知り合った当時から周囲の女性の目を引いていた怜士だが、それは結婚し子どもが生まれてからも変わらない。

　沙帆はいつものことながら落ち着かない気分になって、子どもたちを抱く怜士の後に続いた。




「莉子、理輝、そろそろ歯磨きする時間だぞ」

「はーい！」

　午後八時。

　リビングでお絵かき帳を広げているふたりへ怜士が声をかける。

　子どもたちは九時前にはベッドに入れるようにしていて、怜士が仕事で自宅を空けていない今日のような日は、家事をする沙帆に代わって怜士が子どもたちの面倒を見ている。

　子どもが生まれてからというもの、ふたりの生活スタイルは大きく変わった。

「怜士さん、すみません」

　怜士が順番に子どもたちを横にし、小さな歯ブラシを片手に上から口の中を覗き込んで仕上げ磨きをしている。

　沙帆はキッチンの内側でその様子を目にして、急いで最後の食器の泡を流した。

「ママ、今日も一緒に寝よう」

　沙帆にべったりの理輝は、歯磨きを終えると走ってキッチンへと入っていく。

　手を拭く沙帆の脚に抱きつき、満面の笑みで沙帆を見上げた。

「うん、寝ようね。じゃ、トイレに行って、お布団入ろうか」

「はーい！　ママ、今日は『さるかに合戦』読んで？」

「え、今日も？　昨日も読んだのに？」

「うん。うすが〝どっしーん！〟するところがおもしろいから！」

　理輝と楽しそうに話しながらリビングを後にする沙帆に目を向けて、怜士の口もとには自然と笑みが浮かぶ。

「パパ、ママと理輝行っちゃったよ。行こう！」

「おう、先に行きなさい。歯ブラシ片づけていくよ」

　子どもたちは今はまだ、同じ部屋にベッドを並べて寝かせている。

　暗くした部屋の中、ベッドサイドに灯した明かりを頼りに沙帆は絵本を開く。

　理輝のベッドには沙帆が、莉子のベッドには怜士が入って寝かしつける。

「じゃあ、今日も『さるかに合戦』ね。あるところに、かにの――」

　幼稚園に行き、一日中目いっぱい遊んできたふたりは、ベッドに入るとすぐに夢の世界へ旅立ってしまうことが多い。

　日によっては沙帆が絵本を読んでいる間にいつの間にか寝てしまっていることだってある。

　うすが〝どっしーん〟と落ちてくるところがおもしろいと言っていた理輝は、その場面にいくまでに眠りについていた。

　となりのベッドから沙帆の読む絵本を黙って見ていた莉子も、読み終える頃にはまぶたが落ちていた。

「おやすみ……」

　ふたりの寝顔を確認し、沙帆はベッドサイドの明かりを消す。

　寝入った理輝の顔を見つめ、細く柔らかい髪を優しく何度もなでた。

「……沙帆？」

　しばらくして、莉子に添い寝していた怜士は、静まり返った薄暗い部屋の中で理輝のとなりに横になる沙帆を呼んだ。しかし、返事はない。

　ベッドから出て莉子に布団をかけ直すと、となりに並ぶベッドの反対側に回り、沙帆の肩をそっと揺すった。

（寝ちゃった、か……）

　薄暗い中、覗き込んだ沙帆は理輝の手を握りながら小さく寝息を立てている。

　怜士は優しい沙帆の寝顔に小さく息をつき、そっとその頬をなでた。

　毎日の家事に加え、まだ小さい子どもたちの育児。日数や時間は減らしたものの、好きでクリーンスタッフの仕事は続けている沙帆の毎日は多忙だ。

　子どもたちが幼稚園に行っている間に自分の仕事をこなし、子どもたちが帰れば公園に連れていったり、家で一緒におやつを作ってみたり、毎日本当によくやっていると怜士は感心している。

　こうして子どもたちを寝かしつけながら、沙帆が一緒に眠ってしまうことは最近よくあることだ。

　だけれど、それは疲れているから致し方ないことだと怜士は思っている。

『寝落ちしちゃったら、起こしてくださいね！』

　いつの間にか寝てしまった日の翌日は、沙帆は決まってそう怜士に言ってくる。

　怜士だって本心を言えば、子どもたちが眠りについた後、沙帆とふたりの時間を過ごしたいし、沙帆を独り占めしたいとも思っている。

しかし、こんなふうに気持ちよさそうに眠りについた彼女を、自分の独占欲で起こすことなんてできないと、怜士はいつも自制していた。

「おやすみ……」

　愛しい妻のこめかみにキスを落とし、怜士は静かに子ども部屋を後にした。




　翌朝、住まいのマンションそばの停留所から子どもたちが幼稚園バスで登園していった後、沙帆は自宅に戻りコーヒーを淹れていた。

　普段より少し遅い朝の時間。

　着替えて出てきた怜士は、今日はダークグレーの三つ揃えという装いで、手にしていたジャケットをソファの背もたれにふわりとかけた。

　怜士からは、今日は昼前から学会の関係で出かけると沙帆は聞いている。

　昨晩、寝落ちして深夜に起きると、怜士はその関係のためか自分の部屋にこもりパソコンに向かっていた。

「もう出ますか？　コーヒー飲んでいきます？」

「ああ、ありがとう」

　カップに淹れたてのコーヒーを注ぎ、ダイニングテーブルへと出す。

　怜士が椅子を引くのを目にしながら、沙帆も自分のカップを手に向かいの席に腰を下ろした。

「今日は、遅くなるって言ってましたよね？」

「うん、夕方から少し大学の方に行って、それからＭＲと約束がある。食べて帰るから、夕飯は俺のは大丈夫だから」

　ＭＲとは、製薬会社の医薬品の営業担当者のことで、長い付き合いの相手だ。仕事の話をしながら、食事をするということだろう。

「わかりました」

「……大丈夫か？　少し疲れて見える」

　怜士にそう言われ、切れ長の目にじっとうかがうように見つめられ、沙帆は慌てたようにふるふると横に首を振った。

　疲れているとは特に感じていない。ただ、昨日は変な時間に目覚めて、その後少し寝つけなかったのだ。

「大丈夫です。昨日、夜中に目が覚めて、それで、眠れなかったりして、変な睡眠取っちゃったので、それでかと……」

「そうか、それだけならいいけど。たまには、三人で外で食べてきたらどうだ？　夕飯の支度を休むのもいいと思うけど」

　怜士の気遣いの言葉に、沙帆はふんわりと微笑む。

　怜士こそ、毎日人の生死を左右する責任がつきまとう仕事に従事しているというのに、いつもこうして沙帆のことを気にかけてくれるのだ。

「ありがとうございます。じゃあ、子どもたちに聞いてみて、どうするか考えてみます」

　そう答えると、怜士は「そうするといい」とうなずき、カップに口をつけた。

　今日も完璧に仕上がっている旦那様を目にして、沙帆は急に落ち着かない気分になり、両手に包むカップの中身に視線を落とす。

　ここのところ、怜士があまり自分に触れてきてくれない。

　沙帆は最近、口には出せずそんなことに悶々としていた。

　子どもが生まれてからというもの、物理的に夫婦ふたりきりで過ごす時間は格段に減ってしまった。

　子どもたちと過ごす時間や、家族水入らずの時間はもちろん大切で尊い。

　だけれど、沙帆は怜士とふたりきり、結婚当初のように甘い時間を過ごしたいとひそかに思っている。

　でも、もしかしたら、もうあの当時のような気持ちを怜士は持っていないかもしれない。

　子どもを産み、育て、すっかり〝お母さん〟となってしまった自分に、怜士は〝家族〟としての愛情しか持ち合わせていないのかもしれない。

　あれこれ考えだすと悪い方向に思考が傾いていって、ひとり悲しくなってくる。

　それでも口に出して聞くことなんてできなくて、沙帆は今日もこの気持ちに静かに蓋をした。

「そうだ……」

　玄関で靴を履きながら、怜士は見送りに出てきた沙帆を振り返る。

「今週末、沙帆の実家に子どもたちを連れていくことになってる」

「え？　うちに、ですか？」

　知らなかった予定に沙帆は小首をかしげる。

「ああ、お義か母あさんが孫たちと過ごしたいと言ってくれてる。ちょうど三角も帰るらしくて、子どもたちをひと晩預かると言われてるんだ」

「えっ……ひと晩？」

　怜士からの思わぬ予告に、沙帆の鼓動がどきんと跳ね上がる。

　それを見透かしたように怜士は口もとに微笑をのせ、沙帆の頬に手を伸ばした。

「久しぶりにふたりきりで過ごせるから、どこか行きたいところとか、考えといて」

「は、はい……わかりました！」

　昔と変わらず頬を染める沙帆を、怜士は思わず腰に腕を回して抱き寄せる。

　近づいた耳もとに唇を寄せ、「楽しみにしてる」とささやいた。

「いってらっしゃい。気をつけてくださいね」

　玄関のドアが閉まると、沙帆は高鳴った鼓動を落ち着かせようと胸に手をあてる。

（怜士さんと、ふたりきりで……？）

　不安に思っていた最さ中なかの想定外の予定は、沙帆の心を期待で弾ませた。




　週末、土曜日――夕方、五時を回ったころ。

「千華子ちゃーん！」

「莉子、理輝、いらっしゃーい！」

　家族揃って沙帆の実家に訪れると、子どもたちを預かると言っていた千華子が万全の態勢で迎えに出てきた。

　孫たちに〝おばあちゃん〟や〝ばあば〟と呼ばれたくないという千華子は、子どもたちに自分をちゃん付けで呼ぶように教え込んできている。

　そのせいで、今ではすっかり莉子も理輝も千華子を『千華子ちゃん』なんて呼ぶようになってしまった。

「莉子、理輝、いい子にしてた？」

「うん！　今日、千華子ちゃんのお家にお泊りしていいんでしょ？」

「いいわよ～、いっぱい遊びましょうね。後で樹おじさんも来るし、明日はなにか欲しいもの買いに行こうか？」

　千華子の提案に、子どもたちは「わーい！」と大喜びで廊下を駆けてリビングに入っていってしまう。

「お母さん、あんまり甘やかしすぎないでよ？」

　釘を刺す沙帆に、千華子はふふっと笑った。

「たまの孫との時間だもの。目いっぱい甘やかすわよ。そんなことよりも、あなたたちこそたまの夫婦水入らずなんだから、貴重な時間よ？」

　母親にそんな言い方をされ、沙帆は照れる気持ちから黙って視線を落とす。

　代わりに怜士が「お世話になります。よろしくお願いします」と千華子に頭を下げた。

「こっちのことは大丈夫だから、気にしないで過ごしなさい」

　照れくさい気持ちもありつつ、それでもこんな貴重な機会をもらえたことに、沙帆は千華子に素直に「ありがとう」と言った。

　すっかりお泊りに浮かれたふたりは両親とのしばしのお別れもそっちのけで、沙帆と怜士は千華子に見送られて玄関を後にした。




　沙帆の実家を出たふたりが向かった先は、沙帆が以前行ってみたいと言っていた銀座のフレンチレストランだった。

　中学生以下の子どもの入店ができないその店は、まだ小さな子どもを持つふたりにはあきらめざるを得ない場所。

　だから、このチャンスに行ってみようと、沙帆の話を覚えていた怜士が予約を入れてくれたのだ。

「ありがとうございました。前に言っていたこと覚えてもらっていて、うれしい」

　食事を終え、再び車に乗り込み、沙帆は満たされたお腹に満面の笑みを浮かべる。

　満足そうな妻の横顔を盗み見た怜士は、つい自然と口もとが緩んでしまった。

「それならよかった。たまにはふたりきりでゆっくり食事するのもいいものだな」

「そうですね。あの子たち……いい子にしてますかね？」

　怜士の〝ふたりきり〟という言葉に、沙帆は自然と莉子と理輝のことを口にする。

　怜士はふっと笑って、「大丈夫だろ」とさらりと答えた。

　時刻は八時を回り、すっかり夜に溶け込んだ街を走る車の中、沙帆は帰宅したら子どもたちの園で履いている上履きを洗おうかななどとぼんやり考える。

「あっ……怜士さん、あそこって」

　そんな時、ちょうど見えてきた広大な敷地と、そびえる建物。

　それは、沙帆と怜士が初めて出会った、あのラグジュアリーホテル。

　夏の終わり……花梨に誘われてナイトプールへと行き、思わぬ出来事でプールに落下し、怜士に助けられたあの場所――。

　すべてはあの日から始まったのだ。

「え……？」

　懐かしい思いで窓の外を眺めていると、車はホテルの敷地内へと入っていく。

　沙帆が思わず運転をする怜士を振り向くと、その横顔には微笑が浮かんでいた。

「沙帆と出会った思い出の場所で、今日はふたりきりで過ごそうかと思って」

「えっ……そ、そうだったんですか？　私てっきり、もう帰るとばかり……」

　帰って上履きを洗おうだとか、家事をしようとしていたくらいだ。

　またも想定外の展開に、沙帆は驚きを隠せない。

　それと同時に、久しぶりに胸が甘く音を立て始めていた。

　車を預け、チェックインをし、怜士にエスコートされながら、沙帆は出会ったあの日を振り返る。

　見えてきたエレベーターホールを前に、寄り添う怜士を下から見上げた。

「ここを、怜士さんに抱えられて……あの時、すっごく恥ずかしかったんですよ？」

「それは俺だって同じだ。沙帆を抱きかかえて歩いて、好奇な視線が痛かった」

　苦笑して言い返しながらも、怜士は沙帆の腰に回した手で彼女を更に引き寄せる。

　ちょっと強引な逞しい腕に、沙帆の鼓動は高鳴りを増していった。

　怜士が沙帆を連れ向かった先は、エレベーターで上昇した二十階。

　あの日、怜士が沙帆を連れて行った、同じスイートルームだった。

　開かれた重厚な扉の先、沙帆は懐かしい想いで部屋へと足を踏み入れる。

　あの日は動揺していてあまりじっくり観察はできなかったけれど、改めて訪れた部屋は広く豪華で、尻込みしてしまいそうな一室だった。

　入ったリビングルームで佇んでいる沙帆を、後から来た怜士が背後からそっと抱きしめる。

　眼下に自分を抱く愛しい人の腕があって、沙帆は静かにその手に両手を添えた。

「やっと、沙帆を独り占めできる」

「え……？」

　耳の裏でささやかれる、もうすっかり聞き慣れた低く落ち着いた声。

　思いもしなかった言葉に沙帆の大きな瞳が揺れる。

　怜士は抱き締めた腕を解いて沙帆を振り返らせると、その腕に再び沙帆を引き寄せた。

「そんなこと……まだ言ってくれるんですね？」

「そんなことって……どうして？」

「だって……最近、怜士さん……」

　そこまで口にして、沙帆は口を閉ざす。代わりに自らも怜士に腕を回し、ぎゅっと抱きしめた。

「あまり……触れてくれなくなったな、って……」

　ひとり悶々と考えていた怜士との距離感。

　言い出す機会も勇気もなく、胸の内に留めていたけれど、こんな言葉をかけられると胸がきゅんと震えてしまう。

　沙帆の髪に口づけ、怜士は思わずふっと笑みをこぼした。

「なに言ってんだ。俺がいつもどんな気持ちでぐっとこらえてるか、知らないだろ？」

「え……こらえてるって」

「疲れて寝落ちしてる沙帆を前に、何度起こして抱こうと思ったことか」

　怜士からの衝撃の告白に、沙帆の頬はカッと熱を持つ。

　恥ずかしさで途端に視線がゆらゆらと揺れた沙帆に、怜士はクスッと笑って顔を寄せた。

「沙帆を想う気持ちも、沙帆が欲しいと思うのも、俺はあの頃となにも変わってない」

「怜士さん……」

「むしろ、愛しい気持ちは深まってる」

　紅潮したかわいらしい妻が、怜士はたまらなく愛おしい。

　鼻が触れ合うほどの至近距離で見つめ合うと、怜士は沙帆の唇を遠慮なく塞いだ。

　甘い口づけは、すぐに沙帆をとろとろにしてしまう。

　彼女の膝から力が抜けてしまうタイミングまで熟知した怜士は、力強く細い腰を抱き留めた。

　久しぶりの濃厚なキスにくらくらとしながら、沙帆は心配事がすべて不要だったと思い知る。

　不安に思っていたことは与えられるぬくもりに溶けていくようで、沙帆は怜士の広い背中に両手を回した。

「怜士さん……好き……大好きです」

　思いの丈を口にした沙帆を、怜士はしっかりと抱き留める。

　溢れ出しそうな愛しい気持ちをなんとかこらえ、「俺も愛してる」と怜士は沙帆の耳もとに告げた。

「今日は最近お預けされてた分、沙帆を存分にかわいがるつもりだから……覚悟して」

　出会ったあの日のように沙帆を横抱きにして、怜士は悪戯にささやく。

　その首にしがみつくようにして、沙帆は小さく「はい」と答えた。

　広いベッドが、ふたりの重みで心地よく弾む。

　どちらからともなく唇を重ね、ふたりは甘美で幸せな時間へと落ちていった。




Ｆｉｎ










あとがき




　ベリーズ文庫四冊目となります本作をお手に取っていただき、ありがとうございます、未華空央です。

　何気に本作でお見合い話デビューを果たしたのですが、お見合いといえばやっぱり立派な日本庭園の料亭でしょ！という王道イメージで今回は作品を作っていきました。

　というのも、ちょうど執筆をし始めた時期、我が家の次男の七五三があり、その祝いの席に用意した料亭がまさにコレだ！という日本庭園を構えるお店で、モデルにさせていただいたという経緯があります。




　実は今回お話を作る時に、こんなシーンを書きたい！というところから始まりました。珍しいパターンです。それが『プールに落ちる』シーンでした。ヒロインがプールに落ち、それを助けるヒーローが書きたい。そんなシーンを書いて、どう話を広げていこうか考え、たびたび落ちるヒロイン沙帆が誕生しました（落としまくりでごめんね！）。結果、最後は恋に落ちるふたりを書けたので、沙帆の〝落ち〟も無駄じゃなかったなぁと、書き上げて微笑ましい気持ちになりました。




　今回、沙帆と怜士の話を執筆しながら、自分の中で結構気になる存在になったのが、沙帆の兄、樹でした。妹を溺愛する彼のイメージはすでに出来上がっていて、いずれ樹がヒーローとなる話（彼は心療内科医ですが！）も書きたいなと、思っています。その際は、ぜひサイトを覗いてやってくださいね。

　本作を書籍化するにあたり、今回も多くの方のお力添えがありました。いつも寄り添ってくださる担当の福島様、最後までお世話になりました編集の佐々木様、麗しいカバーを描いてくださいました亜子先生。本当にありがとうございました。

　そして、私が日々作品を作っていけるのは、読んでくださる読者の皆様あってだと日頃強く感じております。未華作品をお手にしていただき、心より感謝申し上げます。

　また、こうして紙面でご挨拶ができます日を夢見て……。


未み華はな空そら央お
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